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第二の幸せは婚約破棄と共に！

公爵令嬢アンリエッタの受難!!


秋津冴
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プロローグ







公子と公女




　その春。南の大陸にある二つの国で、ささやかな婚約が行われた。

　グリムガル王国から、リオナール公国に一人の貴族令嬢がやって来る。

　カールトン公爵令嬢アンリエッタは、この時、十二歳。

　蒼い狼の獣人たちが住む王国で生まれた彼女には、国王である祖父のように、蒼い獣耳もふさふさとした尾もない、ただの人間だった。

　あるとしたら、真っ蒼な空のように美しい、豊かな蒼い髪だけ。

　幼い少女は、見た目が獣人ではないという理由で欠陥品と罵られ、周囲から差別されて育ってきた。

　そんな彼女だが、人間の国、リオナール公国でようやく、心を落ち着ける場所を得る。

　公国の第一公子イブリースが、アンリエッタの婚約者になったからだ。

　十二歳と、十七歳。

　少しばかり年の離れた二人の馴れ初めは、こうして始まった。

　しかし、少年はともかくまだ幼い少女にとって、戦争の足音などまだまだ遠くはるか未来のどこかに存在する、不確かなものだった。

　グリムガル王国は、大陸の覇権を狙う強大な軍事国家。

　そんな王国にとって、西の大陸から海を越えて侵略者は好ましくない。

　西と東の広大な二大陸を制覇した、エルムド帝国を打倒したいと国王は望んだ。

　王国と帝国は、リオナール公国を間に挟みいがみ合う。

　リオナール公国がどちらに味方するかで、大陸の命運は決まろうとしていた。

　そこで、グリムガル国王は支配層が血のつながりを持つ公国に、孫娘を嫁がせることにした。

　空よりも蒼い髪を持ち、切れ長の緑の瞳はまるで狼の様。

　彼女は、国王が目に入れても痛くないほど可愛がっている、孫娘の一人。

　そんな大事な孫を輿入れさせるのだ。

　国力が弱く立場が弱いリオナール公国に王国が突き付けた条件は、かなり厳しい内容だった。

『アンリエッタが二十歳になるまでの間に帝国との戦争を終わらせて、結婚し、無事な出産を迎えること』

　普通の人間なら、帝国を打ち破ることはまず無理だ。

　しかし、イブリースは稀有な才能と持ち合わせていた。

　一人いれば一万の軍勢に勝る、と言われる精霊剣士だったのだ。

　風の精霊を自在に操ることのできる類まれな才覚の持ち主。

　彼ならば、難題をどうにか解決できるもの‥‥‥と思われ、アンリエッタとイブリースが婚約して早や、四年。

　まだまだ、戦争の気配は静まりそうになかった。







　　◇




　イブリースが戦地から数カ月ぶりの帰還を果たしたその夜。

　公城では彼の戦勝を祝う、盛大な夜会が開かれていた。

　パーティーの主役はもちろん、公子でありその婚約者であるアンリエッタだったが、二人は夜も更け始めたころ、二人はそっと夜会を抜け出して公子の自室がある、東の塔へと引き上げていた。

　暑い夏の時期を迎えると、周囲を山脈に囲まれた公都イプシオは、蒸し暑さに包まれる。

　東に面した湖から吹き上げる風が時折、都を涼やかにしていった。

　だが、昼のうちに大地とレンガの建物たちに吸い込まれた熱気は、夜の暗闇から虚しさを奪い取るようにして、息を吹き返す。

　寝室が一階にあっても、高い塔の上であっても特に大差はない。

　開け放したバルコニーから、公子イブリースの招きによって風の精霊たちがそよ風を室内に運び込んでくる。他よりも涼やかで、ともすれば薄ら寒さすら覚えるのに、自分の身体はなぜか陽気を損なわずにいた。

　夜会で口にしたフルーツワインがよほど気にいったのか、それを数杯、重ねたアンリエッタは軽く酔っていて、身体が羽になったように軽く感じた。

　そんな彼女をベッドへと丁寧に運んだ公子の手が、そっと自分の手に重ねられると、それだけでアンリエッタは再会を喜び、彼の肌を直接感じる悦びに身を浸していく。

「イブリース様」

　子供から大人になりきれていない少女特有の甘い吐息が、公子イブリースの頬をなぞる。イブリースはアンリエッタの卵型の顎を撫で、手折れそうに細い首筋に唇を近づける。そのまま顔上げ、薄く冷たい印象をもたらせるアンリエッタの唇をゆっくりと奪った。

　最初の口づけが身体に衝撃を走らせ、二度目のそれは熱い血潮となって身体中を駆け巡る。

　彼のたくましい手で触れられた部分が、ゆっくりと熱を帯びていく。

　ドレスを脱がされ、「君は美しいな。俺のアンリエッタ」とささやかれた時、心は跳ね、世界が緑の炎に包まれたように感じた。

　今度はアンリエッタから彼の唇を求め、二人のキスはより貪欲になっていった。

　窮屈なドレスから解放され、最後に残された下着すらも失って、その全身を目にした公子は、再び深く愛に満ちた吐息を漏らし、告白する。

「俺はこんな夜を死ぬまで過ごしたい。俺のアンリエッタ。愛しているよ」

「イブリース……」

　アンリエッタは強烈な眼差しで自分をじっと見つめる彼が喉を鳴らすと、肉体の芯が熱くなるのを感じた。

　まるで自分の心の奥底にある感情を見抜かれているような気になったからだ。

　普段は誰にもさらすことのない心の扉を開くと同時に、ベッドに仰向けになった彼の上にそっと身を重ねていく。

　熱いキスと抱擁を重ねながら、イブリースの唇が胸からお臍、太ももから腰へとはっていくたびに、アンリエッタは自分の身体がこれほど激しい快楽を生み出すとは、と久しぶりの感覚に身をよじってその波から逃れようとする。

　彼の口と手が最も敏感な部分を刺激し、アンリエッタの右手は彼の頭を胸に抱いて、更なる快楽を求めた。

　左手はたくましくたぎった彼の愛情を受け入れるために、イブリースと自分の接点を定めようと彼の太ももへと置かれ、その腰を本能的に浮かせた。

　悦びが体の奥深くに彼を誘い、更に熱い奔流が二人を熱く、確実な愛の虜へと駆り立てる。

「イブリース、お願い。優しくして」

　眉を寄せて切なそうにするアンリエッタは、この至福の瞬間が終わることがなければよいのに、と心でそう願っていた。







賞味期限




　半年後。

　公子イブリースは戦地の天幕で、不機嫌な朝を迎えていた。

　どうしようかと思いあぐねてばかりいると、精神というものは、難問と同じように難しくなり、心は強張っていくものらしい。

　それを吹き飛ばすように、夜明けの寒さが染みわたるその場で、青年は声を発した。

「使えない女など、もう要らん。婚約破棄をするか」

「はへ？」

　胸元で声がした。幼い声だ。起こしてしまったか、とその頭を撫でてやる。

「婚約破棄だ」

「それはどういう……？」

「賞味期限が切れた食材を大事に持ったまま、腐らせる者はいない。そういう意味だ」

　国を救うためだ、そう青年は少女に言い聞かせるようにして、叫んでいた。

　帝国と王国の間に挟まれて、細々と生きることを許されてきたこの国は、何世紀もの間『自由』から最も遠い場所に存在している。

　リオナール公国の次期国王とも呼び名が高い、公子イブリースはそんなことを考えて不満の狼煙を挙げるように、片手を開いた。

　すると、その手の中に、緑色の風が生まれる。

　しばらく手のひらで渦を巻き形を取ったそれは、黒い宝珠のようなものだった。

　それはイブリースの瞳の色と同じほどに黑く、しかし、一つだけ異なるのは、その瞳に裏切りという名の感情を宿していないことだ。

　それを使えば、歩いて数か月かかる距離をすっ飛ばして、婚約者と声を交わすことができる、そんな代物だった。

　だらしなく涎を垂らしたまま、それを見た少女は、嬉々として声を上げた。

「イブリース様！　それでは、ようやく？」

「やり方を考えている。おまえはまだ寝ていろ、ラーミア」

「また、あの使えない婚約者のことですか？　あんな獣の血が混じった女なんて……イブリース様に相応しくないわ」

　十二、三歳ほどにしか見えない少女は、どこか不機嫌な口ぶりをして、眉尻を下げ、頬を膨らませた。

　彼女は辺りを大きく見回して、「早く帝国に来れば宜しいのに」と付け加える。

　ここは少女が住むエルムド帝国の中心地から遠く海を隔て別の大陸にある。

　そして、帝国と公国は戦争の真っ只中だった。

　王国を同盟国として、公国はいま二人が寝所を共にする戦地で、矛先をかわしている。公国の連中はそう思っているだろう。

　そう考えると、イブリースは間抜けな国民どもめ、と自分の臣下たちを欺きつつ、その手綱を握っていることに快感を覚えた。

「まだ、だな。成果がいる。例え、いまここで帝国の皇女殿下を抱いているとしても、だ。俺の婚約者殿を人質にするくらいの手土産がないと、喜ばれない」

「……おばあ様は、皇帝陛下はイブリース様の才覚を望んでおります。大陸でも稀有な風の精霊をその身に宿した精霊使い。そして、次期大公閣下」

　早く私と一緒に西の大陸に来てください、と皇女は潤んだハシバミ色の瞳でそう願った。口元を寄せ、彼と熱い口づけを交わす。

　それは誰が見ても、熱愛をはぐくむ恋人の仕草だった。

　イブリースはまだ春先で夜は寒いこの時期に、彼女が羽毛布団の下から肌を晒すのはよくない、と育ち切らない胸元にそれを掛け直してやる。

「その皇帝家にも獣人の血が混じる家もあるだろう。そうそう、悪く言うものではないよ、ラーミア。お前が王になった時、彼らは優秀な盾になってくれるのだから」

「だって……。おばあ様だって、喜んでいません」

　と、彼女の心酔するエルムド帝国の女帝の名を出され、イブリースは困ったような顔をした。

「女帝殿にも我慢の限界がある、か？」

「物事は手早く。邪魔な華はどんなに美しくても手折るように。それが我が帝国の意向です」

「恐ろしい娘だな、おまえは。将来どのような苛烈な女になるか楽しみだ」

「……あなただけのラーミアになりますわ、殿下」

　二人は再び熱い抱擁を交わす。

　イブリースは手の中にある黒い宝珠にどんなことを囁けば、自分の婚約者が受けいれるものか、とラーミアの肉体を貪りながら考えた。

　南には、彼の祖国がある。そこには、皇女ラーミアが言うところの、彼の婚約者が待っている。そのさらに南には、公国と同盟を結ぶ、蒼い耳とたてがみ、尾をもつ狼の獣人の国、グリムガルがある。

　イブリースの父母、現大公夫妻は王国との縁が深く、婚約者もそうやって送られてきた。しかし、もはや王国の支援は薄く、公国には戦う力はほとんど残っていない。

　そして、帝国は帝都のある西の大陸の大半に、東の大陸を手中に収め、今度はこの南の大陸へと足を伸ばしてきた。

「この南には、あいつらの祖国もあるの！　大嫌いです」

　事を終わらせて荒く息を吐くラーミアは、開口一番にそう言った。

　帝国の二大勢力の片方には、猫の獣人の血が入っている。その一族の根拠地は、グリムガル王国の近くにある。そして、狼と猫の獣人は会ったら殺し合いをするレベルで仲が悪かった。

「よしよし。おまえの気持ちは分かったから、すこしお休み」

「はい……」

　イブリースはラーミアに魔法をかけた。眠りの淵に誘う、軽いものだ。起きた時には昼になっているだろう。

　それまでに話を済まさなけれならない。

　朝陽が白い天幕に遮られ、錆色の光をその場に運んでくる。

　公国の首都はここより数時間早く、朝が訪れるはずだ。

　執務机の上にある置時計を見て時間を確認すると、彼は宝珠に向かい何か指示をだした。







公子の思惑




　婚約者が住む場所は城の奥にある。

　離宮と呼ばれる場所に、彼女は王国から付いてきた部下と共に住んでいた。

　遠い戦場と、離宮をの間にあって、二人の恋人たちに遠距離恋愛の辛さを、紛らわせてくれるもの。精霊の力を借り、宝珠に映り込むすべての景色と音を双方向で伝えることができる。それがこの宝珠での会話だった。

　公国での、時刻はまだ七時過ぎ。公務が始まるのはせいぜい、九時過ぎからだが、それ以前に仕度というものがある。婚約者の、イブリースの両親と顔を合わせ朝食をする時間も必要になる。

　いつものことながら、生真面目な彼女は朝五時からは起きているのだ。

　最も、夜行性の狼の血がそうさせているかもしれないが。

　鈴の音が鳴る。

　彼女が暮らす離宮の執務室に、もう片方の同じ形をした宝珠は設置されている。

　持ち歩きできるものだが、寝室に持ち込んだことは聞いたことがない。

　呼び出して、いつものようにしばらく待たされるだろうと思い、イブリースはベッドから出ると、応接用のソファーにその身を沈ませた。

　そこからならば、ベッドは背後になっていて映り込まない。ラーミアのことを悟られるには、まだ少し時期が早かった。

「……イブリース？　どうしたの、こんなに朝早く。ちょっと待ってください」

　と、慌てたように彼女が宝珠の向こうに姿を表した。

「……半端者が」

　まだ髪型を整える前だったらしく、急いでまとめるものを探しに行ったらしい。

　あちらには見慣れた彼女の書斎の一部と、女性にしては読書家な彼女の集めた書棚が映り込んでいる。

「お待たせました！」

　慌てたのだろう、息を弾ませて彼女が再び顔を覗かせた。

　青い髪、すらりとした長身、狼を思わせる切れ長の瞳の色は緑。そして、愛おしい恋人と間接的にだが触れ合える喜びを、その瞳に讃えている。

　しかし、彼女には尾がない。頭頂部にあるはずの獣耳もない。たてがみすらもうないには生えていない。

　おおよそ、獣人を名乗るに必要なすべてがそこには欠落していた。だからイブリースは呼んだのだ。半端者、と。

「あれから半年ほどか、アンリエッタ」

「え？　ええ、そうね。あなたが戻られてから……それくらい、かしら」

　アンリエッタは長い手で指折り数えて返事をする。その指先にも、鋼すら切り裂く爪や、頬にあるはずの牙も見当たらない。イブリースははあ、と気付かれないようにため息をついた。それから、短く、本題を切り出す。

「君の顔が見たかったんだ。俺も戦場で敵ばかりを相手にしていると、心が辛くなる」

「それは、何というか。お疲れ様です。あなたの勇猛さはみんなが知っているわ。それはわたしが誇らしくなるほどよ」

　それは何の飾りもない言葉だ。純真な尊敬の念を、アンリエッタは伝えてくれる。褒め称えてくれる。お世辞などまったく介在させず、本心からこちらに好意を向けてくれる。

「ありがとう。アンリエッタ。おまえのその言葉だけで、これからの戦場を切り抜けて、勝利を手にすることができそうだ」

「あなたならできます！　精霊剣士としても名高いあなたならば！　わたしも待っています！」

　だから頑張って欲しい。

　その言葉と期待が、いまはすさまじく重苦しいものに感じてしまう。

　なら、成果を出せ。そう叫びたくなった。

　自分たちの未来のためには、子供がいるのだ。二人の血を引いた子供が。

　しかし、半年経過しても、その報告はやってこない。

　それどころか、ここ数か月の間に、帝国から婚約の誘いと、秘密裏に下賜されてきた皇女のほうが……どうやら身籠りそうな予兆さえあった。

「グリムガルの国王殿から与えられた時間がもう少ない」

「……わたしの王国からですか」

「そうだな。帝国との戦いを早期に納め、おまえと結婚する。その期限が近い」

　宝珠の向こうで恋人が言葉を詰まらせる。返答に困っているような素振りを見せた。

「わたしは、あなただけを。イブリースだけを待っているわ。国王陛下……おじい様のそれはまだまだ二年も先のことじゃない。先にあなたと結婚すれば、国王陛下も口出しできないわ。だって、夫婦になるのだから」

「それもそうだな」

　とりあえず、笑顔を取り繕った。そして、考えがある、と言葉を続ける。

「私達二人にとって、良い結果になるようにずっと考えてきた。詳細は手紙に記してある。読んでくれないか」

「あ、えっと……手紙、ですか。分かりました、読んでみます」

「ああ、返事はそれからでいい」

「あ、待って。イブリース？　あなた、まだ話があるの」

「すまない、そろそろ朝の会合がある」

「そう……分かりました。御武運を」

　そう言って、通話は終わった。

　どうか読んでくれ、と願う。その手紙を読めば、賢い彼女のことだ。

　正しい判断をして、公国を去ろうとするだろう。そこを――襲って人質にし、帝国に差し出せばいい。あとは、帝国の皇帝を目指すだけだ。ラーミアと共に。

　イブリースの顔には、酷薄で残忍な笑みが張りついていた。







始まりの手紙




　窓の外に見える公国の城。その尖塔のはるか向こうの空に、一隻の飛行船がぼんやりと浮かんで見えた。

　銀色なのか、それとも、金属の外板が反射しているのかは不明だが、時折、キラッキラっと陽光を反射している。

　その光が、いま自分が見ている窓から顔に向けて飛び込んできて、少女は眩しさに目を細めた。

　こちらは、自分の将来に関する決断を迫られているというのに、あの飛行船ときたら雲と並走するようにして、のんびりと大空を渡っていく。

「あれに乗れたら、自由になれるかしら……」

　はあ、と重いため息が口を突いて出た。

　少女は窓から手元に視線をやると、また深い熟考に戻っていった。




　どうするの？

　どれを選んでも、彼の結論は決まっているように思えた。

　少女は新たな岐路の選択を迫られていた。

　目の前に開かれた手紙には、彼なりに気を使ったのかしら？　そう思える文体で、彼女の人生を左右する内容が書かれていた。







『我が最愛の人、アンリエッタ。

　遠い戦場で俺はこの手紙を書いている。

　戦況はまあまあだ。しかし、戻れるのは数年先になるだろう。

　このままでは君に幸せを捧げることは難しいかもしれない。

　子供を産む時期が遅くなる。公国には不利な話だ。

　婚約の破棄を提案したい。

　俺は敵国の皇女ラーミアを娶ろうと思う。

　君より若い十二歳だ。どうか、新たな幸せを見つけて欲しい。

　すまない』







「すまない‥‥‥ですか――」

　遠慮がちに書かれた文面をもう何度読み返したことだろう。

　口に出し、耳で聞き、手でなぞり、目で理解する。

　何度もそんなことをして、いい加減に現実を受け入れることのできない自分がいる。

「どうするの、イブリース様、未来の旦那様。あなた、こんな手紙一枚でわたしを疎遠にできるとでも思っているの？　子供を産む年齢を気にするなら、わたしを戦場に呼びつければ済むだけの話なのに‥‥‥」

　なんて頭が回らない人なのかしら。

　心のどこかで彼の思いやりのなさに絶望し、幻滅した。

　と同時にこれまでほったらかしにされていた悲しみの日々が、思い返される。

　ずっと彼だけを思い続けた数年。

　そのためだけに、人生を費やしてきた自分自身が、まるで間抜けみたいだった。

　ただ、彼の無事の帰国を祈っていた自分が、ずっといた。その過去を、自嘲気味に笑ってしまう。

「婚約したのが六年前。それから二年間は恋人のような、それでいて友人のような時間を過ごして‥‥‥あの人が戦場の前線に出て行ったのが四年前、かあ」

　ぼやきと共に、文面に視線が戻る。

　こんなにひどい手紙を受け取った後には、何も残らない。

　アンリエッタの心には、そんな怒りとむなしさだけが、渦巻いていた。

　怒りのあまり、独りの寂しさにも、もう慣れちゃった‥‥‥どうしようかな、とむしろ冷静になれるほどだった。

　手紙を読んだ後に、寂しさが残らない。不思議な感覚だった。むしろ、せいせいするというか、これはなんだろう、と首を傾げる。

「あれ？　もしかして、彼に優しくされたあのときから‥‥‥？」

　心のどこかで予感していた？　そんな気になってしまうから不思議だった。

　イブリース公子は、半年前にふらりと公国に戻って来た。

　彼が公都にあるアンリエッタの屋敷に姿を現した時、彼は素晴らしい美丈夫に成長していた。

　偉丈夫といってもいいかもしれない。戦場で鍛え上げられた男の中の男。その時の彼は、アンリエッタにとってまさに、その一言に尽きた。

「あの時は、胸がときめいたのよね。これはおじい様の血がそうさせるかもしれない。蒼狼族は戦える者が好まれる種族だから‥‥‥」

　そうぼやいた彼女、アンリエッタは十六歳。

　蒼い腰まである髪に、狼のような切れ長の緑の瞳。獣人族と人間族のクォーター。蒼狼族という、獣人の王国‥‥‥グリムガルの王族の端に連なる少女だった。しかし、獣人の祖父から受け継いだのは、蒼い髪だけだ。

　純粋な蒼狼族のように狼への変身も、魔法も、戦闘に特化した素晴らしい身体能力もない。

　あるのは、人間をはるかに超えた五感だけだ。少しばかり感覚の鋭敏な混血児。

　それが、カールトン公爵家令嬢アンリエッタだった。







婚約破棄の昼下がり




「さて、困ったわね。どうすればいいのかしら‥‥‥」

　落ち着いて、考えてみよう。

　そう思い、改めて手紙を読み返す。これは彼の筆跡、この手紙に残る香りも‥‥‥スンスンっとそれを嗅いでみる。

　うん、やはりイブリース。あの人のものだと、アンリエッタは確信する。だとすると、この手紙を彼が脅されて書かされたとか　そうしないといけない状況に追い込まれたとか。

　いろいろと仮説を立ててみる。だけど、どれもあてはまりそうにない。考え疲れてしまい、現実に戻ると、ふと思いついた。

　この時間。本当に無駄だわ‥‥‥と、そう思ってしまったのだ。手紙が来てからこの三日間、ずっと悩み通した。人間ってこんなに長い時間、悩めるものなのだとも、再確認した。

「どうして男って生き物は目の前で、正々堂々と伝えないのかしら。そのためにだけに、戦場から一時的に戻ることも出来ないの？　魔法だってあるじゃない。転送して貰えばすぐでしょうに！」

　あっ‥‥‥と、少女はそこまでぼやいて気付いた。

「もしかして、あの帰国。半年前のもそうだけど‥‥‥単なる子作りのために戻って来た？　えー‥‥‥そんなあ、嘘でしょう‥‥‥っ？」

　支えにしていた片肘がそれを思いついた瞬間、力を失ってしまい、彼女の上体は支えを失う。

　前のめりになりそうなったのを、どうにかこらえると、ははっと乾いた笑いが口から漏れ出てしまった。

　半年前のあの夜から、彼の愛を信じていたのに。まさか、半年の間に妊娠したかもしれないって兆しが見えないから――捨てられた？

　都合のいい女として扱われた？

「帝国とわたしを天秤にかけていたのね、イブリース様」

　自嘲気味な笑いが続いた。はははっと泣き出しそうになるのを抑えきれない。

「あーそっかあー、そう‥‥‥なんだ。そりゃそうよねえ、王国の支援でイブリース様の公国はどうにか独立出来ているのに、帝国の御姫様との婚約なんて、王国を騙してずっと前から段取り組まなきゃ出来るはずがないもの。へえ‥‥‥」

　そう思い至った途端、めらめらと抑えきれない怒りが沸いてきた。

　怒りだけではない、熱いなにかが目頭を突き上げるように出てきて、頬を伝い、床に落ちていく。涙だ。

　それが分かるまでに時間がかかった。

　握りしめてしわくちゃになった手紙が濡れて、インクがにじんでいく。

　騙されていた‥‥‥いつからだろう？

　半年前？　そんなに短いはずがない。

　何年も、だ。用意周到に数年かけて、彼は自分と祖国を騙そうとしていたのだ。

　あの人を待ち続けて友人も祖国も、両親とも別れてこの公国にやって来たのに‥‥‥。

「‥‥‥。わたしの最初に愛した男性だったのに。あはは‥‥‥あはっ。どうしたんだろ、わたし。泣きながら笑っている。なにこれ、何なのよー！」

　ああ、そうだ。これは嫉妬だ、そして、怒りだ。女としての尊厳を踏みにじられたことに対する許せないっていう、心の叫びだ。

　どうしたい？　と、脳裏で誰かが語りかけてくる。

　返事は明瞭に導きだされてきた。

「ええ、そうね‥‥‥おじい様のあの長い槍でも借りて、イブリースを突き殺してやりたい。わたしからあの人を奪っていった帝国の皇女だってそう。すまない、許してくれ、子供ができないから？　ふざけないでよ、イブリース。ふざけないで‥‥‥女はものじゃないの。わたしは、あなたの道具じゃない」

　ぎりっ、と奥歯に力が込められ、獣人特有の普段は見えない牙が、怒りによって頬の筋肉の収縮とともに見え隠れしていた。

　抑えきれない衝動が沸いて出てきた。

「‥‥‥ううっ、ひっく。もう、どうするのよーこれ。化粧が落ちるじゃない‥‥‥人前に出られないわ‥‥‥」

　ひとしきり泣いて、周囲のもの。ソファーやベッドや、クッションやもちろん、手紙の封筒はさんざんなまでに破いてやった。

　手紙そのものは祖父に報告しなければならないからだ。

　意外にもその辺りの気配りだけは冷静な自分に、アンリエッタは驚いていた。

「何なのよ、もう！　王国とか公国とかイブリースとか！　そんなもの全部忘れて泣き崩れたいのに‥‥‥出来ないなんて。自分が恨めしい」

　はあ‥‥‥復讐しよう。このまま、黙ってはい、そうですか。なんて受け入れられない。

「でもそれってわたしの役割なのかしら？」

　落ち着いたら、そんな思いに行き当たった。

「面倒くさくない？

　復讐なんて。まだ剣や魔法だけの時代ならいざ知らず、今は飛行船だって空を往く魔導文明が華開いて、自分たちは理性を重んじるようになったというのに。

「違法になりそう。いや、それはあっちもかな」

　復讐するなら、もっと強い誰かに任せた方がいい。さくっと終わらせるなら、さっさと祖父に泣きついて、裏切り者に報復したかった。

「でも、時間がかかるわね‥‥‥。この手紙が届いて三日。悩んでもう半日経つし、彼はそのまま前線かな？　それとも公国に戻ってくる？　帝国にそのまま行くってことは考えにくいし、あ、でも」

　そうなると、公城に住まうイブリースの両親。大公と大公妃の判断はどうなのだろう。

　何より、こんな手紙一つで済ませようなんて――普通はあり合えない。

「調べに行くべき？　でも、公国ぐるみで仕組まれていたら戻れないかも‥‥‥」

　嫌な想像ばかりが頭をよぎる。

　裏切ったのはイブリースだけど、自分には責任はない？　普通の貴族同士だとこういう時にはどうするんだろ、などなどと次々と考えが浮かんでは消えていく。

「なんだか、違うなあ……」

　いやいや、そうじゃない。落ち着いてわたし、いまは王国と公国の問題を考えなきゃ‥‥‥。

　婚約破棄を受け入れるにしても、そうでないにしても、ここから先の判断は自分の権限を越えている。

「あー頭が痛い‥‥‥それもこれも全部、目の前で言わないあの人が悪いのよ」

　目の前で言えるような度胸と智謀があれば、こんな間抜けなことはしないでしょ、と頭の中で誰かが笑っていた。

　それもそうだ。やり方が理に適っていない。

　婚約破棄を通告するよりも、帝国の女と結婚すると決めたのなら、王国の王女である自分を捕まえて、それを渡せばいいではないか。

「やっぱりあの人、軍隊を動かすことにだけ長けた、単なる馬鹿かも」

　そう揶揄してやると、帝国の皇女様が哀れになって見えた。

　可哀想に、随分と年の離れた夫をあてがわれて、その男は国を活かすために、元婚約者を裏切った卑怯者なのだから。

　これが噂となって広がったら、彼は世間から後ろ指を指されて、こう言われるだろう。「昇進の為に、契約を破った不名誉な男」と。

　そうは言うものの、これからどうするべきか、考えないといけない。

「おじいさまに報告の伝令を走らすにしても、残された時間はあるのかしら。おじい様、怒るだろうなあ」

　と、少しだけイブリースに憐れみを感じてしまう。

　婚約破棄をするということは、自分の。カールトン公爵家との縁を、公国は捨てるってことだから‥‥‥そのまま、公国と王国との縁も消えてしまう。

「ふうん‥‥‥公子の実家たるリオナール公国は王国との縁を捨て去りたい、のかな？　‥‥‥イブリース様はご理解なさっているのかしら」

　アンリエッタのその次に出た呟きは公国の命運を左右するものだった。

「おじい様、張り切って割譲していたものねえ」

　イブリース公子が婚約に際して要求したのは、祖父の王国の領土の一部、公国に隣接するラウラ大森林の一部だった。

　祖父は喜んでその領地を割譲したのだ。直系の可愛い孫娘の未来の為に。

「いやいや、違う。それも王国の為だわ。政治的な判断を抜きにして、あのおじい様が首を縦に振ることなんてありあえないもの。まあ、それにしても‥‥‥」

「蒼狼族の婚約破棄は、十倍返しが習慣だってこと」

　わかっていますか、公子殿下？

「いま、あなたの首に蒼狼族の槍の穂先が付きつけられているってことにわたしはこの公都から出ることを許されない、制限された生活から解放されるから逆に嬉しいけど。あなたに報復できれば、まあそれは‥‥‥もっと嬉しいんだけど」

　彼はそれを払う気はないと押し通すような意思の強さを持つだろうか。いや、多分ない。うん、ない。

「間抜けなイブリース様」

　やっぱり出てくるのは、愚か者への呆れだった。







剣より長い槍を突き付けて




　悩んで、迷って、頭が疲れてきた時。

　ちょうど都合よく、侍女長のヘレンがドアをノックして入ってきた。

　純粋な蒼狼族の彼女は、真っ青な髪に苔色の瞳、白い狼の耳を持っていて、ふくよかに健康的に太っている。

　アンリエッタが産まれる前から公国の首都に住んでいて、彼女の母親の代から仕えてくれている家族のような存在だった。

「お嬢様、そろそろ午後のお茶の時間で御座いますが、どうなさいますか？」

「ああ、ヘレン。ありがとう、そうね。甘い物が欲しいかな、あとは紅茶に少しだけブランデーも」

「ブランデー、ですか？　珍しい‥‥‥それよりなんですか！　このお部屋の有り様は‥‥‥」

　侍女はお酒なんてめったに飲まない主人の発言に、目を丸くする。

　室内を見渡して、アンリエッタがさんざんに暴れた後の惨状に見入っていた。

「何があったのですか？」

　ヘレンの目が、テーブルの上に放り出されているしわくちゃになった紙の上で止まった。

　アンリエッタはほっておいて、と肩をすくめる。

「ああ、気にしなくていいのよ、ヘレン。いろいろとあっただけだから」

「いろいろですか‥‥‥お嬢様、疲れた時には甘いものがいいと思いますよ。ついでにクッキーにケーキも付けましょうか？　生クリームをたくさん載せたものを？」

「そう、ね‥‥‥それも、いいかもしれない。美味しそうだし、頭も冴えるかもしれないわ」

「悩んだ時は甘い物が良いのですけどね、お嬢様。けど、お化粧が崩れたままというのは、ちょっと感心できませんよ？」

　と、ヘレンはアンリエッタの彫刻のように綺麗な鼻梁の左右を流れる、化粧の跡を指さしてやる。

　少女は恥ずかしそうに顔を背けて、それをハンカチで拭った。

「‥‥‥見なかったことにして頂戴」

　侍女長はやれやれ、と目を宙に泳がせてから駄目です、と言った。

「それはできません。国王陛下からお嬢様の世話を命じられて四年。これまで一度も、悲しそうな顔を見たことはありませんよ。何があったのですか」

　一度も無かったことはないと思うなあ、とアンリエッタは心で訂正する。

　あれやこれやと、イブリースがいないことに対する不満は、月単位で噴き出ていたのだから。しわくちゃにしてしまった手紙を顎で示した。

「何があったと言っても、そうねえ。あなた、それを読んでごらんなさいな」

「これを？　このしわくちゃになった手紙の残骸を、ですか？　ええと我が‥‥‥我が愛しの？」

「ヘレンっ！　声に出して読まないでよ、もう！」

　たまらず叫ぶアンリエッタに、ヘレンはでもねえ、と微笑みかけた。

「これ、本当によろしいのですか？　後から読んだといって罰せられても、嫌ですよ」

「そんなことしないから、読んでくれたら分かると‥‥‥思う」

「そうですか」

　しばらくしてから、ヘレンはそれを振って顔をしかめた。それから、首を傾げてアンリエッタを見た。

「どうなさいます、お嬢様」

「分からないわ‥‥‥だって、それだけなの。イブリース様御本人がいらっしゃるわけでもないし。別の正式な代理人が来たわけでもない。ただ、それだけよ。失礼にも、程があるわ」

「まあ、お嬢様が軽く扱われた、ということは間違いがないと思いますが。これ、公子様の字なのですか？　敵にだまされたとか、捕虜になって書くように命じられたとか」

「その場合、彼は死ぬわよ。そんな人だから」

「だって、そんな人がこんなことをします？」

「‥‥‥わたしが知るイブリース様は、こんなことをなさる男性じゃないわ」

「では、帝国に何かをされたかもしれませんよ、お嬢様」

「確かにそう、ね‥‥‥彼に婚約破棄を突きつけられたことに、気が動転していたわ。どうすればいいかしら」

「お嬢様、相手に剣を突きつけられたらどうするかご存知ですか？」

　剣？　ああ、脅しのことだ。もしくは、悩ますような提案を相手からされた時だ。

　そう理解してアンリエッタは微笑んだ。

「より長い槍を突き出すのでしょ、ヘレン？」

「ええ、そうですね。そうしたら、相手への牽制にもなる。時間も稼げます」

「おじい様の流儀は、なかなかに野蛮なのだから‥‥‥人間相手にそれをやると、より揉めることの方が多いのよ？　あなたは、蒼狼族だから馴染みがないかもしれないけど」

　そう指摘すると、侍女長はあらあら、と不満そうに言った。

「お嬢様‥‥‥。わたくしは、あなたの祖父である国王様と、大公家の姫だった王妃様が結婚された時から、お仕えして参りました。その後、この公国には、産まれた旦那様の乳母として参りました。もう、四十年近く前のことです。人間とは尾や耳が違うだけで、お嬢様よりは長くこの土地に住んでおりますよ」

　見くびってもらっては困る。

　ヘレンは得意そうな顔をして、胸を張りそう言った。







侍女と戦士とクッキーと




「そうね、ごめんなさい。気が動転しているのかも。彼よりはわたしの方が、リーチは有利なはずよね。遠い戦地よりも公国の都にいるし、王国にもここの方が近いもの」

　自信がありそうに語り、しかし、アンリエッタは多分、と付け加えた。

「多分ですか、まったく‥‥‥いつものお嬢様らしくもなく弱気けど、私には理解できますよ、可哀想なお嬢様」

　と、ヘレンは主人に同情を寄せた。

「お嬢様、どうします？　国王陛下にこのことを伝えるにしても、時間がかかります。決めるなら早くしないと！」

「分かっているわよ。こんな文面で寄越すくらいなら、捕虜になった。助けてくれって書いて寄越した方がまだ良かったのよ」

「公子様がですか？　それならまだ、合理的かしら？」

　ヘレンはどうかしら、と眉間に皺を寄せた。

　彼がそうするとは、彼女にはとても信じられなかったけれど。

「だって、それなら、わたしは婚約者として、おじい様に泣きついてでも、王国をこの戦争に引き込んで彼を助けに行くわ」

「それはどうですかねえ」

「なによ。おじい様は孫娘が可愛くないの？」

「たかだか、地方の一大公家。王国の領土は北の山脈と大森林の全てです。公国の四十倍はある領土ですよ？　見捨てて、さっさと戻って来い。そう言われるに決まっています」

「いくならお前一人でいけとは……言われそうね」

　そうでしょうねえ、と侍女長は深くうなずいた。王妃の故郷だからというだけで、アンリエッタの祖父は孫娘をこの公国に与えた訳ではなかったからだ。

　そこには、戦士として希少な存在である、イブリース公子が関わっていた。

「多分、そう言われるでしょうね。イブリース様はその身に、風の精霊を宿した精霊剣士。大陸で数えても十数名しかいない稀有な戦士」

「そうねえ、そんな戦士が捕虜になることをおじい様は良しとは‥‥‥しないわよね」

「蒼狼族は、戦士に対して甘くないですよ」

　ヘレンはアンリエッタに忠告のようにそう言った。

「その精霊剣士と対等に戦えるのが、蒼狼族の王族だっていうのに。なんの力も持たないわたしは、単なる役立たずね」

　現実を見てしまい、アンリエッタは肩を落としてしまう。

　ヘレンは慌ててお茶の提案をした。

「あの、お嬢様？　とりあえず、ケーキと紅茶を用意して参りますから。それから二人で相談と致しませんか？」

「そうね、お願いするわ」

「では、一度失礼しますね。いいですか、早まった結論はいけませんよ？」

「はーい、‥‥‥頭の片隅に置いておくわ」

　ヘレンはにこやかに笑顔を遺して部屋を退室する。

　外で控えていた、入り口を守る同族の騎士に、目配せをした。

　騎士は、長い廊下の角にいる衛士に対して、低い唸り声を出す。

　この屋敷を固めて守っている過半数は、蒼狼族の騎士か衛士、従僕たちだ。彼は鋭敏なその耳で、室内の会話を聞いていた。

　衛士は軽く一礼すると、姿を消した。

「国王陛下にどう申し上げれば？」

　騎士は人間には聞こえない、低い声でヘレンに問いかけた。侍女長は、戦士のような光を宿した目つきで静かに答える。

「そうねえ。どうしたものかしら」

「国王陛下は笑顔ではいられないかと」

「そんなことは分かっています。かと言って、このままでは、終わりにできないしねえ」

　ふう、と大きくため息をついた。

　どこか悩みあぐねている、そんな素振りだった。

　騎士もそれを知っているのか、アンリエッタの部屋の扉とヘレンとを交互に見やり、困惑の色を顔に浮かべていた。

「王国は、アンリエッタ様のおばあ様。いまの王妃様に、大きな恩義がありからねえ‥‥‥」

「困ったものですな。緑の髪をした風は、帝国に風向きを変えた。そう伝えるべきかどうか悩む、と？」

「そうよ。あの緑の髪の公子ったら。こんな裏切りをしてくれるなんて、思ってもみなかった」

「前から軽薄そうだとは、思っておりましたがね」

「やめなさい、姫様に聞こえたらどうするのよ」

「すいません」

　騎士はしまったと口を閉じた。

「姫様を無事に公国から王国にお連れしなければならないわ」

「なら、今すぐにどうこうはしないほうが宜しいのでは？　公都にいる分には安全が見込めるはずです」

　ヘレンは呆れたように肩をすくめた。

　辺りを見渡し、窓の外の光景を見なさい、そう騎士に促してみる。

「こんな公都の外にいて？　王国は真反対で、帝国の領土の境ははるか先の砂漠の向こう側。その手前には」

「帝国と同盟関係にある幾つかの国がありますな」

「つまり、ここは最も安全じゃない。そういうことよ。わかったら、さっさと仕度しなさい」

　ヘレンは騎士にそう指示して、お菓子や紅茶類を用意して再度、部屋の扉を叩いた。







どす黒い野望と人質と




　まだ、主人は落ち込んでいるだろうか、多分そうだろう。

　そんな悩みを抱えて扉をくぐったとき、そうでないものを見てヘレンはやられた、そう思った。

「ヘレン、早く荷造りをしなさいな。わたしは残るから」

「どういうことですか、お嬢様。まさか御自身で公子のいる戦場に行こうとか思っておられませんよね？　公国は春先ですが、戦場はまだ冬ですよ」

「ええ、知っているわ。寒いのは苦手なのよ。毛皮を持つあなたたちと違って、わたし、人間だから」

　アンリエッタはあろうことか、さっさと機嫌を直していて、机に向かい書類を作成していた。

　彼女の態度には焦りとか、悩みとか、苛立ちとか。

　そういったさきほどまでこの部屋の中を占めていたはずの感情が、どこにも見受けられなかった。

「ところで、話はついたの？」

「は？」

　頭に両手を耳のようにして突き出して、アンリエッタは扉を見た。

　まるでそれはさっきの騎士とヘレンとの会話を知っているわよ？　そう言っているように、侍女には見えた。

「まさか‥‥‥聞こえておられたのですか？」

「まさか！　わたしの五感は人間より少し良い程度よ。まあ、この髪と、夜でも良く見える目以外は」

「じゃあ、なぜ‥‥‥？」

「あなたがこの手紙のインクの匂いと、紙から漂ってくる土地の匂いと、わたしの身体から匂う不安の香り。それをかぎ取ってやることなんて、さっさと王国に全員で戻るようにするくらいでしょ？」

「呆れたものです、そこまでおわかりなのに、どうしてそんなに余裕の表情で椅子に座られているんですか？　まるで、ここから動く気はない、なんていうように見えますよ？」

「ああ、それは簡単。動く気がないからよ、ヘレン？」

　侍女長はさらに信じられないと顔を横に振った。

　主人を見捨てていけない。そんな感じにアンリエッタには見えた。

「そんなっ。なりませんよ、お嬢様！」

「でもね、ヘレン」

「でも？　どうするのです？」

　ヘレンは眉をしかめた。

　主人の考えがいま一つ理解できない。

「あなたたちは、王国に戻りなさい。自分の意思ではなく、わたしがそう命じた、と言ってね」

「お嬢様‥‥‥そりゃ確かに国王陛下はお怒りになるでしょうけど」

「そうね。婚約破棄をされて、報復もせずに舞い戻ったとなれば、戦士としては不名誉だもの」

「ですが、それは戦士の掟です。お嬢様は戦士では‥‥‥」

「そうでもないわよ。国を代表してここにいるのだもの。戦士だとおじい様には何度も言われてきたから、間違いないわ。だから、わたしは残るの。あなたたちは、主人のわたしの命令で仕方なく帰国を命じられた、そう言いなさい」

「でも‥‥‥そんなこと。できません」

　ヘレンは受け入れられないと、悲しみに両手で顔を覆った。

「だって、そうでもしなきゃ、あのおじい様のすることだもの。全員の首をはねかねないわ。そうでしょう？」

　そう、アンリエッタは言ってのけた。

「……」

　国王の気質を知る侍女長はそれを否定できなかった。アンリエッタは聞き入れて欲しいと更に強く命じる。

「戦士の作法を重んじることは悪くないと思う。でも、‥‥‥大事な家臣を失うなんて、冗談じゃないわ」

「でも、お嬢様。その手紙には書かれていた内容は、王国との同盟破棄もいいところですよ、早くここから逃げださないと。捕まれば今度は帝国に引き渡され、捕虜の賠償金請求に使われます‥‥‥」

　侍女は心配そうに言った。その予感が最悪、外れていることを祈りながら。

「そうね。王国には負担になるでしょう。それでも、わたしにはあなたたちが大事なの。だから戻りなさい」

「お嬢様‥‥‥」

　あまりにもショックだったのだろう。ヘレンはアンリエッタに差し出すべきクッキーを一つ、その口に放り込んでいた。

　それを見て、アンリエッタは苦笑する。

　それから、言い聞かせるように詳しく説明を始めた。

「いいこと、ヘレン。もう泣くのは止めたわ。悔しいし、まだ泣きたいけどわたしは王国の王女だから。イブリース様の意図は明白なの。わかるでしょ、うちの王国の習慣、十倍返しなんて、めちゃくちゃなのだから」

「ですが、それがどうつながるのです、お嬢様」

　だから、とアンリエッタはクッキーを一枚手にして頬張りながら説明を続ける。

「二国が婚約した時、どちらの国の慣習を優先することにしたか。当然、王国よね？だって、公国は王国の庇護下で帝国に対抗して来たのだから」

「ああ‥‥‥なんてこと。あの緑の髪の詐欺師は、婚約破棄の賠償金を払うどころか。お嬢様を帝国の捕虜にすることで、帳消しにするつもりなんだ‥‥‥なんて可哀想なお嬢様‥‥‥」

「ね、ヘレン。そう言いながら、わたしのクッキーを食べるのをやめてくれない？」

「ああ、すいません、お嬢様。でも、今日のは、香ばしくて良い焼け具合ですね」

「‥‥‥緊張感が無いのはどちらなの、ヘレン？」

　アンリエッタは呆れてしまう。

　ヘレンはすいません、と悪びれずに謝ったが、その手がクッキーを口元に運ぶのをやめようとはしなかった。

「あなたの食欲を満たせられたなら、コックも満足なんじゃない？　それに考えてよ。わたしが公国から与えられた、この離宮から王国まで馬車で約一月の距離。そこを、あなたたち純粋な蒼狼族の戦士なら、二週間はかからないはず。でも‥‥‥」

「でも、なんですか？」

「わたしは人間よ、荷物をまとめて馬車何台になる？　その間に公国の軍隊が追い付いてくるわよ。友好国の竜公国にでも、援助を要請する？　飛竜なら三日とかからない、でもなんて言うの？　自国の王女が危険だから、助けてくれ？　王国から貸し与えた部下だけでは不安だから？」

　あのプライドの高いおじい様が許すわけがない、とアンリエッタは心で嘆息した。







解雇と新たなる命




「いい、ヘレン？　イブリース様は婚約破棄をなさりたい。でも、まだ公国としては何もしてないのよ。彼が個人的に打診してきただけ。それも、婚約者同士の会話としてね。この手紙は単なる、私文書であって公文書じゃないの。だから、彼も通常の速達で送付してきたのよ」

「つまり、わたしたちの対応を相手は待っているということですか、お嬢様。しかし、それでは危険が迫った後に動くことになります」

「なら、危険が来る前に動けばいいじゃない？」

「お嬢様。何をお考えですか？　このヘレンには、ろくでもないことを画策している、そんな気がしてなりませんが？」

　アンリエッタはニヤリと悪戯っぽく笑った。

「動くことはないのよ。だって、破棄するかしないかは、わたしの決めることではないから」

「人間の習慣を利用するおつもりですか、お嬢様？」

「公国では男性が婚約を破棄するかどうするかを決められるけど、女にはそんな権利はないわ。人間の貴族社会はどこでもたいがい、そんなものよ。女には相続権も、異議申し立てもできないし、親の財産や夫の財産すら、貰えないんだから！」

　なんて不合理な仕組みなのだろう。

　アンリエッタは呆れたような顔をしながら、これを逆手にとれないかな。

　そんなことを考えていた。

　負け犬ならぬ、負け狼に待っているのは‥‥‥死、だからだ。

「いい、逃げたらあなたたちにも罪が待っているの。だからまず、あなたたちは帰国しなさい。これ、わたしの命令書ね。帰国して、おじい様がごちゃごちゃ文句つけたらこう言いなさい。孫の部下に対する侮辱は、わたしに敵対することを意味しますってね？」

「お一人で‥‥‥残られるおつもりですか？　この危険な場所に？」

「どうしようかなって、考えているの。人間並みの力しかないけど、頬を引っぱたいてやりたいじゃない？　例えその後に殺されるとしても‥‥‥」

　この人は、気高き狼の姫だ。その血がそうさせている。侍女長はそう感じた。

　純血種であるヘレンですら、その意思に尊さを覚えたほどだ。

　女としてではなく、信義を、仲間としての信頼を踏みにじったイブリースに、底知れない怒りの炎を宿した心で立ち向かおうとしている。勝ち目なんてありはしないのに‥‥‥。

「せめて、誰か騎士だけでも。このままではお嬢様が、本当に死んでしまいます。陛下に殺されるよりひどい死に方をなさいますよ！」

「いいの‥‥‥。あなたたちはクビ、よ。いま、この時点でね？」

　アンリエッタはにこやかに書類をヘレンに突き出した。

『永年の従事に感謝して、その労をねぎらうこととする。各員に褒賞を与えて、王国への帰参を命じる』

　そこには、そう書かれていた。内容を見た侍女はうっすらと涙を浮かべて、アンリエッタを見上げている。

「お嬢様のお心遣いには感謝致します」

「いい、ヘレン？　わたしはまだ公子妃補なの。ここで動くことは、誰だかわからない敵に対して‥‥‥いい口実を与えることになるわ。だから動けない」

「それは私共が帰国しても同じ事では‥‥‥？」

「いいじゃない。敵をあぶり出すには丁度いいわ。命令よ、ヘレン。王国に戻りなさい‥‥‥そして、間に合うなら助けに来て」

「それは叶うかどうか‥‥‥。国王陛下が兵をお出しになれば‥‥‥同盟は破棄になり、公国はお嬢様に刃を正式に向けるでしょう」

　そっか、とアンリエッタはなんとなく理解した。

　これは、おじい様が動けないのも見越しての婚約破棄かもしれない。誰の計画かなと考えた。

　イブリースはこんな簡単な引き算足し算もできない男性だったかしら？　どちらに動いても、公国は帝国か王国か。もしくは、すぐ隣の枢軸連邦に呑み込まれるはずなのに。

「そうね。まあ、いいわ。それも含めて、あなたたちはまず戻りなさい。王国の勢力が公国にあることだけでも、何かの口実になるかもしれないから」

「お嬢様‥‥‥」

　数日後。

　泣きながら帰路につく元家臣たちを上階の自室の窓から見送りながら、アンリエッタはお腹を優しくさすっていた。

「蒼狼族の妊娠と出産には‥‥‥最低、三年かかるのを知らないのがあなたと誰かさんの計画の、最大の問題点ですわ。イブリース‥‥‥」

　静かに怒りを称える狼の姫は、そっと復讐を誓うのだった。
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公爵令嬢は怒りの矢を放つ




「さて、と。ヘレンたちには舞台から去って貰って悪いけど‥‥‥」

　むざむざと巻き込んで死なれるのも後味が悪い。

　そもそもこの手紙を読んだ時に、さっさと態度を決めなかった自分が悪い。

　アンリエッタはそう思っていた。」

　手にしていた一冊の本を自室のソファーの上にぽいっと投げ置いてアンリエッタは考える。

　書籍の題名は、『蒼狼族の妊娠と出産の経緯』。あることに気づいたのは、ここ最近のことだ。

「この本によると、妊娠して三年目の後半で、人間の十か月が襲ってくる。そうなると、ヘレンはまだ気づいていない。妊娠の臭いが出るのは一年を超えてだから。その意味では半年間は絶妙な期間ね」

　妙に落ち着いているわね、わたし。

　なんだろう、この高揚感。

　まるで狩りを楽しむかのような、そんな感じに心が躍っている。

「イブリースと帝国の皇女と、この公国はわたしの小魚で、それを丸呑みしてもまだ足りないくらい。操りたいなー、無理だけど」

となると、わたしの最大の切り札は、まだ産まれていないこの子ということになる。

　それをイブリースに知らせる前に、公国の彼の両親に報告すればそれだけで済む。

　大公夫妻はこう考えるはずだから。




（先に戻した家臣団はグルムガルの国王に、すべてを報告しているはずだ）




　そうしたら彼等は上にも下にもおかない扱いをして、この離宮に今度は人間の正式な公子妃として迎えるために近衛兵を置くだろう。

　そうなるとまず、暗殺はあり得ない。ただし、とアンリエッタは考える。

「軟禁という名前の首輪と鉄の柵がやってきて、子供とわたしの安全は保証されるから‥‥‥まあ、いいわ。子供が安全なら」

　そこまで考えて、いま目の前にあるゲームの駒を数え上げてみる。

　緑の髪の公子。

　赤毛だという、帝国の第二皇女。

　そして、自分と子供。

　緑と赤と青の駒。

　ゲーム盤に置くには、駒が足りない。

　あと二つか三つは自分側の手駒が欲しかった。

　それも、どの勢力にも属さない手駒が。

　盤上で有利なのはイブリースだ。

　いやいや、イブリース様、かな。

　男性特権で婚約破棄できる。

　でも、彼は見落としている。

「問題は莫大な慰謝料よね。公国を売り渡すか、それともそれに見合うだけの何かで補う予定ならそこは想定通り、帝国にわたしを売り飛ばすだろうし」

　アンリエッタは苦笑してしまう。

「どれを成すにも、なんの手柄も美味しさもないわね。立場もないし、お金もない。ただの絵に描いただけの計画倒れ。はあっもうっ！」

　手にしていた報告書の写しの束を空中に放り投げた。紙が、真っ白な巨大な雪になって部屋の中を彩って行く。

　あーあ、なんで婚約破棄なのでしょうか。

　単に、側室に下がるようにしろと言えばそれで済むじゃない。イブリース様のばかー‥‥‥。

「蒼狼の習性は偉大ね‥‥‥メスはオスの子供を孕むとほぼ生涯に渡って同じオスだけを愛して過ごす。ただし、オスは多くのメスを引き寄せる‥‥‥」

　でもわたしは周りに踊らされるだけの脳がない無力な女だ。

　そう思うと、この世のすべての理不尽を押し付けられたような気になってしまい、アンリエッタはそれらから逃げるようにベッドにもぐりこんだ。

　手にした大きめの枕をサンドバッグ代わりに納得がいくまでボコボコに殴りつけた。

　鏡台の下に隠してある金庫代わりの宝石なんかを入れているところから、イブリースが寄越したプレゼントを全部引き出して、鎖に繋がれた豪華な宝石のついたネックレスがまるで自分を飼い犬だとでも彼が言っているように見えて、力任せに引きちぎってやろうとしたが‥‥‥。

「敵わない、悔しいっ！」

　あまりにも非力すぎて、ネックレスの少しばかり太い金のチェーンが千切れない。

　あきらめてそれらを元の箱の中に戻す。

　窓を開けると太陽はまだ昼日中。

　このまま黙っているのも悔しいし。

　見上げると、イブリースの家族や他の公族が暮らす、公城の外壁がそそり立っている。

　何かを思いついて、アンリエッタはニヤリと笑ってしまった。

　公子妃補として行くにはさすがに事前の許可がいる。

　でも、大公家の親族、それも公族に連なる人間としてなら、どうだろうか。

　そこを訪れるのに、どんな遠慮がいるというのだろう。

「たまには、大好きな図書館に行くのもいいわね。あれは公城内にあるのが一番大きいし」

　ついでに、大公夫妻に挨拶するのも悪くない。

　あの手紙と共に。

　そう考えて、アンリエッタは登城する準備をすることにした。

　一人ではコルセットすら着用することが苦行になることを始めて体験しながら。







孤独の公子妃補




　コルセットは二度とつけない生活をするようにしよう。

　そう決めたのは、仕度を始めて数分した時のことだ。

　女は不便だ。

　すぼんだボウルのようなキュートな腰つきが良いなんて、それは男の為の視線だ。

　やめた‥‥‥ここは王国風に行こう。

　アンリエッタは心で決断する。

　ありがたいことに、王国では腰を締め付けて胸を強調し、ふんわりとしたペチコートから広がるスカートや羽根飾りがゴテゴテとついた帽子なんて存在しない。

　薄い布地は悪だ。

　王国の女は柔らかい布地に染め抜いた家紋、そして青や赤や黒の一色の長い巻き付けのワンピースに、ささやかな刺繍。

　二枚か三枚の外位をゆったりと巻き付けて、最後に腰帯でそれらをまとめる。

　立ち居の姿が汚ければ、それはすぐにしわになってドレスに出る仕組みだ。

　きちんとした王国風の立ち居振る舞いができなければ、美しくは見えない。

「まあ、これならいいでしょ。公国風に染まってない女はどう貴族世界の目に映るかな？　よくて祖国のしきたりから抜け出ることのできない、田舎の女？　それでもいいわ、悪くてどうかしら？　イブリースに相応しくない、そう見えるかもしれない」

　ふう。

　アンリエッタはため息をつく。

　物憂げな瞳を部屋のそこかしこに向けてみた。

　まるで隠された視線が、そこかしこにあるような気分になっていた。

　必要なことは、イブリースにふさわしいかそうじゃないかじゃない。

　素行不良で追い出すなら、王国に不利になる。

　それはおじい様の怒りにしかならない。

　つまり、子供にとって不利になる。

　そういうことだ。

　ああ、でも待って‥‥‥考えが次から次へと沸いてくる。

　不安も含めて。

「おじい様は、出産を許してくださるかしら？　おばあ様はどう考えるかな、お父様とお母様はどうだろう？　王国は公国から二度、嫁と婿を迎えたけど、嫁入りしてきたのはわたしだけ。女たちの意思は弱いわね‥‥‥例え、おばあ様が戦地でおじい様の危機を救った恩義があるといっても、もう半世紀以上前の事だから。公国がそれを盾にして、今更どうこう言うのは、帝国だの枢軸だのに言い分を与えることになるわねー」

　自分は敵地に送り込まれた王国の矢なのだとしたら？　誰を狙うべきかしら。

　一撃必殺のヒットを打てないとしても、急所をえぐるくらいはできる矢になりたい。

　できるなら、毒の塗られた矢がいい。公国が両手を挙げて苦しむ程度には、使える毒が良い。

「でも、子供になんて言おう。あなたのお父様は他の女にうつつを抜かしてあなたとわたしを捨てたのよ？　どう、悔しい？　なら、その牙を突き立ててきなさい‥‥‥？」

　最低。

　母親として子供に憎しみを植え付けてどうするの。

　与えるなら愛情にしなきゃ、王国の戦士として育てるよりも、子供には自由に将来を選ばせたい。

　そう決めると、アンリエッタは身支度を進めていく。

　蒼い髪をなるたけ背丈が増えたように見せたいから、高く結いあげてまとめた。

　戦場では、例え女でも全てを自分でしなければならない。

「ちゃんと日々、練習していて良かった。身だしなみもできない女と言われないで済むもの」

　選んだのは薄い墨色のドレス。

　これなら、悲しみを宿した女に見える。

　彼に贈られた指輪にネックレス。

　そのどれもが、瞳の色に合わせた緑色。

　こんなところだけは気が付く人だった。

　一つだけ、自分の好きな紫の指輪にした。

「この指輪‥‥‥魔力を封じたものだって聞いているけど、使うことにならないといいな。魔法なんて、便利なようで何もわからない不可思議なものは怖いもの。使うなら、魔法使いを雇いたい気分だわ」

　従僕がいない。手荷物をもたせる存在がいないのは、困る。単なる、下級貴族に見えてしまう。




（騎士の一人だけでも残して下さい）




　ヘレンの言葉がまた、脳裏に浮かび上がる。そうするべきだったかもしれない、と考えてしまう。

　ここは祖母の故郷、母の実家。家族の国なのだ。仲間割れはしたくなかった。

「さて、と。じゃあ、歩いて‥‥‥行きますか」

　馬に乗ろうにも馬すらいない。予備の馬車はあっても、引くものがいない。

　従者は　あの外壁との間には公国側の役人がいるはず。まあ、衛士となら話ができるかな？　そう思い、アンリエッタは歩き出した。







仔犬のような狼姫




「いいか、様子を見てこい。入り口をノックして、どこか怪しけりゃ、それを報告すればいいんだ。できることなら奥まで入って来い。確認してくるんだ」

「えっと、それはつまり、公子妃補様がご在所かどうかの確認、ですか。班長？」

「ああ、そういうことだ。だが、奥までは入らなくていい。かもな‥‥‥めんどうくさいことは要らん。いないなら、即戻って来い。いるなら、尊顔を拝謁して来い。可能なら、だ。わかったか、新人？」

「はあ、まあ‥‥‥何とかなるでしょうね。行って観察してくるだけですから」

「まあ、その前に蒼狼の騎士につまみ出されるかもしれん。適当にずうずうしくやって来い」

　そんな命令を新人の彼は詰所の端で上司に言われていた。

　黒い帽子、衛士用の槍に黄色の詰襟の上着と白いズボンにブーツ。帯剣と肩からかけているたすきは、衛士の最下層の証明である、白。二十代半ばなのに、十代前半の従僕卒がするのと変わらない格好。彼は自信がなさそうに見えるのに、どこか悠然として上司に返事をする。

「お前、嫌に落ち着いているな？　まともな任務でもないのに」

「まとも‥‥‥な任務じゃないんですか、これ？」

「いちいち余計なことを口にしなくていいんだよ。お前、ここに来る前にはどこにいたんだ？」

「田舎です。枢軸の、誰も知らないような小国で親のあとを継いで村の役人をしていましたが、飢饉で家族が死んだので止めて、出てきました」

　ああ、そういや枢軸にはそんな年もあったな、と班長はふと思い出した。

　あれは二年ほど前だったか、こいつも苦労したんだなとその顔を見る。

「二十代前半ならもう少し覇気を出せよ、お前。元気がなさすぎるぞ？」

「すいません、いろいろとありまして」

「いろいろってなあ、これから仕事をするんだろうが。しっかりしろよ」

　新人はまるで、三十代に見えるような苦労をその顔に刻みこんでいた。

　班長は本当に、こいつで良いのかなあ、と頭をかいて不安を顔に表す。

「まあ‥‥‥いかつく見えるのは悪くない。苦労したんだな、任せたぞ？」

「適当に、やってきます」

「そうだ、お前名前は？」

「俺ですか？　イブリン・バートンですよ、ルケル衛士長殿」

「そっ、そうか。家名があるのか」

　まともな家名があるじゃないか。家名があるということは、すくなくとも貴族や商人の子弟が学ぶべき常識は知っているはず。

　そう考えたら、班長はこいつに任せてみよう、と思うことにした。

　しくじっても、クビにすればいい。

　ルケルはそう思って、彼‥‥‥曰くありげなイブリンをアンリエッタの元に送り出した。

　イブリンが、彼らの視界からおぼつかない足取りで消えてすぐのことだった。

　アンリエッタが住む館に赴いた彼は、いきなり本命の相手に出会ってしまい、驚いて息をのむ。
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「失礼‥‥‥致します」

　アンリエッタは衛士に驚きながらも挨拶を交わすが、もしかしたら自分を捕まえに来た？　そう覚えのない不安を胸に感じていた。

「あら‥‥‥こんにちは」

「これは、公子妃補様‥‥‥」

　見慣れない、とういうよりは見たことも数度しかない公国の衛士。その名前が誰かをアンリエッタは覚えていない。

　しかし、公国の人間にしてはどこか品がある感じの衛士が、引いた玄関の先に立っていて、アンリエッタは意表を突かれた。

　どうしよう、いきなりあちらから来るなんて。

　そう思いながらも、言うべきことは決まっていた。

「これから城に行きたいの。家人を全員クビにしたから。何も伝令すら出せないのよ」

「クビ‥‥‥で、ございますか？」

　失礼とは思いながら、イブリンはそっと室内を伺うが確かに誰も気配もしなかった。

　聞いていいことか？

　それとも、気の利いた返事をするべきか？

　一瞬悩んでから、返事をする。

「では公子妃補様、馬車のご用意を致しますからお待ち頂けますか。上に報告してきますので、ところで‥‥‥誰も、どなたもいらっしゃらない？　馬はありますか？　御者は？」

「馬は分からない。全員、辞めちゃったから。どうにもならないわ」

「左様ですか‥‥‥衛士長に確認して参ります。しばし、奥でお待ちを」

　と、その返事にイブリンは呆れながら詰所に戻るのだった。







不器用な衛士




　彼は沈痛な面持ちで戻って来た。

　少なくとも、アンリエッタには扉を開けた時に目に入ったその最下層の衛士を見てそう思った。

　ただ、年齢は少しだけ上のような気がするのに、顔に刻まれたシワというか眉間の頑固そうなシワというか。

　顔や首筋のところどころに浮いて見える刀傷の跡が、そう感じさせるのかもしれなかった。

「公子妃補様、大変申し訳ございません」

　開口一番、衛士は謝罪する。

　アンリエッタはその意味が理解できなかった。

「はっ、え？　なにが申し訳ないというのですか」

「はっ‥‥‥上官よりの公子妃補様への、ああ、いえ。上部からの指示は、そこに割くべき人員はおりません、とのことでして‥‥‥」

「えっと、つまり馬車は用意できない、と？　そういうことですか」

「はい、そのようなことになります。大変、申し訳ございません」

「そう‥‥‥まあ、そうなるかもしれないわよね」

「はっ？」

「いいえ、なんでもないわ」

「さようですか」

「ええ、そうね。貴方の責任ではないから」

「大変、申し訳ございません」

　まるで自分がミスを犯して心の底から謝るような素振りの彼に、実直さを感じてしまってこれでは文句をつけたいけど、つけられない。

　そこまで、貴族様として横暴にふるまうように躾けられてきたわけでないし、臣下は家族とともにあれ。

　王国の考え方がそれだから、アンリエッタに彼を叱責する気はなかった。

　文句をつけるなら、上の命令を下した人間に文句を言うべきで、彼には何の罪もないわけだ。

　そう考えると、ここは笑顔ではい、分かりました。

　適当に片付けるのが無難だろう、アンリエッタはそう考えて作り笑いをした。

「いいのよ、貴方は何も悪くないわ。ありがとう。もうお戻りになって」

「ありがとうございます、公子妃補様。それでは、失礼いたします」

「はい、ご苦労」

　彼はそのままアンリエッタが屋内に引っ込むものだと思ったのだろう。

　一礼すると、踵を返して一歩を踏み出そうとし、異常なものを見てしまった。

「‥‥‥は？」

　思いもしなかった光景を目にして、思わず間抜けな声を上げてしまった。

　テクテクと、自分の横を素知らぬふりをしながら通り過ぎるアンリエッタを見て、唖然としていた。


ここで口を挟む必要はない、そう思ったのに。彼のおせっかいな性分は、思わず声を出していた。



「お、お待ちを！」

「え‥‥‥？」

　蒼い髪の少女はどうかしたの？　という顔で振り向いた。

　イブリンの目に改めて、彼女の容姿が映り込む。

　ヒールを履いてもまだ裾が長いそのドレスの一部を掴み折り持ちながら、片脇にバッグを抱えながら、きょとんとした顔でこちらを見ていた。

「どうかしましたか？　貴方に託された任務は、さきほど終わったはずです。さあ、わたしが行くよりも先に戻りなさい」

「それは言われる通りですが、公子妃補様、何ゆえに行かれますか？　その先に待っているのは‥‥‥」

　公子の将来の嫁なのにその両親は城に入れたくないと、暗に示しているのだ。

　これはまともなことではないと、イブリンは思った。

　おまけに彼女、公子妃補には家来すらいないというのだから、この事態がまともなわけがなかった。

　行けば、悪くて死、良くて離宮からしばらく出られなくする軟禁。

　彼女は、あの公宮の主たちから、好まれていことは明白だった。

　そんな中に出て行くという選択肢を選ぶ人間なんて、二種類しかいない。

　好戦的に行くか、あまりにも愚かな女かのどっちかだ。

　少なくとも、イブリンにとって、この蒼い髪の姫は後者には見えなかった。

「考えすぎ、そんなこともありますわよ、衛士殿？」

「発言する許可を頂いても？」

「どうぞ？　既に話しているけど？」

　その返事に、イブリンは毒気を抜かれた気分になる。

　どこまでも自由な御方だ。

　それが、これからしばらくの間、親しい主従関係になる衛士のアンリエッタに対する第一印象だった。

「では、差し出がましいことながら申し上げます。公子妃補様におかれましては、家臣に暇を出されたとのこと。その本意は私めには分かりかねます。しかし、上の人間から割くべき人員がいないなど、公子妃補様、引いては御実家に対する侮辱。この公国と王国との関係性につきましては、不肖、このイブリンめには詳しくはありません。しかし、この扱いはまるで、その‥‥‥」

　イブリン、か。そんなにかしこまって、更に片膝までついての上訴なんて、ね。うちの王国の騎士に欲しいほどの堅さ、だわ……どこで教育を受けたのかしら、この衛士。単なる一兵卒ではないわねえ‥‥‥。

　そんなことを頭の片隅で考えながら、アンリエッタは面白そうに彼に問い返した。

「まるでなんですか、イブリン？　だったかしら？」

「はっ！　イブリン‥‥‥、で御座います。覚えて頂き、光栄です、公子妃補様！」

「声が大きいかなあ？　聞こえたら困るかもよ？　まあ、ここから衛士の詰所まで往復十数分。あなたのその少しばかり強張った声はよく届くかも？」

「それは‥‥‥失礼いたしました」

　その時だ。

「ねえ？」

　そう、耳元で声がした時、イブリンははっとした。

　目を上げることは許されない。

　視線は常に、足元。

　彼女の、小鹿のようなくるぶしがたまにそのスカートの裾から覗くのを見てこれは失態だ。

　そう思いながらいた青年は、心から驚いていた。

　ほぼ、同じ目線の位置に彼女はいる。

　その事実が彼の鼓動を高まらせていた。

　これでは顔もあげることすらできない、姿勢も崩せない。

　しかし、返事はしなければならない。

　思いあぐねてから、彼は返事した。







騎士への誘い




「はっ‥‥‥何か」

「ここではなんだから、屋敷に来ない？　話もできないから」

「それは出来かねます。わたくしの階級では、足を運ぶことすら許されない場ですので」

「そうかあー。なら、ああそうだ。わたしにある権利ってなんだと思う？」

「権利、で御座いますか？　それは、なにを意味されていますか？」

「それを聞いているんだけどね？」

　イブリンは視界の左端に見える離宮に目をやった。

　権利？

　権力の間違いなんじゃないのか？

　そう思いながら、可能性がある事例を思い浮かべては、消していく。

　出来ないことを全部捨てて、出来ることを上げるとすれば、それはひとつ。

「そうですね、あるとすればですが‥‥‥あなた様が、城に上がるために割ける人員が無いことが問題かと。その現状が、公子妃補としての品格を失い、それによって公宮に上がる事が不適格。そう上が判断するのであれば、その――今朝、出て行かれた家臣の方々に相当する人員もしくは騎士を雇われることは可能かと」

　公子妃補様の財源、彼女の財布の中が許す限りでの話だが。

　しかし、それを言うべきかどうかを迷った時、ならその人員はどこにいるんだ？　なんて間抜けなことを申し上げているのだ俺は、とイブリンは気づいてしまう。

　彼女は、どこからどう見てもたった一人の裸の公子妃補様なのだ。

　家臣すらいない貴族ほどみじめなものはない。

　まるで誰かのようだ。

　自嘲気味に笑ってしまう。

　ここで薦めるべきはそれじゃないな。

　彼はそう思い、言い直そうとした時、すべては遅かった。

「ねえイブリン衛士、わたしは公国の兵士の規定には詳しくないのだけど。その白い証は、正式な衛士の証なのかしら？」

「はっ？　と、言われますと？」

「だから、きちんとした正式採用なのか、それとも騎士未満の公国の正規兵なのですか？　そう、訊いているのです」

「その意味で言うならば、いいえ、まだ見習いの期間でございます。あと、半年間ほどございます」

「そう、先は長いのね。いつからこの公国の兵士に？」

　あれ？

　少しばかり長い無言の反応に、アンリエッタはしゃがみ込んでいるのも足が痛いんだけどなあ。そう思いながらどうかしたのかしらと首を傾げた。

　やがて、目の前にいる衛士、いや衛士見習いは口を開いた。

「昨日、ようやく訓練課程を終えたばかりでして‥‥‥」

　あ、そういうことなのかと、アンリエッタは理解する。

　男性にとって、その年齢で十代前半の従僕上がりがなる衛士と同格。

　しかも、見習いで昨日からなんて言いたくない、か。

　恥、だものね。悪い質問したな‥‥‥そう、心のどこかで反省する。

　男性にも、例え下位の存在であっても自尊心はあるのだ。

　それを安易に揺さぶるのではなかったと。まあ、それでも提案はしやすくなった。彼はこれに乗ってくるかしら？

「ねえ、イブリン衛士見習い。なら、それやめてわたしの家臣にならない？　騎士として雇うわよ？」

「は？」

「本気よ。ねえ、あなたは生涯そのままでいたい？　それとも、未来ある騎士になりたい？　運命の鍵は、ここにありますわよ？」

　思わず見上げたその昇進への誘いをした少女の笑顔は、彼には限りなく悪魔の微笑みに見えたのだった。




　それを目にした時、彼の心には怒りしか沸いてこなかった。

　なんて提案をしやがる‥‥‥。とんでもない世間知らずの公子妃補様だ。

　イブリンはそう心の中で叫んでいた。

　王国の騎士にならない？　いまの身分を捨てて？　そんなこと、できる筈がない。

　この公国を抜け出た後にするなら、何の問題もないだろう。

　ここはまだ、公国の中なのに。

　あなたは大公陛下の息子の妻になる身分で、その父親の雇った家臣を自分のものにならないか。

　そう誘いをかけているんだぞ？

　それこそ、泥棒猫と罵られてもおかしくない行為だ。

　できる訳が無い‥‥‥とそこまで一瞬で思いが脳裏を巡る。

　ふう、と大きく息を吐いてイブリンは言葉を伝えた。

「大変、恐悦至極ではありますが、お受けいたしかねます、公子妃補様」

「あら、何故かしら？」

「いえ、ですから‥‥‥」

「言いなさい、構わないから。何が不満？　それとも、騎士では嫌？　爵位があればよいのですか？　騎士以上の？」

「いえ、そういう問題ではございません、お断り致します」

　どうして理解してくれない？

　イブリンは困り果てていた。

　自分がもし大公なら泥棒猫と罵り、さんざん罵倒するだろう。

　それから、こんな恥知らずな女など、息子の嫁に相応しくないと、追い返すだろう。

　例え、それが原因で帝国との戦争に負けるようなことになったとしても、だ。

　それが、貴族の誇り。

　そういうものだと、イブリンは考えていた。

　しかし、アンリエッタは姿勢も視線すら変えずに、呆れた人ね。言いたいことも言えないのと、まるで煽っているようにからかってくる。

　この小娘を殴りつけてから辞めてやりたい！

　イブリンはそう思い、そしてアンリエッタは止めの一声を口にした。

「それでも男ですか。殿方ならば、しっかりと一本筋の通った意見を述べてはいかがですか？　まったく、あなたは気骨があると思って誘ってやったのに」

　その言い草がまた、イブリンの心に怒りの火を灯す。

　誘ってやった？　なんだその言い様は！

　ああ、そうかなら、言わせてもらおう。その上で役目をクビになるなら、すればいい。こんな小娘を心配した自分がバカだった。

　イブリンはそう決意すると、すっくと立ちあがった。

「失礼」

「はい？」

　彼は帽子をそこいらの草むらに放り投げると、静かにそれでいて良く通る声でアンリエッタに叫んでいた。







衛士の誇り




「男子がどうのこうのと、あんたに言われたくないんだ。いいか、俺は大公様の部下だ。いくら大金を積まれようが、爵位を目の前にぶら下げられようが、主人を裏切るような真似なんて、出来る訳が無いだろう？」

「へえ、そういうものですか？」

「なんだと？　どこまでも失礼な女性だ。あんたは現実を何も理解していない。上からは来るなと言われ、それだけでもまともじゃないのに、今度は、大公様の部下である俺に寝返れと言う。それも、公子妃補としてじゃない。王国の王女として、発言している。ふざけるのもいい加減にしろ！」

「ふざけてはいませんが、そう聞こえましたか？」

「聞こえた、だから言っているんだ。これがどれだけ大問題か、理解しているのか？　自分からドラブルを作るような真似なんかして‥‥‥」

　と、そこまで叫んでイブリンは、ある可能性に思い至る。

「あんた、まさか、自分から追い出されよう‥‥‥と。それが狙いか？」

「あら、バレましたか？　あなたの忠義心とかそんなものを期待してはいませんでした。ただ、こちらに来て下されば、わたしも少しは心強いかなって。そうは思いましたけど」

「あのな、この職に就くのにどれだけ苦労したと思っているんだ？　おい、公子妃補？　身分が上じゃなきゃ張り倒してやるところだ。男を舐めるのも、いい加減にしろ‥‥‥！」

　そこまで言うと、イブリンは回れ右をして歩き出してしまう。

　忘れ物があると気付いたアンリエッタは、帽子がそこにあると声をかけようとしたが、それをやめた。

　イブリン思いつめた顔をして、詰所に行こうとしていたからだ。

　アンリエッタはどこか彼に申し訳ないことをした気がして、ついつい声をかけてしまった。

「あの、どこに？」

「知るかっ‥‥‥！　はあ、もう。あんたは上、俺は下！　格下の人間がこんな暴言を吐いたんだ。自分から辞めると言って去るのが礼儀だろう」

「でもそれだと、あなただけが悪いことになりますよ？」

「仕方ないだろう、それが世間のルールというものだ」

「だって、あなたは何も悪くないのに‥‥‥」

「もう、ほっといてくれ！」

「だって、わたしが悪いのだし」

「ああもうっ！」

　また、くるりとこちらに向き直り、イブリンはアンリエッタに詰め寄る。

　まだ言い足りないような彼を見て、こんなに怒れる男性に接したことのないアンリエッタは少々、恐怖を感じていた。

「いいか、俺はいま、三つ怒っているんだ。一つはあんたが、男の下らん意地だがそれを踏みにじるようなことをしたからだ。目の前にエサをぶら下げてさあ取りなさいと遊んだことだ。二つ目はようやくありついた、頭を色んなところに下げまくって得た仕事を、己のつまらない怒りでふいにすることだ。ここまで来るまでに少しでも手助けしてくれたそんな人間たちに会わせる顔がない。三つ目は、自分の立場を理解していながら、それでもあんたにのせられてこう文句を言った臣下としての礼儀がなってないことだ！」

　まだ言いそうですね‥‥‥

　彼の勢いの良さに驚き呆れながら、それならやんわりと断るなり、大公様に言いつけるなりすればいいのにとアンリエッタは思ってしまった。

　これほどに不器用な人間、本当にいるのね、と。

「四つ目は？　もし、あるとしたらなんですか？」

「それは‥‥‥もう、いい。失礼する」

　イブリンは草むらに放り投げた帽子を探す振りをしてやり過ごそうとする。

　多分、四つ目。言いそびれたそれが本音なのだろうな。

　アンリエッタはなんとなく、それを聞いてみたくなった。

「それはなんですか？　言えないなら、わたしにこんな仕打ちを受けましたと。おじ様に、大公陛下におっしゃればいいのに」

「だからだなあ、公子妃補様が上にあがれず、上がろうとすればそれにはいい結果なんて付いて来ないからと‥‥‥。わざわざ、伝えた俺の人の良さというか、自分の節介があまりに愚かだったと思っているんだ。俺はあんたを、最低な人間だと軽蔑しているんだよ、今！」

「そう‥‥‥つまり、わたしはあなたの誇りを汚したと。そう、おっしゃりたいのね？」

「おっしゃりたい、ではなくてその通りだ。だが、謝罪なんぞは要らん」

　ああ、ここにあったか。

　そう言い、イブリンは帽子のほこりを払うとそれを被り、一礼して踵を返した。

　彼はこのまま、辞める気なのかしら？

　適当に使える駒にしようと思ったけど、それは間違いだったかもしれない。

　どうしてもそれを言いたくて、アンリエッタは彼の前に歩み出た。

「ねえ、聞いてくれません？　わたし、まだ言いたいことがあるのです」

「なんだよ、聞かせたきゃ、そう命じればいいじゃないか。自分の話を聞きなさいと、そう言えばいい。お願いなんかされる身分じゃないんだ、こっちは」

「だから、同じ目線でお願いしています」

「同じ目線？　あり得ないだろう。あなたは公子妃補で俺は衛士見習いだ。いい加減にからかうのはよしてくれ」

「からかってなどいません。謝罪をしたいのです。同じ目線で」

「賢くない女だな、あんた‥‥‥」

「失礼な人ですね」

「どっちがだよ」

「聞いてくれるの、くれないの。どっちですか？」

　切実な訴えを聞いて、イブリンは言葉に詰まった。

　変な女だ。

　不愉快で、世間知らずでそれでいてどうにも捨て置けない。

　まったく、苛つかせてくれる女だ。

　ここはさっさと聞いて立ち去ろう。

　イブリンはそう決めた。

「ならー‥‥‥聞くよ、聞くから言えばいいだろう？」

　そう促してやると、アンリエッタは関を切ったように喋りはじめた。







女の価値




「ありがとう。あなたの衛士としての誇りを汚したことは謝罪します。でも、都合よく捨てる気はなかったの。それに、大公様の部下を奪ってやろうって、そんな意趣返しの気持ちがあったことは認めます。すいませんでした」

「あんた‥‥‥まったくもって変な女だな」

「それは失礼ね。でも、王国の騎士として招いたのは本気よ？　それを断るなんてあなたこそ、失礼な男性だわ。女から騎士になってくれって願い出るなんて滅多にないことなのに」

「それは俺が選ぶことだろ‥‥‥それに、あんな言い方をした意味がわからん。大公様に俺をくれと言えば、それで済んだだろう？」

「だって、それは上に行かなきゃ会話ができません。その大公様と」

「はあ‥‥‥なあ、知らないのか？　あなたが上に行けない理由が何かは知らんが、侯爵以上は最低でも六頭建ての馬車に、騎兵が四騎。侍従に騎士、総勢最低でも八名がいないと上にはあがれん。それはどこの国でも当たり前の宮廷作法だろう？　俺だけを雇ったからといって、上がれる訳がない」

「詳しいのね、あなた。どこかの宮廷にでもいたの？」

「どうでもいいだろう、そんなことは」

　そっか、だから大公様からは割ける人員はないと言われたのね。

　アンリエッタは上から戻って来た返事にどこか納得がいかなかった。

　だが、これで納得がいく説明を耳にすることができたと、内心では喜んでいた。

　そして、このイブリンという頭の堅そうな衛士が部下に欲しくもなっていた。

　最初の対応を間違えたな。

　そう悔やみながら、彼を見ているとイブリンはまだ怒りが収まらないようだった。

「どうでも良くないから聞きました。あなた、元騎士以上の家柄ではないのですか？」

「なんで俺の過去を知りたがる？　例えそうであっても、いまは没落した単なる衛士見習い‥‥‥もうすぐ終わるがな。なあ、こっちも聞いていいか？　どうして来るなと言われて、それでも行こうとする？　公子妃補様なんだろ？　黙って公子が戻られるのを待てばいいじゃないか？」

「それはあなたに関係ありません。でも知れば、二度とわたしから離れられなくなりますよ？」

　やっぱり、どこか頭がおかしいんだな、この公子妃補様は。

　イブリンはそう決めつけると、聞いてやろうじゃないかと思った。

「面白い、なら言ってみればいいさ。そこまで俺を馬鹿にした理由を、聞いてみたいもんだ」

「本当に？　最後まで付き合ってくれるのですか？　そうなりますよ？」

「ふん、家臣がいなくなったとか言いながら、本当は見捨てられたんじゃないのか？　言ってみろよ。納得がいけば考えてやる」

「うーん、まあ、それでもいいかもしれない。じゃあ、話します」

「言えよ、聞いてやる」

　と、イブリンは自分の人生を変える一言を言ってしまったのだった。

　そんな彼の剣幕に気圧されてしまったアンリエッタは、これでも食らいつくのね‥‥‥と、面食らっていた。

　提案したのは自分なのだが。

　こう言えば、彼は引くと思ったのに引いてくれない。

　どうも、殿方の意地を刺激してしまったらしい。

　これはどこまで本当のことを言うべきかな？

　彼が王国の騎士になってくれてれば、多くを打ち明けられたのだけれど。

「そう、ですねえ‥‥‥どこから申し上げたものでしょうか‥‥‥」

　と、上の空でつかみどころのない返事にイブリンは、やはりこの公子妃補様は世間知らずだと思っていた。

　しかし、蒼い髪とは厄介だ。そう、心では別のことを考えながら。

　蒼‥‥‥王国の王族は獣人だったと記憶しているが‥‥‥、と。

　豊かな髪が心の中にいる、とある女性の面影を思い起こさせる。

　生きていれば、同年代だな、と寂しさが彼の胸を突き悲しみがこみあげてきそうになった。

「あの、イブリン？」

「は？　ああ‥‥‥で、何を申されたいと？」

　ついつい過去のつまらない思い出に浸りそうになってしまっていた。

　背は、頭一つ低い、か。さて、何を言い出すことやら‥‥‥

「捨てられました」

「誰に？　公国にですか？　それとも王国？　家臣？」

「いえ、その、婚約者に‥‥‥」

「嘘ですな。ご冗談は止めて頂きたい公子妃補様」

「ちょっと、なんで即座に否定をするの？」

「貴族同士に限らず、平民も上民以上なら。上民、つまり騎士以下の身分ですが商人以上の名を持つことを許された身分では家と家との婚姻契約が常法。契約が破棄されたのであれば、それ相応の人事もあります」

「だから、あり得ないと？」

「そうですね、これほどの国と国との場合ではあり得ないと思いますよ。失礼だが、そんな話はこの公国にきて二か月足らずですがーああ、なんで丁寧な口調になっているんだ、俺は‥‥‥」

「変な方ですね、あなた」

「あなたに言われたくない。とにかく、そんな大きな話は下まで聞こえてこない方がおかしい。それにあなたは先程、言われたではないか。全員辞めてしまわれた、と。ならばクビにした、という訳でもないのでしょう？」

　それは違うとアンリエッタは思った。自分は家臣たちをクビにはしていない。

　恩給を与えたという形で帰国させた。それは家臣たちの、身の安全を考慮してやったことだ。だけど、イブリンには詳しい事情は話せない‥‥‥彼を巻き込んでしまうからだ。

　最後まで離れられなくなりますよ、と脅していたのに情けないことだと自省しつつ、アンリエッタは返事をためらっていた。

「それは‥‥‥あなたには関係ありません」

「関係ない、か。あんな物言いまでしておいて感心せんな」

「だって、そうしたくないから家臣たちもクビにしたのに‥‥‥」

「それをあなたがすれば、無礼な息子の婚約者だ。さっさと婚約破棄をして王国に戻してしまえ、悪いのは王国だ。公国はそう考えるだろう」

　意味を理解しているのかな、この公子妃補様は‥‥‥？

　なぜ俺はこんな厄介な存在に関わろうとしてしまったのだ。

　イブリンは自分の浅はかさに心のどこかで後悔していた。

　女性が何かに困るようなのを見ると、ついつい節介をしてしまう。

　過去の‥‥‥あれ以来、悪い癖だ。そんなことを思っていた。
















第二章







貴族のルール




　しかし、いまはその状況ではないな、とイブリンは思い直した。

　そんな彼の回想は静かに薄くなって記憶の彼方に消えていく。

　彼は言葉を続けた。

「でも、無礼なだけでも相手には怒りを出させることができるではありませんか？　それでは、意味を成さないとでも？」

「その前に、要らないと捨てられて終わります」

「捨てられる？　女の意思は関係ないと、そう言いたいのですか」

「ええ、女は‥‥‥いえ、女性は貴族の世界ではモノと言えば失礼ですが‥‥‥家と家の貸借物。そこに意思の介在など許されないのが当たり前。あなたも公子妃補なら、その覚悟はおありでしょう？」

「ありますよ、もちろん。殿方から勝手に婚約を破棄できることも知っています」

「いや、それは勝手にはできません。これほど大きな婚約では、間に介在人が存在する。婚約破棄をするにしても、その人物を間に建てて、段取りを踏まなければ‥‥‥厄介なことになる」

「踏まなければ、どうなるというのですか。国でなく貴族なら、爵位のはく奪くらいは想像できますけど」

「貴族であれば、取り潰しになることもあります。あくまで、上級貴族と下級貴族の間での契約の話ですが。あなたは、公国に潰されたいのですか？」

　イブリンは後方にそびえる、大公城を見あげてアンリエッタを見下ろした。

　それならそれで、実家を頼るべきでしょう、とも付け加えて。

「御実家は王国でしょう？　王国と公国の関係性が今一つ、理解できておりませんが。家柄や格式もありますからな、公国のほうが王国よりも上ということも、世間では珍しくない。それは公子妃補様の方がお詳しいかと」

「そうねえ‥‥‥」

　なんとも歯切れの悪い返事だ。

　あれだけ怒りがあったのが、心配が先にたって霧散していくとは。

　どうにも妙な御人柄をお持ちだ。

　そう、イブリンは思い始めていた。

　アンリエッタからすれば、実家と公国の関係性なんてどうでもよかった。

　ただイブリースを裏切り者、と。

　相手の両親の前で罵倒して気を晴らせれたら、まずはそれで良かったのだ。

　そこから王国の権勢を後ろ盾にして、脅しでも利かせられれば、なんて思っていたがそれは言えなかった。

　イブリンに、考えの浅い、迂闊な女だ。

　そう言われて、全ての会話が終わりそうな気がしたからだ。

　もっとも、彼を怒らせたのだからそれで終わるならそれでも良かったのだが。

「失礼だが、俺はそれだけを聞いてもあなたから離れられなくなるなどと言うことはないな。そうですか、それは不憫な目に遭いましたな、とそれだけで終わる」

「そうですよ、酷い目に遭わされているのです。可哀想だとは思わないかのですか？」

「思わない。自分よりも恵まれた身分の存在がどうなろうが、あなたには俺の苦労はわからん。俺もあなたの苦労はわからん。そもそも、どういう経緯でここにいるのかどうかも、知らんのだから」

「ああ‥‥‥そこ、ですか。今、十六ですが。四年前に公子イブリース様との婚約が成立しまして。輿入れしに参りました」

「四年前‥‥‥」

「何か？」

「四年もいらしてなぜ、結婚されん？　いかに公子が前線にいようとも、一夜で済むものだろう？」

「あーそれは、一夜なら半年、いえなんでもありません‥‥‥」

　馬鹿か、この公子妃補は！

　しかし、いま聞いた事情で言えばイブリンの中での貴族の常識では‥‥‥

「一夜を過ごされているのであれば、正式な妻、そう名乗れます。それに時期が時期だ。ご懐妊など‥‥‥はなさそうですな」

「あまりじろじろと見ないでください。失礼な」

「それは悪かったな」

　半年もあれば腹が出るものだ。

　しかし、見た目が痩せすぎているこの公子妃補では、それは考えにくいとイブリンは思った。

「ええ、いいですけど。でもそうなると妻を名乗って‥‥‥いいのかしら？」

「さあ？　それは上の方々がお決めになる、しかし先ほど、おじ様と言われてなかったか？」

　は、と思いアンリエッタは不思議そうな顔になる。

　そして、彼は内情を知らないんだと思い返した。

　二週間しかこの国にいないのだから、それも当然だと思った。

「イブリース公子の御父上様である大公閣下は、我が母の弟です」

「なら、いとこ同士の結婚か？　‥‥‥それは特別だな。しかし、戻った使用人たち、よく四年で慣れたものだ。グリムガルとは言葉も慣習も違うのに」

「特別？　あの者たちは二十年以上いましたから、この公都に」

「二十年も？　さすがに、要領を得ませんが‥‥‥？」

「おばあ様は現グリムガル王妃です。第二子が父親で、この公国のとある公爵家に養子に入りました。そして大公家の姫であった母を妻にして、わたしが生まれた。そういう経緯です」

「なら、あなたも公都にお屋敷があるはずだ。そこに戻られるが宜しかろう？」

　アンリエッタは寂し気に首を横に振った。

　それは無理だ、とでもいうように。

「なぜ？」

「数年おきに、王都と公都を行き来していますから。それが、我が家が公国に仕える理由なのです」

「血族による人質とでもいうわけか。なら、あなたはこの公国で味方一人もいない状況になっている自覚はあるのか？」

「はい、もちろん。そのために、家人に暇を出したのですから」

　暇を出した、か。

　出て行きましたといい、本音は暇を出した。

　そう口実をつけなければ今度は、戻った王国で罰を受けるから、か。

　なんとも、優しいのか、愚かなのか。

　どうして一人で残ったんだ、この公子妃補様は？

　イブリンの中には疑問符が渦巻いていた。

　どこまでも不利な状況をなぜ作ったのか、と。

　アンリエッタはイブリンに質問した。

「先程の、特別な、とはどんなものですか？」

「‥‥‥貴族に最も求められることは家を守ること。領地も家によって受け継がれます。その為には、父親が娘を、娘が息子を、姉が弟を。そういう結婚も辺り前だと、そういうことですよ」

「その場合、介在人がいない。単なる家の中のことだけで書類一枚だけで済む。一夜の契りも‥‥‥意味を成さない、そういうことですか？」




　イブリンは静かにうなずいた。

　たった書類一枚だけで‥‥‥、とアンリエッタは衝撃を受ける。

「でも、国同士の契約があるのに。それはどうなるのですか？」

「いや、それは俺に聞かれても困るな。王国と公国、互いに契約の解除について決めたことがあるはずだ」

「あなたはそこまでは熟知していないということですね、それもそうね‥‥‥」

「うーん。あくまで俺の知っている限りの知識で答えた場合だが‥‥‥」

「はい、聞きたいと思います」

　イブリンの知識にすがりつくアンリエッタだが、あいにくその解決策もアンリエッタの期待を裏切っていた。







裏切りの真実




　アンリエッタは思いつく限りの質問をイブリンに投げかける。

　彼は出来る限りていねいに、それに答えていった。

「では、公文書でなく私文書で別れを男性から告げられたら？　公国と王国間の契約があるのに、それはどうなりますか？　有効ですか、無効ですか？」

「いや、それは別途の話になる。あくまで、王国と公国の契約だが、別の誰か、もしくは、それ相応の品物を出せばいい。例えば‥‥‥あなたのご両親のこれまでの公的な移動が今後は必要ない、とか、な。個人間の問題は、男の一存で終わる」

　つまり、イブリースが寄越したあの手紙。

　あれはあれで、効力があるということだ。

　情けない‥‥‥そう思い、アンリエッタは天を仰ぎ見た。

　自分は何も知らずに契約、契約と言ってハンナに言い聞かせたのに、こんな結果だなんて。

　アンリエッタの心からはため息しか、でてこなかった。

　イブリンはさて、それならどうしたものか、そう頭を掻きながら言いだす。

「思うに、公子妃補様。そういう状況なら上にはいかない方が良い、母国に戻るんだな。まだ、家人には追いつけるだろう？　蒼狼族なら変身もできるし、足だって速いはずだ。人の数倍の速度で走れると聞いている」

　何も心配する必要なんかなかったじゃないか。

　そう、イブリンの中では結論がでていた。

　蒼狼族の王族。

　なら、魔法も変身も戦いの能力も一流の戦士並み。

　このぼうっとした世間知らずのお姫様も、それは見かけだけ‥‥‥。

　家臣を先に戻したのも、上に一人で行こうとしたのも何かあれば自力で脱出できる自信があるからだろう。

　そう、思ったからだ。

　しかし、世間はそう甘くないらしい。

　イブリンにアンリエッタは告げてしまう。

「あの、いいかしら。衛士イブリン？」

「何かな、公子妃補様？　俺はさっさと退役して厄介事に巻き込まれるまえに逃げ出したいんだが？」

「その、わたし。実は‥‥‥ただの人間以下なんです」

「は？　これはまた、ご冗談を」

「いえ、本当なのです」

「信じられませんな。ええ、信じられない」

「どうして？　わたしは普通の人間と変わらないのにッ！」

　アンリエッタは本当なんですと、声を大にして叫んだ。

　しかしそれは、イブリンには信じられない発言だった。




「まだからかう気ですか、あなたは。俺には信じられん。尾と耳がないだけで、髪は蒼くその瞳も伝え聞く蒼狼族特有のものだ。血が薄いとはいえ、何か特技はあるだろう？　体技に魔法、何かしら秀でているはずだ。そうでなければ、家臣団が何も手を打たずに見捨てて戻るはずがない」

「でも、無いのです。趣味でダガーを投げる程度で、走ったら貴方よりも遅いし、視力だって嗅覚や聞く力だって平均的な蒼狼族以下なのです、わたし」

「おい‥‥‥」

　とんだ、無能なお姫様だ。

　ああ、いや人間なら普通の話か。

　肩を落としてしょぼんぼりとしているこの公子妃補様。

　果たして無事に帰国できるのか？

　イブリンはおせっかいにもそう思ってしまう。

　まあ、無理だろうな。

　どこかでさらわれるか、方向だって見当違いの方に行くかもしれない。

「なら、手紙で婚約破棄を通達されたのなら、手紙で返せば宜しかろう。御請け致します、と。その上で、帰国の途につきますから追わないでくれ、と。そうすれば、あなたと公子の関係は悪くはならないはずだ」

「いえ、その‥‥‥明確ではないのです」

「はあ‥‥‥ならなんだと言われたのですか？」

「別の婚約者を迎えると。戦争が長引くから、わたしに子供を授けることができないからと。公国のためにならないから、婚約を破棄して欲しい。そんなふうに、手紙には書いてありました」

「大した物言いだ。どこまで卑劣なんだ、その公子は‥‥‥別の婚約者？　そんな存在を求めたら、それこそあなたへの不義になってしまう。体裁を整えるために後日の報告という手もあるが、それにしても彼は戦場でここは公国の公都だ。距離がありすぎる。数がかかることを理解しているなら、せめて公文書で送りつけるべきだ。浮気をすることにしたから別れてくれ、ではどんな神の神殿の司祭でも首を縦にはふらんぞ！」

「では、どうすればいいのですか？」

「いやだから、なぜ俺にそれを問う？」

「だって、あなたしか――いないから‥‥‥」

　その知恵だの、後始末をするために家臣がいるんだろう？

　そう言いかけてイブリンは黙ってしまう。

　彼女自身が追い出したのだから、誰にも後始末をすることはできない。

「教会に。城内にもある教会に行きなさい。この国の信仰しているレダムの神は知恵と炎と軍事と盟約の神でもる。その教会に行き、不義密通で婚約破棄された、これは無効だと、そう訴えなさい。ただ、それが請けいれられて公子側の要求がまったく意味をなさないとなっても、あなたは不幸にしかならんぞ？」

「え、どうして不幸にしかならないのですか？」

「どうしてと言われても、女から婚約破棄は無効だと訴えられたのだ。男からしてみれば不名誉な上に、相手は公国の公子だぞ？　自国の公子に悪くなるような差配をする神殿はないだろう？」

「だから、どうなるというのですか！」

「‥‥‥追い出されて戻されて終わり、それだけだ。多分な‥‥‥」

「そんなっ」

　そこまで言うと、イブリンはアンリエッタの雰囲気が変わったのを感じた。







涙の訴え




　なんだ？

　勘弁しろ、いまさらながらに泣くな。涙を見たいから教えたわけじゃないんだぞ？　女の涙は剣にも勝る武器だと、イブリンは目をそらすのに必死だった。

　そして、少女は蒼い髪を揺らしてイブリンに詰め寄っていた。

「賠償金も取れない、夫となるべき存在は年下の若い女に奪われる、王国に戻っても待っているのは死罪ですよ！　あんまりじゃないですか！」

「あんまりと言われても。第一、なんで死罪なのだ？　王国から罰せられるとでも言うのか？」

「負け犬に未来はあたえない、悔しいのであれば、取り戻せ。それが、王国の法律だからです」

「そんな無茶苦茶な‥‥‥。男女の仲を論点にするのはおかしいだろう。イブリース公子の子供ができないと言い逃れるそれは‥‥‥言い訳じゃないのか？」

「だとしても！　何も取り返せずに戻るのは王国では汚名を着たのと同じ事になります！」

「はあ‥‥‥そうかそうか」

　蒼狼の強さの秘密はそれか。

　だが、今回のは負けでもなんでもない。

　ただ、あなたが騙されただけではないか。

　まあ、なんとなくだが家臣を先に戻した理由が分かった気がした。

　主と共に戻せば同罪で死罪になる可能性があるから、これまでの忠義を誉めて暇を出したんだろう。

　優しくて不器用な女だ。

　そう、微笑むしかなかった。

「なあ、公子妃補様」

「うぐっ、なんですか‥‥‥」

「泣くなよ。あなたは夫が欲しいのか、賠償金が欲しいのか、その年下の浮気相手に復讐したいのかどれなんだ？」

「どれって、どれなんだろ‥‥‥」

「あのなあ、それをまずは決めないとだめだろう。しかし、公子は俺と同年代のはず。あなたより年下の女とはな‥‥‥私文書で適当にすます辺り、おおやけにはしたくない相手。奉公見習いの侍女か、村の娘にでも手を出したか？　それなら、少しばかりの金を与えれば相手の親も黙るだろうからな。まあ、その割に王国との内縁を捨てる、その理由の意味がわからんが‥‥‥」

「あなたには関係のない話です。もうどうすればいいのか、分からなくなってきました。情けない‥‥‥」

「俺はあなた様の部下ではないが、大公陛下の家臣ではあるからな。間接的には部下になるわけだ」

「だからなんだと？」

「とりあえず、涙をおさめてくれないか？　助言をするとすれば、側室に下がるか、愛妾でなりますと返信すればこの離宮は無理だが、城のどこか一角には住ませてもらえるだろう？　子供もいないのであれば、権力闘争に巻き込まれることもない。王国側もあなたが公子の妃の一人ではあるのだから面目も保てるし、公国もそうそう悪い扱いはせんだろう」

　アンリエッタはイブリンを物憂げな瞳で、それでいてまだあきらめきれない。

　そんな感じで見あげていた。

　引くに引けない、女の意地。

　そんなものが見え隠れしているそれは、一歩間違えれば破滅へと歩く道を開拓する。

　後々、どこかで死んだと聞いてはそれも後味が悪いものだ。

　冷や汗を額ににじませながら、困っている彼にアンリエッタはなら、と口を開いた。

「相手が帝国や枢軸の上級貴族なら、話はどうなりますか！」

　そう言うと、アンリエッタはどこからか取り出したあの手紙をイブリンに押しつけた。

　おいおい、こんな代物‥‥‥見たとしれたら俺の階級なら首が飛ぶ。

　そう思いつつも目はその文章を追ってしまう。そして、幾つかの問題に気づいた。

「これは、男の手紙ではない」

「‥‥‥はっ？　それはあの人の筆跡ですが」

「だから、筆跡どうこうではない。内容だ。男でまだ心があるなら、なくてもそうだが。保身に走るものだ。相手の名前など書く必要がない。それを書くなら私的な手紙ではなく、正式な婚約破棄の文面に何人かの同意のサインを添えて送りつけるはずだ。たとえ身内でも、な」

「そう‥‥‥なの？」

「第一、身内の婚約破棄であっても当人同士で済ませられる範疇を越えているぞ。しかも、そこに帝国の皇女とはまた‥‥‥明らかな同盟破棄、の意思が見えている。こんな私文書を出す馬鹿な男がいるものか。この婚約をよく思わない者の、嫌がらせにしか見えんな」

「なら、まだイブリース公子の心は‥‥‥？」

　アンリエッタの表情に一筋の希望の光が差し始めているのをイブリンは感じていた。

　同時に、不安の底に叩き落とすような発言がでて彼女は闇の底に沈んでしまう。

「この文書がもし、公子の筆跡で押印までが本物なら。これは公国そのものが画策し、王国との同盟の転覆を帝国と共に企てた。そう考えた方が良い」

「つまり、どうしろ、と？」

「つまり、こうしろ‥‥‥と、言うんだ！」

　そう、イブリンは叫ぶと腰の剣を引き抜く。

　と、同時にアンリエッタを引き寄せて自分の後方に引き込むと剣先を閃かせた。

　木のしなる音や爆ぜる音がして、付近に飛んできた矢が切断されて力なく地面に叩き落とされていく。

　その光景を見たアンリエッタは、小さく悲鳴を上げていた。







二人のイブリース




「きゃっ？」

「下がるんだ、公子妃補様！」

「えっ、ええ？」

　いきなり、腕をつかまれたかと思うと引き寄せられる。

　そして目に入る、飛来してきた矢の群れにアンリエッタは肝を冷やしていた。

　それ以上の声がでず、目のまえでまるで飛んで来る矢は自分を殺そうとしていると思える。

　人の目では捉えきれない矢を、見えるかのように叩き落とし、斬り捨てていく一人の衛士。

　イブリンの勇ましい姿は、婚約者であるイブリースを彷彿とさせた。

　この衛士もひょっとして、精霊剣士？

　アンリエッタは思わずそう勘違いしてしまった。

「あなた、何？　見えているの？」

「いまは返事する余裕がない！」

「だって‥‥‥」

　この広い大陸に十数人しかいないという、かれらにアンリエッタは二人出会っている。

　二人とも、自身の血縁にいるのだから当たり前だが、とてつもなく強かった。

　祖母や婚約者に匹敵するような強さをアンリエッタは目の当たりにして、言葉を失っていた。

　そんな中、イブリンは一度、矢の雨が止んだのを見計らってアンリエッタを抱きしめた。

「ちょっと、何をするの！」

「あとで非礼は詫びる！」

「後でなんて、ちょっと、触らないで！」

　緊張で全身がこわばるのを、アンリエッタは感じた。

　イブリンは大地に剣の切っ先を叩きこむと、何かを呟いてその場から離れる。

　同時に、土そのものが意思を持つように動き、二人を包みこめるだけのボウル状の壁ができた。

「‥‥‥ねえ、あなた、精霊剣士なの！」

「いや、違うな。そんな素晴らしい者じゃない」

「嘘っ？　なら、なんでそんな技を‥‥‥使えるの？」

「さてな？　これのせいかもしれないな」

　けげんな顔をするアンリエッタに、イブリンは指先にある幾つかの指輪をしめした。

　それは何？

　一瞬戸惑うも、アンリエッタは自分も同様のものを指先にはめていることを思い出す。

　これは‥‥‥魔法を封じたものだ。

　でもなぜ彼がこれを持っているのかしら。

　そんな疑問が頭をよぎった。

「あなた、単なる衛士じゃないわね？　まさか‥‥‥わたしを殺しに？」

「どういう飛躍をすればそういう結論になるかな？　残念だが、違う。それに、あんたとは‥‥‥公子妃補様とは俺はなんの関係もない。あの矢も襲撃もあなたには関係が無いことだ」

「でも、現にああやって狙われたではないですか！」

「すまん」

「えっ？　なぜ謝るの？」

　アンリエッタは納得がいかない。

　矢の群れは、確かに自分を狙っていたはずなのに。

　どうして彼はそう言うのか。

　まるで理解が追い付かなかった。

「あと数か月か、数年は逃げられると思っていたんだがな。巻き込んですまない」

「巻き込んでって？　だって矢の向きはわたしに‥‥‥」

　ああ、それかと気付き、イブリンは違うんだよ、と言い訳のように言う。

「あなたに向けられたものではないのだよ」

　イブリンは緑の宝石がついた指輪をさしだしてみせた。それはもう、中に溜め込んでいた魔力を失ったのだろう。綺麗に爆ぜてしまっていた。

「どういう‥‥‥こと？」

「あなたに向いていると、そう思わせたかっただけだ」

「馬鹿にしているのですか！」

「違う、怒るなよ‥‥‥あれは全部、俺に向かって横から放たれただけだ。それらに、指輪で集めた風を当てて、こちらに向けたんだ。俺じゃなく、あなたに当たる可能性があるようにしたかったからな」

「つまり‥‥‥？　あなたは、わたしを囮にしようとした？」

　アンリエッタは心が冷たくなった。

　一瞬でも、彼を勇壮だと思った自分が恥ずかしくなる。

　なんて男性なのだろう、自分を。

　女を盾にしようとするなんて！

　そう思うと怒りが沸き上げてくるが、いまはそれどころではないことに再度、気付かされてもいた。

「すまない。そうしなければあなたを巻き込んでしまう」

「もう巻き込まれていますけど！」

「だから、悪かった。連中、公子妃補様に当たると思い、いったんやめたはいいが、すぐに再開するだろう見えないが、足音は近づいてくる」

「あなた、一体、何をしたんですか。弓矢まで持ちだす相手なんて、どんな罪を犯したの？」

　何を？

　イブリンは申しわけなさそうな顔をして、目を敵から離さずに再度、すまないと謝っていた。

「すまないって！　こんな状況に巻き込んでおいて？」

「頭を突き出すな、危ないっ」

「えっ、て、きゃっああッ！」

「だから、すまんと言っている！　あまり、外を覗くな。まだ狙われているからな」

　少しだけ壁の端からでていた衣服の裾めがけて飛んできた矢。

　それにびっくりしてアンリエッタは何度も悲鳴をあげていた。







命の懇願




　イブリースはそれを目にして思わず呆れてしまう。

　これで蒼狼族の姫君か？

　あの勇猛果敢で鳴らした種族の女が悲鳴を上げるなんてなあ。

　イブリンは心の中でそう呟いていた。

　なんて、情けない姫君だ、と。

「少しだけ待ってくれ。あと数分もかからない。術を発動させようにも、触媒が少ないから、できないのだ」

「触媒って何？　それっ、あなた‥‥‥腕に矢が！」

　気が動転していてそれまで見えていなかった。

　イブリンの片腕を矢が貫いていることに、アンリエッタは初めて気づいた。

　多分、これは自分を引き寄せたときのものだろう、そう思い至るまでに時間がかかる。

　あの時から、彼は片手で剣を振るっていた。

　そう思いだし、言葉を失ってしまう。

「いいんだ。これは自分で当てたんだよ。血があると、その分、術が成功するまでに時間を短くしやすい」

「術って？　あなた、精霊剣士でも無いのに何ができるのですか？　魔法が使えるわけでもないようだし‥‥‥」

「まあ、魔法は――無理だね。あれは精霊剣士と似ているが、精霊や世界の根幹を操るものだからな」

「なら、一体なにをするつもりなのですか」

「さて、何かな？　俺は言うなれば、退魔師、かもしれんな？」

　退魔師？

　どこかでその単語を耳にした気がする。

　古き数千年の歴史を持つ魔導師の家系。

　あの北の大陸にあるダイナル王国の王族が使うという法術。

　異界から召喚した妖魔を操り、またこの世に災いを為すそれらを退治するもの？

「あなた、じゃあ‥‥‥まさか、ダイナルの王族なの？　王族がここで何をしているの？」

「いや、まったく無関係だ。すまんな」

「ほんっとうに、要領を得ませんわ！　説明しなさいよ！」

「だろうな、俺もそう思うよ。ここから抜け出たら、関りたくないと思っている。そう、この公国と王国の揉め事には、な」

「もう、何なのよお！」

　アンリエッタは追加で打ち込まれてきた弓矢に悲鳴を上げた。

　イブリンはそれを見て、彼女を土壁奥へと引き入れる。

　そろそろ、か？

　彼の左腕から流れ出る血だまりが、ふと、ポコンと温泉の泉のように沸いた。

　それは影を伝い、暗闇の中に新たな暗闇を作り上げていく。

　向こう側には、薄暗く、銀色と金色の稲穂のようなものが交差する不思議な世界があった。

「これは‥‥‥、何ですか、イブリン？」

「まあ、見たことはないだろう。言うなれば、世界と世界のはざま行き来するもの難しいが、慣れればそうでもない」

「世界のはざ、ま‥‥‥？」

「滅多には行けない、そんな場所さ」

「えっ」

　さて、連中はどうかな？　イブリンが土壁の向こうに気配をやる。

　そして、聞こえてきたのは意外な人物の声掛けだった。

「おい、イブリン！　いや、イブリース、貴様っ！　困っているからと聞いて憐みをかけてやれば裏切りかッ？　まさか枢軸連邦から手配書がまわって来るとはなー！」

「イブリー、ス？　え、えっ？」

「あ、気にしないでくれ、公子妃補様」

「おい、聞いているのか、イブリース！　公子様と同じ名を持ちながら、その名声を汚しかねないっ‥‥‥この主君殺しめ！」

　その声はあの衛士長のものだった。

　彼は、もしイブリンが、いや、イブリースと呼ばれた彼が見ることができたら驚いていただろう。

　顔を真っ赤にして、怒り狂っているのだから。

　そしてまた、十重二十重に衛士たちが彼ら、イブリンとアンリエッタを取り囲んでいた。

「おい、イブリースっ、貴様、聞いているのか？　しかも、公子妃補様まで巻き添えにするとは‥‥‥なんたる悪人だ、お前は！」

「聞こえているぞ、衛士長殿？　しかし、酷い言い方だな！　俺を雇ってもらう時に、わいろをあんたには渡しただろう？　それをもって、チャラにしてもらいたいもんだね」

「ふざけるな！　わたしはわいろなど貰ってはおらん！」

「嘘つけよっ、金貨二十枚渡したぞ！」

　どうでもいいよ、あんたのことなんか　イブリン？　つまらない名前はさっさと捨てよう。イブリースと呼ばれた彼はそう苦笑していた。腕からの出血は術が完成したからなのか。

　全部が体内に戻り、その傷跡も綺麗に塞がれていく。

　アンリエッタは、血が傷口を経由して戻って行く様をみて、驚きを隠せないでいた。

　そのためか、聞こえてきた「イブリース！」、その一言の重要性に最初、気付けなかった。

　二度目、三度目でようやく、

「イブ‥‥‥リース、様？　まさか、魔法で変身でもした。まさか、来て下さった？　じゃあ、あの手紙は‥‥‥」

　そう、隣にいる彼に向かって叫んでしまったほどだ。

　だが、イブリースと呼ばれた彼は寂し気に首を横に振った。

「すまん、まったく無関係の別人だ。この国は俺を負っている枢軸連邦国とは敵対しているから、身を隠すには良かったのだ。しかし、さすがに偽造した身分証がダメだったのかもな。あの偽造屋め‥‥‥買い叩いたから、手抜きしたな」

「手抜きって、でも、あなた本当にイブリース、なの？」

「名前だけは、そうだな。だが、あなたの求めている男性とは違うよ」

「違う、んだ‥‥‥そう、ですか‥‥‥」

「そんなにショックを受けなくてもいいじゃないか。さて、俺は行くとしよう。すまなかった、アンリエッタ様。どうか、イブリース公子とうまくいくことを祈っている」

　じゃあな？

　そう言い、彼は影に開いた異界への入り口へと足をかけた。

　その時、アンリエッタはイブリースを呼び止める。

　振り向いてみたら、そこにいた狼姫はまた大粒の涙を浮かべて懇願してきた。







世界の狭間




「待って！　秘密があるの‥‥‥お願い、助けて」

「秘密？　何をいまさら、あなたは彼等に保護されるべきだ」

　アンリエッタは首を振った。

　バレたら、殺される、とも言った。

　なにを言っているんだ？

　イブリースはいぶかしむ。

「子供が‥‥‥いるの」

「子供？　誰のだ」

「イブリース公子の‥‥‥」

「だが、見た目はそうは見えないが。あの話だと半年前に一夜を過ごしたと言ってなかったか？　それなら、そのなんだ。もう少し腹が膨れていても‥‥‥なあ？」

「違うの！」

「何が違うんだ？　要領を得んな」

「人間は一年だけど、蒼狼族の女は三年かけて産むの。まだ、半年しか経過してないから、外見は変わらない」

「それは初耳だな‥‥‥だが、三年すれば確かに、立場は微妙か」

「そう、側室に下がったとしても、公国と王国の関係は悪くなるわ。それに、帝国の皇女様がもし子供を産んでいたら、もし、イブリース様が知れば‥‥‥」

　生かしてはおかない、か。

　これはまた大した厄介事をしょいこんだな。

　イブリースはそう自嘲気に笑い、アンリエッタに手を差し伸べる。

「なら、俺について来いよ。話はそこからだ」

「ありがとうございます、イブリース‥‥‥」

　そう言うと、アンリエッタとともに穴へと飛び込んだのだった。
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　そこは不思議な空間だった。

　すべては闇色の中にある、だけど銀色の瞬きがその辺り一面に広がっては消えていく。

　足元はどこまでも埋まりそうなほどに歪み、感触が全てだった。

　くるぶし程度の高さにまで伸びた植物か、なにかわからないものがたくさん生い茂っている。

　それは、瞬間的に煌めいていた。

　銀色の葉の筋と外側をみずから照らし出し、これがあの銀色の光の正体なんだとアンリエッタは理解した。

　まるで蛍火のように淡い金色のなにかが、草むらから草むらへと銀色の灯の中を飛び交っていく。

　目の前にきたときにふと手でつかもうとしたが、それはあっけなく溶けてしまって跡形もなく消えてしまった。

　奥行も、天空も見えず、大地すらも不可解な感触。

　自分がどこにいて、何をしているすらも忘れてしまうような世界。

　アンリエッタはひとり孤独などこかに、取り残されたような心境になっていた。

「不思議。なにこれ‥‥‥」

　忘我の境地に至るとはこういうことをいうのかしら？

　このまま、何もかも忘れて生きていけないかな？

　あの人のことすらも捨てて忘れてしまいたい。

　国も、家族も、愛した男性の子供もー‥‥‥？

　そこまで考えて、アンリエッタははっと我に返った。

　どうしてそんなことを考えたのかしら。

　不意に現れた自由になりたい、そう思うことがなによりも罪深いことに思えてしまって涙が出そうになる。

　ああ、これが捨てられるってことなんだ。

　そう自覚したとき、世界の暗闇に引きずられそうになって悲鳴を上げていた。

「おいっ！　しっかりしろ、ここは現世じゃないんだ。俺がいる、なあおい、分かるか」

「えっ‥‥‥ああ、はい‥‥‥」

「大丈夫だ。大きく息をしてみろ。分かるか？」

　夢見心地でアンリエッタはイブリースに返事をする。

　ここでは彼女が見たいものが、そのまま表れる不思議な世界。

　そんな中で、イブリンだったイブリースはアンリエッタの目には、公子イブリースとして映っていた。

「イブリース様‥‥‥なぜ？」

「あん？　おい、待て、待て。だめか？　やはり虚空に最初に入ると酔うのは避けられんなー」

「待って、イブリース様。なぜ、捨てたの？　あなただけを愛しているのに？」

「だから、俺は違うって。しっかりしてくれ、公子妃補様‥‥‥」

「そんな！　なぜいまさら、公的な名前で呼ぶのですか？　なぜ、いつものように‥‥‥クロエと？　呼んで下さらないのですか、ライオット？」

「ライオット？　クロエ？　ああ、あれか‥‥‥貴族の通俗名か」

　イブリースには思い当たる節があった。

　貴族には家族や親しい存在にだけ教える、隠し名があることを。

　ここはそのライオット？　とやらになった方がいいのか。

　それとも、どこか次の出口を開けるまで眠って貰ったほうがいいのか。

　判断に迷うところだった。

　とはいえ、この状況でイブリース公子の真似事をしたとなれば――アンリエッタは、ずっと恨み続けるだろう。

「さすがにもう一人の俺と同名のやつのふりをして言い聞かせたらー後から恨まれるだろうなあ。短剣を飛ばすのが趣味と言っていたし、ここで恨みを買ってはかなわんな」

「ライオット！　どうして？　あなたの子供がここにいるのに‥‥‥わたしは公国も王国も捨てたのよ？」

「それは俺も同じだよ、なあ、公子妃補様。そろそろ、気付いてくれないか？　あなたはさっきまでどこにいた？」

「どこ‥‥‥って、それはさっきまでいたところ‥‥‥」

　わたしはどこにいたのかしら。

　確か、家臣を返してそれから公宮に上がろうとしてダメだって言われて‥‥‥？

　誰がそれを取り次ぎしたのかしら、確か衛士にお願いして、待って、あれ？

　そこまで思い出して、アンリエッタはようやく現実に気付いた。

「‥‥‥あなた、イブリン？　イブリース様の偽物？　追われていた衛士見習い？　なぜ、わたしはここにいるのですか？」

「偽物呼ばわりは心外だ‥‥‥」

　その返事を聞いて、イブリースはほっと一安心した。







虚空の世界




　この虚空、世界の狭間にくると酔ってしまうのもいるし、下手をすると幻覚を見たまま、眠り込んでしまう者もいる。

　現世に戻るまで、彼女の正常な意識が戻らなければどうしようかと思っていたからだ。

　これでまともな話ができるな。

　そう思ったイブリースの考えは、しかし、甘かったことを彼は思い知ることになる。

　何故なら、アンリエッタはさっき呟いたことまでしっかりと思いだしていたからだった‥‥‥。

　ゆっくりとどこかから取り出してきた数本の短剣が、イブリースの目に入る。

「なあ‥‥‥なんだ、その短剣は？　そんな本数、どこに隠して、おい」

「動かないで！」

「動くなと言われても、まさか射殺す気じゃないだろうな」

　その問いに、アンリエッタは不敵に微笑んでいた。

　自分の大事な心の内を知られたのだ。

　生かしておく気にはなれなかった。

　丁度、ここは世界の果て？　だという。

　なら、この目の前にいる男。

　あの衛士長が主君殺しと叫んでいた犯罪者を‥‥‥殺してもいいんじゃないかしら。

　そして、自分も死ぬまでここで過ごしても。

　そう思い始めていたからだ。

「さあ、どうかしら。でも‥‥‥腕は悪くないですよ？　あなたの急所を貫く程度には、ね？」

「参ったな。なにをどうすれば、そんな考えに至れるんだ。せっかく助けてここまで連れて来たのに」

「助けた？　そうかしら」

「だが、あなたが助けてくれと言ったんだぞ？　ああ、そうか。まだ酔っているのか‥‥‥」

「酔っている？　何を言っているのですか？　あの矢のように、魔法で絡み取れば‥‥‥わたし、負けるかもしれませんよ。あれ‥‥‥やだ、どうしよう。子供がいるのにー？」

「あのな、いいか？　よく聞いてくれ。ここに初めて入った人間は、酔うんだ」

「‥‥‥酔う？」

「そう、心の中にある想いや、過去の記憶にさいなまれるのさ。あとは、ちょっとな」

「なんですか？　言いたいことがあるなら、言えばいいではないですか！」

「その喜怒哀楽の激しさ、どうにかならないのか‥‥‥」

　イブリースはため息をつく。

　いままさに、アンリエッタは酔っているのだ。

　自分でも気づかない、普段は眠っている自分が目覚めてくる。

　それは凶暴性だったり、謙虚だったりとさまざまだが。

「あーあ‥‥‥だめだ、こりゃ。あんたの眠っていた自我は、どうやらそれ、らしいな。公子妃補様‥‥‥」

「それ？　何を言っているの、あなた。それ、とは何ですか？」

「だからな、その強気なとこじゃないぞ？　頭上と腰の後ろをさ‥‥‥探ってみな？」

　頭上？

　腰の後ろー？

　お尻？

　そう言えば、さっきから何かムズムズするような。

　足元がしっかりとしてきたような。

　頭の上で何かが動いて、音がより聞こえてくるような‥‥‥？

「えっ！　えええっ？」

　アンリエッタは自分のそれを触って確認し、短剣に映し出すようにして見てみる。

　そして‥‥‥驚愕の声を上げていた。

　耳と尾が‥‥‥生えている？

　アンリエッタは、現実が受け入れられない。

　どうしてこんなことになったの！

　そう心は叫んでいた。

「大丈夫だ、ここを出れば元に戻るさ‥‥‥多分。たまにいるんだよ、過去から受け継いだ血の濃さがそうさせる。あんた、本当に蒼狼族のお姫様だったんだな？　見るのは初めてじゃあないが、まあ、綺麗なもんだ」

「大丈夫なの、本当に？　わたしは人間のままで、こんな格好を旦那様に見られたら！」

「頼むから、落ち着いてくれないか？　ここを出れば、人間に戻るから、な？」

「本当に？」

「ああ、本当だ‥‥‥多分。それにな、あなたがいま、酔っているんだよ。頼むからその短剣を閉まってくれないか？　どこに携行していたんだ、まったく‥‥‥」

「すいません‥‥‥」

　シュンとなったアンリエッタはまた可愛い側面を見せていた。

　やれやれ、ハラハラさせられるぜ、とイブリースは短剣をしまったのを確認して、地面に腰を降ろした。

　まだ立ったままのアンリエッタを見上げて、隣に座るように手で地面を叩き、促してみた。

「あんたも座ったらどうだ？」

「だって、あなた‥‥‥主君殺しなのでしょう？　そんな人の隣になんて怖くてー‥‥‥」

「次から次へとよく思いだすな、あんたは」

「だって、ここに来る前のことを思いだしたらつい」

「あのなあ、俺は妊婦になにかするほど、悪い人間にはなりきれないよ。危険だと思うなら、その短剣で狙いながら距離をおいて座ればいいだろう？　俺が動くより先に殺せるぞ？」

「そんな簡単に‥‥‥行かないでしょう。あなた、魔法だって使うじゃないですか」

「いや、それはないよ。俺は魔法が使えない。」

「え？　だってあなたさっきまで使っていたではないですか」

「ああ、それな。これだよ」

「これって」

　イブリースは両手の指輪をかざして見せた。

　すべての宝石は砕けていて、跡形もなくなっていた。

「魔導石だ。魔法を封じている石だな」

「それは知っています。わたしもほら」

　そう言い、アンリエッタ自分の片方の手をかざして見せた。

　ああ、確かに同じものだとイブリースはうなずく。

　だが、それがどう作用するのかアンリエッタには理解できていなかった。

「あんた、蒼狼族なのに魔法は使えないのか？」

「使えません。ですから、魔法が何かも理解していません」

「そういうことか‥‥‥魔法を使うにはだな。まず、魔力を集めることから始める。その次に集めた魔力を操る過程に移るんだ。俺に魔法は使えない、というよりは魔力を集めることができない」

「へえ‥‥‥」

「理解できているのか？　この空間を開けるのには魔力と、媒体がいるんだよ。媒体ってのは血のことだ？　だから、時間がかかったろ？　すぐに何かをできるような術はないんだよ」

「本当‥‥‥ッ」

「その耳で聞けばいいだろう？　嘘を言っているかどうか。聞き分けられるはずだ、蒼狼族なら、な。心臓の音でもわかるだろう？」

「分からないわよ、こんな体験、初めてなんだから。人殺しなんて怖いわ‥‥‥」

　人殺し、か。

　まあ、それは嘘じゃないからな。

　否定はできない。

　イブリースはあたまをかいた。

「何を知りたい？　それに答えることで、真実かどうか見分けてくれ。それが、俺のできる唯一の証だ」

「真実‥‥‥？　では、なぜイブリースを名乗るかを、知りたいです」

　そこからか？

　長い話になるなー‥‥‥どこから伝えたものか。

　イブリースは過去を振り返るのだった。
















第三章







主君殺しの男




「長い‥‥‥話になるぞ？　それでも良いのか？」

「長いってどれくらい？」

「一時間にはならんだろうが、まあ、数年分はある」

「良いのではないでしょうか」

「本当か？　俺には他にやるべきことがあるような気がするがなあ」

「そう思うなら、端的にどうぞ。でも、わたしは‥‥‥戻りたくないわ。この子供を安全に育てることを一番に考えたいと思います」

「一気に希望の幅が狭くなったな。王国や公国はどうでも良いのか？」

「‥‥‥良くないわ。でも、戻れば殺されるし、それに、イブリース公子に復讐なんて出来ない」

「精霊騎士だからか？　それとも、子供の父親だからか？　どっちだ？」

「どっちもよ。勝てる理由が無いわ」

　アンリエッタは悲し気にお腹をさすりながら、そう言った。

　もし、勝負を挑み剣や魔法を使って勝てるとしても、子供の父親を殺すなんて真似はしたくないのだろう。

　イブリースから見てもそうだし、この虚無の空間に酔った時に見せた彼女の本音にしてもそうだ。

　まだ、心はイブリース公子にあるのは‥‥‥明らかだった。

「そうか。なら――そうだな。場の雰囲気を変える意味でも、昔話でもするか」

「何よ、その雰囲気を変えるって。あなたを信じるために話を聞くのよ？」

「わかった、わかったよ、公子妃補様。それで良いから、聞いてくれ」

「ええ、良いですよ」

　あまり深く話してもしかたがない。

　イブリースは簡素に伝えることにした。

　それまでの間、アンリエッタの蒼い毛皮に覆われた頭部の両耳が彼の目に入っていた。

　ピョコピョコと可愛らしげに、それでいて周囲の状況をくまなく探ろうと動くそれは、なかなかに奇妙だった。

　それぞれ別の方向に無意識に動いているのを見て、やはりこれが彼女の本来の姿なんだな、とイブリースは密かにうなずいていた。

「面白いものだな、それ。どんな感じなんだ？」

「それ？　ああ、耳ですか？」

　イブリースが指差したのを見てアンリエッタはそれの意味に気づく。

　どうと問われても、返事に困ってしまう。

　言葉を選び、感覚を伝えてみた。

「うーん‥‥‥慣れないから、それに勝手に動くし。うまく言えません」

「だろうな、新しく手に入れた力だ。いまのうちに慣れておけば、現実世界にもどった後に自発的に使えるようになるかもな？」

「この耳と尾、ですか？　確かにあれば王族としての価値がでますね。というよりは、半獣でもなく、たんなる人間に近いあつかいを受けていたわたしの待遇が、良くなるかもしれません」

　でも、とアンリエッタは続ける。

「もう、捨てた王国。王族として生きたら、この子だって困るかもしれないし」

「捨てた、か。なぜ捨てたと自分で決めつける？」

「だって、公国からは婚約破棄をされて、王国は恥をかかされました。臣下たちには、わたしが暇をあたえました。王国側にしてみれば、わたしが自決か、報復をするためにそうしたか。もしくは‥‥‥家臣を戻し、自分だけ帝国に従うか。それとも逃げるか。そのどれかを考えるでしょう。そして、わたしは――いまここにいます」

「なるほどな。かかされた恥の報復をしてこいと、そういうことか。では、それができないときはどうする？」

「それは、貴族には自分で罪をあがなう方法がみとめられていますから。そうなると思います」

「つまり、自害、か？」

　コクンとアンリエッタはうなずいた。

　でもそれはしたくありません、とも付け加えていた。

「それは恐怖から、したくないのか？　それとも、子供のためにか？」

「子供のためにです。きちんと産まれてくれればの話ですけれど。イブリース公子、彼にはエルフの血も流れています。わたしの蒼狼族の血と人間とエルフの三種、それがどう、作用するかいまから心配‥‥‥」

「エルフ？　森の人の血がなぜ？　当代の大公夫妻は、確か人間だったはず？」

「あの、あまり言えませんが。イブリース様は、妖精によって三歳まで妖精の世界で、そのッ」

「ああ、あれか。赤ん坊を自分の赤ん坊と妖精が入れ替えていくというやつか。しかし、よく人間界に戻れたな？」

「詳しくは知りませんが、いまは亡き宮廷魔術師の方でとても高位の魔術師がいらして命がけで奪い返したとかで‥‥‥だから、あの方は自分の意思で風の精霊を自在に操れる、珍しい精霊剣士なんです」

「だが、それではエルフの血が混じっているとは、言えないだろう？」

「入れ替えにされた理由が、公国の大公家に古く伝わる、エルフの血が混じっていたとかで――それで、イブリース様はさらわれたと聞いています」

「ふうん‥‥‥なるほど」

　めんどうくさいものだな。それで人間界に戻れば、精霊をつかい戦争を勝ち抜いてきた、か。因果なものだ、とイブリースはため息をつく。

　今度は、俺の話す番だなと。

「なるほど、その心配は産まれてみるまでは分からんかもしれんな？　俺の話だが‥‥‥さっき、自害の権利が出て来ただろう？」

「ええ、話しましたが、それがなにか？」

「俺は枢軸連邦の、はるか北にある小国のまあ、つまらん貴族の家に生まれた。幼い妻を貰った。二十一の時だ。今から‥‥‥四年ほど前か」

「随分と年を召してからの結婚だったんですね。普通は十五、六には奥様をもらうものなのに」

　アンリエッタは思案する。

　そんな年齢まで結婚できないのは事情があるはずだ、と。

　つまり、実家が裕福でなく結婚資金や結納金を用意できなかったか。

　彼がどうしようもない問題を抱えていて女性側から嫌われていたか。

　もしくは、数度目の結婚か。

　さあ、どれだろう？

　アンリエッタには答えが見つかなかった。







イブリースの真実




　途端、女性が大好きな恋話がでるかもと気が乗るのは責められないかもしれない。

　しかし、イブリースの返事はそのどれでもないものだった。

「城の務めが激務だった。王も代替わりなどをして、その余裕もなかったんだ。隣国とも、揉めていてその機会に恵まれなかった。妻は幼かった。そう、生きていれば、あなたくらいだ」

「ではー‥‥‥奥様は自害を？　なぜ、そんなことに？　王宮に上がり、粗相でもしたのですか？」

「いや、何もしていない。あいつは何も悪くない。ただ、俺が愚かだっただけだ」

「イブリース？　そう呼んでもいいですか？　他に名前でも？」

　アンリエッタの質問に、好きに呼んでくれ。

　イブリースはそう答えた。

　まだ生きていれば、そう、これくらいだ。

　ミーシャ‥‥‥

　妻の面影が、脳裏によみがえり胸が苦しくなる。

　イブリースは頭を振って、それを忘れることにした。

「俺は、妻を売った男なんだよ。公子妃補様‥‥‥」

「売ったって、あなた。まさか‥‥‥出世のために！」

　まさか！　ふんっ、とイブリースは鼻先でそれを笑い飛ばした。

「国王がな、妻を気に入ったのさ。そして側室にすると命じてきた。俺はそれを断れなかった」

「そんなっ、そんな‥‥‥むごいことを‥‥‥」

　普通だよ。

　それが王の権力だ。

　蒼狼族でも多くの側室がいるだろう？

　イブリースはアンリエッタに問いかけた。

「ええ、それはそうですけど。おじい様はそこまで乱暴にはされなかったはずです」

「なら、良い王なのかもしれんな。まあ、とにかくだ。俺は妻を後宮に入れ、自分は出世した。卑怯な男で、卑劣な夫だったのさ、わかるかな？」

「わかります。でも、その命令は――こんな言い方はしたくありませんが、光栄なことではないですか？　自分の妻が、王族に上がるのですから。あなたも、階級が上がったはず」

　階級、か。イブリースは手元にあった草を引き抜くと、いくつかにちぎってその辺りに放り投げた。

　つまらん考えだと、そうぼやきながら。

「元の階級が公爵だ。その上にあるのはなんだ、公子妃補様？」

「公爵？　あなた、それならば王族ではないですか‥‥‥」

「いや、近いものだがそうでもない。血縁はあるが、没落貴族の末裔だからな。王族に入ることもできない、やっていた仕事は弓矢や銃などの管理だよ。それが結婚し、妻が王族になり、俺はいきなり領地持ちの大公だ。しかし、与えられた領地は、辺境のさらに奥、王都からは数か月かかる山奥に飛ばされた。敵もいない、辺鄙な村が俺の領地だ。情けない大公様だよ」

「では、あなたは奥様とは――そうね、離縁されたということになりますね‥‥‥」

「もちろん、そうだ。それはいい、俺はどうでもいい、問題は妻だ。王に抱かれるくらいなら、と自害したのさ。愛しているのは、俺だけだ。そう言い、しかし実家や俺には迷惑がかからんようにと死を選んだ。本当に、誇りのある女だったよ」

「その自害が‥‥‥認められなかったから反乱を？」

「いいや、認められたさ。俺も妻の実家にはおとがめはなかった。だが、あの男は妻が命を賭けた約束を破った。あれが死んだ時、俺は辺境すぎて妻の死を知らなかった。ある日、数人の騎士が来てな‥‥‥さっきみたいなことになった」

　イブリースはしゃべり過ぎだなと言い、自嘲気味に笑っていた。

「王は俺の反乱を恐れて、刺客を放ち殺そうとしたんだ」

　そう、アンリエッタに告げた。

「妻を召し上げておき、しかも自害までさせておきながら？　そんな非道なことが許されていいの‥‥‥」

「だからだ。俺は剣も槍も、銃もまあ一通りは使えるが、あくまで普通だ。あの夜に生き延びられたのは奇跡に近かった。それからだ、復讐を誓い‥‥‥枢軸の最奥に向かったのは」

　最奥？

　何があったかしら？

　アンリエッタは記憶を探る。

　枢軸連邦は南・西・東・北の四大陸に領土を持つ、強大な軍事国家だ。

　そして、その名の通り、数百の国が集まる連邦国家でもある。

　南の大陸の砂漠地帯から北の大陸の山岳地域の奥に至るまで深く広がっていた。

　有名なのは西の大陸にある、太陽神を奉る神殿の統括機関である法王庁と、この南の大陸にある、古代の魔法を研究する機関であるジェニスの塔。

　賢者が営むといわれるその塔くらいであり‥‥‥。

「あなた、賢者になりに行ったの？」

「鋭いな。あいにくとなり損ねたが、まあ、一応は賢者みたいなもんだ。魔法の適正はあるが、魔力を集める才能がない。仕方がないから、あの指輪のようなものに溜めて使っている」

「ふうん‥‥‥それでも、一国の王を単騎で討てるほどには有能なのね。一人でされたのですか？」

「いや、仲間はいたよ。かつての同僚や国内の騎士団、それに神殿からも嫌われていたからな、あの国王は」

「神殿？　王が神殿から嫌われるとはよほどですね？　宗教弾圧でも行おうとしたのですか？　枢軸連邦と言えば、聖者サユキ様の臣下たる、太陽神アギト様の信仰が盛んな地域のはず」

「詳しいな？　俺の国ではもう少し古い神を信仰していた。それを改宗しようと弾圧していたのさ。だから、変な言い方になるが――復讐をするには恵まれていたんだ」

「そう‥‥‥良い言い方ではないですが、成し遂げたということですか」

「ああ。主君殺しをしたのが、昨年の春だ――それからはお尋ね者になった。これが、俺の全てだ。あと、イブリースは本名だよ」

　どうかな？

　嘘か真実か、あなたはどう思う？

　そう問いかけられてアンリエッタは悩んでしまうのだった。







名誉ある自害




　アンリエッタはしばらく悩んでみた。

　耳を澄ましながらどこか所在なさげに尾を服裾から覗かせてそれを左右に振る。

　尾は、時には彼女の不安を示すかのように、膨れたりしぼんだりと、その大きさで感情を表していた。

　なんて分かりやすいんだ。

　これは良い、機嫌を知ることのできるものを見つけた。

　これから先の会話の中で、なにかに役立つかもしれない。

　イブリースがあまりにも、興味深そうに見るから、アンリエッタは視線に気づいてしまう。

　思案していた少女はイブリースを不機嫌そうに睨んで尾を隠してしまった。

「あまり見ないでいただけますか？　見世物ではありませんので」

「いや、すまない。なかなかに会うことが無いからな、獣人には‥‥‥」

　あれ、そうなの？

　公国にも、王国にもたくさんいるのに。

　アンリエッタはそう思った。

　普段から身の回りの世話をしていたのは全員、獣人だった。

　公国でもどこにでもいる存在だったから、逆にイブリースの発言は面白く感じてしまう。

　少女は、イブリースが住んでいた世界に興味を持ってしまう。

「枢軸には、いなかったのですか？　その、イブリース‥‥‥でいいのかしら？」

「好きに呼ぶがいいさ。あいにく、ライオットという名は持っていないがな？」

「まあっ、意地悪な人！

　素知らぬふりをすることくらい、礼儀でしょう？」

「そうか？　俺はここで話を聞くとは言ったが、さらしたのはそちらだぞ？　しかも、短剣を投げかけてこようとしていたじゃないか。子供がいるから、助かりたい。そう言うから連れて来たのに」

　俺は悪くないのにとイブリースはぼやいた。

「それは、母親なら誰しもがそう思うはずです！　あなただって結婚されて奥様がいたなら理解できるでしょう？」

「奥様はいたが、理解はできんな」

「なぜですか、結婚してすぐに側室になれとは言わないでしょう？　それほどまでに早く離別したのですか？」

　イブリースはいや待てよ、そこまで入り込んでくるかと思い、不機嫌な顔をする。

　ずけずけと、遠慮のない公子妃補様だ。

　聡明そうで世間知らず。

　それでいて勝気で間が抜けている。

　おまけに妊婦だ。

　この先、一人でどうやって世の中を渡って行くつもりなのか。

　そこが、性分なのか、心配になってしまった。

「なあ、公子妃補様。これから世間の冷たい風と戦いながら生きて行くんだ。覚えておきな、相手との距離を踏み越えてくるのは止めたほうがいい」

「冷たい、風？　それはどういう‥‥‥」

「だから、あなたはこれまでは支配する側だった。これからは、支配されそして、逃げる側だ。態度も考えも変えないと子供は育てられんぞ？」

「それは‥‥‥」

　アンリエッタは言葉に詰まってしまう。

　世間はそんなに甘くない。

　そんなことは何となくだが、知っていた。

　だから、こうして逃げてきたのだ。

「考えなしに生きていくつもりだったのか？」

「違います！　子供の為ならば‥‥‥身体を売ってでも、どうにかしようというくらいの考えはあります」

「考え、な。しかし、まだ十六だったか？　身体を売ることがどれだけ辛いかは、知らないだろうな」

「‥‥‥」

　手配書や賞金がかかれば、あっという間に人間は豹変する。

　態度を変えて、それまでの関係をひるがえして敵に寝返るものだ。

　イブリースは自分の体験からそう忠告した。

　俺は主君殺し。

　あなたは王国への反逆者だ、境遇が似ていると思わないか？

　イブリースはアンリエッタに教えていた。

　生き残ることは、追われる身になればなるほど、難しくなるぞと。

「まず産むまでにあと二年。その間になんとかすれば‥‥‥」

「無理だ」

「なぜそう言い切れるのですか‥‥‥」

「子供がいると知れば、もう一人のイブリースは、必ずその子を殺そうとするからだ」

「それは、あり得るかもしれません」

　少女はうつむき、顔を暗くする。

　ただでさえ暗い空間に、更に暗鬱な雰囲気が混じっていた。

「あり得るのか？　どうしてそう思う。仮にも、彼は父親だぞ？」

「あの方は帝国の人間になるのですから。そして、公国も帝国に寝返るでしょう。この子が目ざわりなのは理解しています‥‥‥。でも、すぐには来ないと、そう思ってもいるの。彼はまだ戦場で、ここからははるかに遠い場所、その間に一度、王国へ戻れればより遠くへと逃げる方法もあるかもしれない」

「それは、やめたほうがいいな。ついでに言えば、いまのあなたは誰一人味方がいない。そう、考えるべきだ」

　なぜですか？

　きょとんとしているアンリエッタは、不用心にも尾を出していた。

　それは力なくしおれていて不安を示していた。

　その程度のことくらい、分かれよとイブリースは思うが、相手はまだ十代。

　仕方ないかもな、と自分に言い聞かせて答えを返してやる。

「王国はすでに知っているからだよ、公子妃補様。公国の裏切りも、帝国との癒着も、イブリース公子の婚約破棄も、だ」

「それは早計ではないでしょうか？　もしそうなら、わたしを戻らせるようにするか。あの場にいた家臣たちに大公夫妻を討つように命じたはずでは？」

「俺が王国の国王なら、それはしないね。もっと賢くやる」

「賢く？　なら、婚約破棄なんて手紙は意味がないではないですか。あれを読んでわたしはイブリース様の真意が知りたくて、でも公国は危険だから家臣を戻したのに」

　だからさ、そこだよ。

　そう言い、イブリースは思わず笑ってしまった。

「なにがおかしいのですか！」

「だからだな、王国は貴重な戦力をあなたに、あっけなく奪われたわけだ。これまで、護衛としておいて置けた、ある意味、監視であり、大公夫妻の喉元に突きつけた刃を」

「えっ‥‥‥？」

「理解できないか？　公国の公宮のすぐそばに自国の精鋭をおいておけたんだ。これまでは」

「そんな兵はどこにも――まさか、わたしの家臣たちがそうだとでも‥‥‥？」

「ああ、その通りだ。監視や、その気になれば大公夫妻の命も狙えるとみせていたんだよ。だが、その無言の圧力はあっけなく瓦解した。それをしたのが王国の姫で、公子妃補だ。王はさぞ、怒り狂うだろうな」

「待って！　なら、今回のことはおじい様も既に知っていてそれでいて、帝国とのイブリース様の婚儀を黙認していたと、そうあなたは言いたいの？」

「もし、俺が国王なら、そうする。手紙が届き、公子の婚約者である孫娘が家臣に相談する。それはそのまま王国へと伝達されるわけだ。手筈は整った、やることは一つしかない。そうだろ？」

「でも、それはわたしの命令が無ければ、あの者たちが動くことはないはず‥‥‥」

「だから、孫娘に言わせるのさ。報復したい、と。そして、公国を帝国と半分に分割する。邪魔な大公夫妻は殺せばいい。命令を下した犯人は‥‥‥？」

「わたしっ？」

「かもしれんな？　そんな筋書きならまあ、納得がいく」

　イブリースは意地悪そうに言ってやる。

　利用されただけの女はどんな気分かな、と。

「じゃあ、戻したみんなが危ない‥‥‥」

「逆だ。あなたが危なくなるんだよ。連中は既になにか命を帯びていたはずだ。でなきゃあ、俺のあれだって‥‥‥」

　都合がよすぎる。

　あまりにタイミングよく、衛士長が駆け付けてきた。

　普通はああは、うまくいかない。

　つまり、自分も王国や公国の駒の一つにされていた。

　そう考えると恐ろしい国王だ。

　イブリースはアンリエッタの祖父に畏怖を感じていた。







逃亡犯は不敵に微笑む




　そして同時に、妙だなとも思った。そううまく命令を下せるものなのか、と。

　馬で一か月もかかるような、遠方の地にいながらそれができるものなのか。

　何かがおかしいと、イブリースは妙に引っ掛かるものを感じていた。

　そんなこととは露知らず、アンリエッタは知らされたことにただ、驚くばかりだ。

「長年仕えてくれた者たちが、今度は刺客になるなんて！　信じられない‥‥‥」

「ま、あくまで俺の推測だ。それで、あなたの結論はどうなんだ？」

「え、結論ってつまり、おじい様がそこまで考えていたかどうかを信じるか、信じないか？」

「いや、そうじゃなくてだな」

「ああ、あなたを信じるかどうか、ですか？」

「そうだ。俺を信じるのか、信じないのか。このままついてくるのか、来ないのか。どうするんだ？」

「‥‥‥わかりません。こんな信じられそうもないことばかり言われると、不信感しかでてこないわ」

「ふん、なるほどな」

「それに、こんなことは言いたくないけど‥‥‥亡くなられた奥様の話も、大きな疑問点があるし」

「疑問点？　どこにあると？　俺は真実しか語ってないぞ」

「だから‥‥‥あなた、仇はもう討ったんでしょう？　でも、考えてみれば召し上げなのだから。それは、家臣としては名誉ではないですか。それに、上がった先で自害するならば、上がる前にするのが普通でしょ？　冷静に考えたら、どこかに無理があります」

「うーん。それはどういう無理だ、公子妃補様？」

「だって、‥‥‥たった四年かそこらで普通の人間が、賢者になり敵討ちまでしたなら噂にも上るはず。わたしは女ですから、そんな英雄譚があれば吟遊詩人が流しで歌うのを聞いているはずです。悲哀物だとしても、知らない話だわ」

「つまり、俺は嘘つきだと。そう言いたいのかな？」

「そうではないけど。でも、矛盾があると思います。そう考えたら、行動を共にするのも不安しかないわ」

　抜けているようで賢いのがめんどうくさいな。

　もう一人のイブリースもそう思ったんだろうか？

　この奔放でややこしい公子妃補様は、なかなか手懐けられない、と。

「矛盾、か。名誉ある自害、それは本当だ。騎士がやってきたのも、九死に一生を得たのも、賢者の塔で修行したのもな。どれも、嘘じゃない」

「なら、主君殺しは？」

「それも本当だ。嘘は言ってない」

「でも、どこかに嘘があるわ。結婚？　召し上げ？　それとも本当はあなたの横恋慕で、国王様とその女性の正式な結婚に邪魔をしたとか」

「なんだよ？　俺が、ミーシャを襲い、自殺させた上に王を殺したとでも？」

「ミーシャ‥‥‥さん、なんですね。奥様？」

「あっ‥‥‥」

　イブリースはしまったという顔になる。

　余計な情報を与えてしまった。

　まあ、知られて困るものはないが。

　そう彼が思った時だ。

「お子様はいなかったのですか？　イブリース？」

　そう、アンリエッタは畳みかけてきた。

　勘弁しろと、イブリースは頭を抱えていた。

「無理だよ、まだ十三歳だぞ！　その年の貴族令嬢と、結婚したんだ。俺にだって男の意地がある、そんな子供に手を出せるものか！」

「十三歳なら普通の結婚すべき年齢ですよ？」

「だが、子供が産まれるのは十三か四だ。身体が‥‥‥細すぎたんだ。抱けるわけがないだろう？　俺はあれとの結婚が例え家同士の政略結婚だったとしても」

「だとしても？　何か」

「‥‥‥使い古された言葉だが、俺はあれを愛していた。無垢な幼女に手を出すような、そんな薄汚い男じゃあないんだ。待っていたんだよ、せめてあなたくらいにまで成長して、それで産めるようになるなら。だが、あの男はそうじゃなかった」

　奴は人間じゃない。

　ケダモノだ。

　そう、イブリースは過去を悔やみ、うめいていた。

　それならば、あなたは単なる復讐鬼ではないですか。

　どこまでも冷たく、アンリエッタはイブリースにそう、言い放った。

「主君への恩義も忠義もなく、側室に上がった後は妻ではなくもう側妃なのですから。あなたよりも上なのですよ、なのに下級の者が単なる横恋慕をして、復讐をしたと世間は見るしかありませんよ。ねえ、イブリース。よく、そんなあなたを受け入れてくれましたね、賢者の塔は‥‥‥」

「呆れたように言うのは止めろ」

　なら、とアンリエッタは声を重ねた。

　真実が知りたい、と。

「真実か、そんなことを知ったところで、あなたに何の得がある？　王族としての矜持か？　他国の王族をその臣下が殺したということに対する怒りか？」

「呆れた。あなたは、そんなことしか考えられないのですか？」

「意味がわからんよ。俺のことよりも、いまはあなたのことだと思うぞ？　この空間から抜け出る方法もそうだし、この先どうするかもまだ考えてないのだろう？　他人の過去を聞いて詮索するなら、自分の身の振り方を考えたらどうだ？」

「ほら、そうやって誤魔化すから怪しいのです！」

「だからだなあ、本当にそれでいいのか」




　現実を理解できているのか、公子妃補様？

　あなたの方が、窮地におかれていることを、と。

　呆れてしまうイブリースだった。

「だからもなにもありません！　そんなにまで誤魔化したいのですか？　真実を話すと言ったのに」

「ああ、めんどうくさい女だな、あんたは」

「神殿」

「は？」

「王を討つときに騎士たちが手伝ったというのも、神殿が加勢したというのもおかしな話です。神殿が何か特別な命令、神託でも出したのでは？　それなら、王を討伐する理由に当たります」

「本当にめんどうくさい女だ。勘まで良い‥‥‥」

「では、間違っていないということで良いですか？　神託が下るほどに酷い治世を行ったと、そんなところかと思いました」

「じゃあ、そういうことにしておかないか。大方、間違っていないよ」

「大方、ね。でも、あなたがその任を神から命じられたとしたら、それは勇者に近いということになると思います。でも、それほどには強くない‥‥‥賢者とは魔王と互角に戦うという伝説の勇者に近い存在なんですか？」

「女というやつは話好きだな――確かに、賢者は勇者に比肩するほどに強い。不老不死ではないのが欠点だが‥‥‥」

「でもやっぱりどこかおかしいわ。賢者様が強いとしても、それを理由に神託を出すとは思えない。神々だってそれほどに愚かじゃないはず」

　まだ何か隠しているでしょう。腰に手を当てて、さあ、言いなさい。

　アンリエッタはイブリースに詰め寄っていた。

　真実よりも興味が、興味よりも何か別の勘のようなものが働いていた。

「鈍いのか鋭いのか‥‥‥」

「ほら、話なさいよ」

「昨今、多くの神の現世での代理人。そんなものが増えている。俺の国も例外ではなかったってことさ」

「つまり、あなたの奥様は――」

「もう、それくらいで良いだろう？　王はその代理人を手中にして、神殿すらも取り込もうとしたんだ」

「しかし、自害させてしまった、と？　神の代理人は果たして‥‥‥」

「話がずれているぞ、公子妃補様。もういいだろう？　次はあなたのことを話さないか？」

「わたし？」

「そうだ。世間知らずの公子妃補様がどう生きていくのか、聞きたいものだ」

　イブリースに話を振られ、アンリエッタは言葉に詰まった。

　世間を知らない自分が生きていくために必要な物。







神に弓引く者




　具体案。

　そんなものがあれば、もっと賢くやっている。

　そう思った時、アンリエッタはふと思いついた。

　もしかしたら‥‥‥。

「あなたと出会うことがなければ、わたしは逃げる必要は無かったのでは？　大体、ここに誘ったのも、真実を話すと言ったのもあなたではありませんか！　ならっ」

「なら、なんだよ？　その全てを俺に託す、とでもいうのか？」

「そんな話はしていません！　王国のおじい様が考えたというそれだって、全部あなたの思いつきかもしれないじゃないですか、馬鹿馬鹿しい」

「馬鹿馬鹿しいだと？　良く言えたもんだな‥‥‥。自分で選んできたんじゃないのか？　臣下もあなたの意思で戻したんだろ？　そんな判断ができるのにここで他人のせいにするのか？　まあ、誘ったのは俺だが」

「ええ、誘われて来ましたとも！　だから知りたいんです。あなたが信頼に見合うかどうかを」

「信頼、ねえ‥‥‥まあ、未来を託すと言えば大袈裟だが。あなたがいまからどうするかを決めても、俺にしかできないからな。ここからの出入りを操作することは。つまり」

　距離を置いているイブリースからじろりと睨まれて、アンリエッタは思わず、貞操の危機を予感してしまった。彼も物言いならばなんでも出来そうなことを、暗に示していたからだ。

「何かすれば死にますからね？」

「何を考えたんだ、何を‥‥‥疑念と不安だらけの顔で牙をむかれても俺が困るだけだぞ？　俺が言いたいのは、あなたをどうこうしようってことじゃない。行き先を自分で選ばなきゃ、なにも変わらんとそういうことを言いたいだけだ」

「だって、あなたがいつ裏切るかなんてわからないじゃない！」

　アンリエッタは尾と耳と、心なしか両頬の下にふっくらと出てきた牙をむいて抗議していた。

　元気がないときや不安な時は畳まれているその青い三角形の直角な耳。

　いまは天を目指すように立っているし、尾なんていいマフラーになりそうなほどに膨れている。

　まるで、猫みたいなやつだなとイブリースはくすりと笑ってしまう。

　いつ裏切るかわからないなあ？　ここは少しでもその気勢を削いでおこうかとイブリースはある事実を、突きつけてみた。

「その一番信頼していた男から裏切られたのはどこの誰だ？　逃げ出してここにいる理由は？　お腹の子供を救いたいから、だったんじゃないのか？」

「え‥‥‥っと、それはそうだけど、でもあなたが信頼るかもしれないから」

「俺はここから出すだけだ。さて、もうこのやり取りにも飽きてきた。どこに行く？　その前に何か言うことは？」

「うー‥‥‥ッ！」

「狼のように唸るな！　お願いします、だろ？　まったく、貴族様はこれだから困る‥‥‥

「何よ、その言い方。自分だって元貴族様じゃない。おまけに罪人のくせに‥‥‥！」

　イブリースはしてやったと皮肉に微笑んでいた。

　もう少し追い込んでおくべきかもしれない。

　そう思い、言葉を重ねてみる。

「ついでに、金貨だの銀貨だの。そういったものの使い方は知っているのか？　自分で食事は作れるのか？　逃げ延びた先で生きていく方法は？　偽りの身分を手に入れる方法は？　戦い方も知らない女がどう生きる？　その身体を売らなければ、生きていけないときもあるぞ？」

「ううっ！」

「なら、その際はどうする？　自分の貞操優先か？　子供優先か？　誰を頼るのかその宛は？　あなたは全部が抜け落ちている気がするのは気のせいかな？」

「くっ、そこまで好き放題言われて黙っているとでも？」

「黙らないだろうな。だが、口先よりも頭を回転させるべきだろ？　言うことは？」

　アンリエッタは悔し気に、尾を立ててまで抵抗するがまるでそれは意味を介さず‥‥‥。

　ここは黙って頼るべきだとそんな結論が出ていたのを認めたくなくて意固地になっていた。

　しかし、頼るべきなのは目の前で意地悪をするこの男しかいないと事実は、理解していた。

「た、助けてください。イブリース」

「ほう？」

「なんて、言うとでも？　言いません。何より、それを言えばあなたを巻き込むことになるわ。もし、可能ならこの公国の端。王国とは逆の場に連れて行って頂ければそれで十分です」

「そうか。まあ、俺も厄介事に首を突っ込む気はないからな。既に突っ込んでいるが‥‥‥で、どこに行きたいんだ？」

「どこにと言われても、そうねえ」

　アンリエッタは記憶にある地図をさぐってみる。

　あの場所は公国から西にある。

　でもここから？

　あの場所から歩いてだと一か月は優にかかる距離を歩いていくのはこの格好では無理だと思った。

　自分の着ている物、持っている物を確認してみた。

　ハンドバッグが一つ。

　服の各所に隠し持っている短剣もそう多くはない。

　それに比べてイブリースの方は？

　こちらも衛士の制服に剣と槍のみ。

　彼はどう落ち延びるなんだろ？

　ふと、そこが気になった。







異空間の泥棒




「あなたはどうされるつもりなの？　そんな衛士のままの恰好で‥‥‥？」

「俺は取りに行くというかー‥‥‥まあ、私物はここにある」

「え‥‥‥？」

　いつの間に彼の端には大きな荷袋があり、それは数個にも及ぶ。

　どこからそんなものを、とアンリエッタは唖然としていた。

「これが気になるのか？」

「それはまあ、そうでしょう。いきなり無かった物が、出てきたのだから」

　彼女の視線に気づいたのだろう、イブリースは得意気に披露して見せた。

　その荷の中には食糧や布、衣類などもありまるで魔法のようにアンリエッタには見えた。

「この空間は世界の狭間、そう言っただろう？　時間ともある程度、隔絶されていながら随意の場にも行き来できる便利なものでな。衛士の宿舎や公国の食糧庫からは、それなりに無くなっている、かな？」

「それって、泥棒？　え、待ってください。それなら、わたしの私物も、回収できる？」

「出来ないことはない。ただし、代価は必要だな？」

「代価？　金貨や宝石類は、まあ‥‥‥ある場所は知っていますけど。まさか、誘拐の上、金品強奪まで為さる気ですか？」

　呆れ果ててため息をつくアンリエッタに誰が誘拐だよ、とイブリースはため息を追加する。

「荷物の支度をしたいなら、まずは館まで戻ろう」

「ちょっと！　そんなことをすれば、敵地にむざむざと死地に赴くようなものですよ？」

「頭の堅い公子妃補様だなあ。そんな真の姿を晒せば、かならず王国はあなたを殺そうとするぞ？　もう少し考えたらどうなんだ？」

「どうして殺そうとすると？　だいたい、この空間から出れば元に戻れると言ったのは、あなたですよ？」

「ああ、確かに言った。だが、稀にいるんだ。戻っても、この中のままの姿で現世に戻るやつが。その場合、古い姿には戻れない」

「そんな‥‥‥では、あなたに名案があるとでも？」

「無いこともない。で、いくら払える？」

「ううっ‥‥‥その代価とは一体、いくら払えばいいのですか？」

　それは簡単だ。イブリースはアンリエッタに指先を突きつけた。

「あなたの身体だよ、アンリエッタ？」

「まっ？　なんて恥知らずな‥‥‥」

「恥知らずで結構。さて、そうと決まれば頂くとするかな。抵抗するなよ？」

「だっ、誰がむざむざと‥‥‥あ、ないっ！」

「不思議なことに短剣はここにある。やれやれ、どこにこれだけ隠していたんだ？　ここは俺の空間。だから抵抗は、無意味だよ、アンリエッタ‥‥‥」

　いつの間にかイブリースはアンリエッタの潜ませていた短剣の全てをその手に揃えていた。

　どうやったんだろう、とアンリエッタは戸惑い、ある恐ろしさに襲われる。

　この距離で触れることなくかすめ取って行くなんて信じられない凄腕だ。

「あ、ああ‥‥‥」

　アンリエッタは途端、逃れようのない恐怖に襲われて地面にへたりこんだまま後ずさりし、逃げ場を求めていた。







生きることの代価




　怖い。

　まるであの夜に感じたような錯覚に陥ってしまう。

　彼を初めて受け入れた半年前。

　ふたりであれだけ盛り上がって、愛をささやいたのに。

　アンリエッタは初めて男性と肌を合わせるという行為に背徳感を感じていたのを覚えている。

　あの時はまだ二人は婚約者同士で、正式な婚儀を迎えるまでは夜と共にする行為なんて禁じられていたからだ。

　その恐怖感は彼の、男性の肉体を間近にした時に感じた。

「お、犯すなら、舌を噛みますよ！」

「舌を噛み切っても死ねないぞ？　逆さに巻き上がったそれで気道を塞がれて苦しいだけだな」

「あっえっ――なら、この爪で喉を」

「子供がお腹にいるのに？　母親が子供殺しとは罪深いことだ。嘆かわしい」

「そんなっ」

「聞いたところによると、胎内にいる時も赤子は親の会話などを聞いているらしいな？　いや、恐ろしいものだ、記憶というものは。産まれたあとにそれが、蘇らなければいいのだが」

「そんなっ、ひどいっ。何もかも、わたしが悪いように言わないで！」

「だって、真実だろ？　俺はまだ何をするとも言っていないし、あなたが勘違いして一人で騒いでいるだけだ」

　やれやれ、これだからお姫様は。

　そう揶揄するイブリースの言葉にアンリエッタは顔を真っ赤にしてしまう。

　この爪と牙でその喉元を噛み切ってやりたいと怒りと募らせるが、早合点が多いと言われたらそれは否定できない。

　今回だって、子供のことを一番に考えていればこんな行動にはでなかったはず。

　自分で理解すると、赤面して俯いてしまった。

「もう、いい‥‥‥。信用と信頼の差も知らない世間知らずに語る言葉はない。その髪をくれ。嫌なら毛でも、その尾でもいいぞ？」

「はああ？　まさかっ、この尾を根本から切断してマフラーにでも‥‥‥なんて極悪な！」

「違うっ！　あなたの複製を作るんだ」

「ふく‥‥‥せい？」

　聞きなれない単語に、アンリエッタはきょとんとしてしまう。

「それをどうするつもりなの？」

「そっちに死んでもらうんだよ。こっちを生かすためにな」

「何をどうするつもりですか、賢者の秘儀でもあるとでも言うのですか？」

「ああ、そうだな。だから、殺すんだよ。そうすれば、あなたの死体ができるだろう？」

「なんて残酷な！」

「おや、どこの誰かな？　子供を宿したまま、自決なんてしようとしていた母親は？」

「くっ‥‥‥」

「命の定義は様々だが、その子供を救いたいはずが、自分の意地だの誇りだの、王国の誇りだの。そんなつまらんものに左右された挙げ句に簡単にぶれるなら公子妃補様。少なくとも、あなたは母親としては失格だ。貴族の令嬢としては優秀かもしれんな？」

「理解出来ません」

「あなたを生かすために、俺にできるのがそれだというだけの話だ。」

「まあ、いいからさ。この短剣で、背中から下の腰辺りまであるのを切ってくれ‥‥‥」

「そんなに長く？　ここまで伸ばすのにどれだけかかったと」

「いるんだよ、そんなに短く、な。本当なら、あなたの腕一つは必要なのさ」

「腕‥‥‥」

「代わりになるものを考えている。思いついたのがそれだ。他に妙なものを混ぜるとそれはそれで劣化しやすい。一番良いのは他にもあるけどな？」

　じろりとイブリースが見たそこには尾と‥‥‥両耳があった。

　慌ててアンリエッタは頭とお尻を抑えて庇おうとする。

「あ、あなた。だまし、て‥‥‥？」

「いやー本当に分かりやすいな、あなたは。いま一つ足りない。」

「おじい様はそんな非道な真似をするはずがありません！」

「したじゃないか。孫を出汁に使い、利用されたのをもう忘れたのか？」

「まだ――そうと、決まったわけじゃないわ」

「ま、俺には関係ないことだ。それよりも、あなたと公子の、なんだ。その、一夜のことは知っているのか？」

「知りません！　でも、ハンナは‥‥‥侍女長は気付いていた？　いいえ、それはないわね。わたしは数日、あの方が王国の城外に設営していた天幕の中に居ましたから」

「それが半年前？」

「‥‥‥ええ」

　恥ずかしそうに言うアンリエッタは、遠い目をしていた。それから思い直したように顔を上げて質問する。

「それで、どこまでの長さが必要ですか？」

「ん？　‥‥‥できるなら、その高くまとめて欲しいものだが。出来るのか？」

「あなたが、嘘つきかどうか。この髪が真実を教えてくれるならー」

　それもまた、安い物。

　アンリエッタはポニーテールにするように髪を高くまとめあげた。

「すまんな」

　その一声と共に、長年伸ばしてきた髪の重さを失い、心のどこかに空虚な穴が開いたような気もするアンリエッタだった。

「さて、これで作る。あまりいい気はしないものだから、見ない方がいいぞ？」

　そうイブリースはアンリエッタに伝えるが、少女はふんっと鼻を鳴らした。急かされているようで、イブリースは面喰ってしまう。

「今更、どうしろというのですか。ここまで来て、見ないふりも出来ないでしょう‥‥‥」

「存外、母親というものは強い生き物なのかもしれんな」

「何ですか、それ。やるならさっさとやりなさいよ。最後まで見届けてあげますから」

　と、呆れられて苦笑していた。

　そして、その作業はおぞましくも暗澹たるものだった。




　☆




「な？　見ない方がいいと言っただろう？　そんな吐くまで我慢しなくてもいいのに」

「だって！　そんな血なまぐさいものだなんて。自分が卵から産まれてくるなんて思わなかったわ！」

「だから、見るなと注意しただろう。聞かないからだ」

「聞かないからだ、じゃないわよ。そんな、禍々しい儀式だったなんて！　おまけに生まれたままの姿なんですよ、恥ずかしいったら‥‥‥」

　この変態、と毒づかれ睨まれて彼は、アンリエッタに冷ややかな視線を向ける。

「卵じゃなくてあれは光の繭のようなもの‥‥‥で、すまんが脱いでくれ」

「何ですって！　短剣で刺されたいの？」

「違うっ、勘違いするな。先に、あなたの部屋への扉をつなぐからな。必要なものを抜き出せばいい」

「脱ぐってどういう意味ですか！　それに抜き出すと言っても屋敷に誰かいたとしたら‥‥‥」

「そんな問題、どうにでも出来るんだよ」

「要領を得ません」

　いまひとつ、イブリースの言うことは要領を得ない。

「扉といっても、ここは世界の狭間。なら、何も表から行くことはないだろ？　箪笥の裏側から行けばいい。あちらの闇はこちらよりは明るいのさ」

「明るいってどういうこと？　闇ってここも闇じゃない」

「まあ待てよ。いまつなぐから」

　だからな、ほら。

　と、アンリエッタの住んでいた離宮が眼前の空間に映しされる。

　意外にも、そこには帰国したはずの臣下たちやハンナたちがちらほらと見え隠れしていた。

「あの子たち！　王国に戻ったんじゃなかったの？」

「叫んでも聞こえないよ。やはり、戻っていたか。仔細を知りたいところだが‥‥‥」

「しばらく、様子を見る、というのは無理なのですか？」

「いや、それもいいんだが。俺はさっさと仕込みたいんだよ。死体を、さ？」

　そう言われてアンリエッタは目の前に横たわる、『殺された』、自身の遺骸を見下ろした。

「それで服だがな、案内してくれ。あなたの衣類がある部屋に」

「案内ってどうすればいいの？」

「普段歩くように、考えればいい。そうすれば、景色が変わる」

　景色はアンリエッタの指示によって彼女の衣服があるクローゼットに移動する。

　イブリースはその景色にいきなり手を入れて、中にあった一着を見事に取り出してみせた。

「凄い‥‥‥」

「向こうから見たら、いきなり衣服が消えたように見える。あくまで、俺たちの存在は映らないんだ。便利だろ？」

「これで、その食糧や武器もかすめとったんですね‥‥‥」

「ま、ちょっとした盗賊の気分だ。ほら、どれにする？　自分で選ぶがいい、ただし、身をこの空間から離すなよ？　出過ぎると、この異世界から放り出されるぞ」

「そうなるのは嬉しくないから、気を付けるわ」

　それならば、と旅行用のバッグをいくつかとそこに、普段着、ドレス、その他諸々。

　これから旅になるなら、と何度か経験している‥‥‥何がいるのかしら？

　頭を捻るアンリエッタにイブリースは苦笑した。

　どうやってこれを運ぶつもりなのかと、悩んでしまうくらいの量と金貨や宝石類。

　公的な身分証を手に、アンリエッタは「まあこの程度かな」と、満足げに呟き、荷物の影に隠れて「彼女」に、自分が着ていた服を着せていた。

　着替えを終わらせると、イブリースは「彼女」の身体を抱き上げるとその脇に深々と短剣を差し入れた。

　遠慮なく、容赦なくまるで狩りで狩った獲物を解体するようなその冷徹さに、アンリエッタは薄暗い罪悪感を、自身の心に感じていた。

　これで自分も、殺人者の仲間入りだとそう思った。

　イブリースはついでにと、何かを空間から取り出す。

　それを見て、アンリエッタは驚きの声を上げた。

「あなた、それは、何‥‥‥同じあなたがいる」

「俺だよ。この時の為にな、用意していたのさ」

「あなた、わたしと相対自殺させるおつもりですか？」

「かもな？」

「そんなっ、不名誉な死はいやっ！」

　アンリエッタの制止は遅かった。

　吹き出す血を浴びないように、イブリースは自身の複製の喉を掻き切っていた。

　不思議なことにその血はあるところで止まり、そこから先には流れて行かない。

　イブリースは二体の複製し、死んだそれらをまだ誰も来ていないであろう部屋に放り出していた。

「なぜ？　あちら側では、さもいま死んだかのように見えるわ‥‥‥」

「まあ、それを狙ってみたんだ。俺は誘拐しあなたを殺害して自殺した。あなたはこれで自由を獲得したわけだな。さて、これからどうする？　その髪の色はプレゼントだ」

「え？　どういうこと、あれ？　まさか‥‥‥」

「蒼い髪の人間はいないからな。黒くしておいた。まあ、青みがかった黒だが悪くはあるまい。さて、次はどこに行きたい？」

「どこにって言われても、逃げるしかないわ。そうじゃない、イブリース？」

「逃げるね。まあ、正解だな。とりあえず、どこに行こうか決めようじゃないか」

「なるべくなら、公国や王国から離れた土地が良いわ。この子のためになるような、そんな場所がいい」

「とはいえ、俺はさっさとおさらばするぞ」

　しかし、その意志はアンリエッタの笑顔によって、否定される。

「まさか、世間知らずな無知な小娘を放りだしたりしないわよね？　賢者イブリース様は？」

「なっ‥‥‥」

「さあ、よろしくお願いしますね？　イブリース様？」

　その問いかけにイブリースは否定の言葉を――出せなかった。
















第四章







猫耳と道具屋




　アンリエッタの騒動から数日後。

　二人は帝国領に近いとある街にいた。

　イブリースはラッセル。

　アンリエッタは名を短くして、アンリと名乗っていた。

　名前と共に、アンリエッタはその外見を変えていた。

　蒼い髪はより黒くなり、金色の毛皮に覆われた『猫耳』と、長い赤茶色の尾を持っていた。

　虚無から出た後、アンリエッタの外見は元には戻らなかった。

　これはプレゼントだと、イブリースは言う。

　新しい人生を別の姿で始めることはどこか不思議で、少女は落ち込んでいた顔に少しだけ笑顔が戻っていた。

　この日、訪れたのは人通りの少ない裏街道にある、とある工房。

　店主が今回は自信作だとある物をイブリースに渡す。

「どう思うよ？」

「ふうむ。前回はすぐにバレたからなあ」

　イブリースは二枚の偽造した身分証を手にして、それをにらんでいた。

　そこはイブリースが懇意にしている、裏の紹介屋が案内した偽造屋だった。

　前回はイブリース、がその高額に呆れはてて値段を値切りすぎた。

　そのため偽造されたものだとあっさりバレてしまったのだが‥‥‥。

「今回は、いいな！」

「いいなって‥‥‥あんたが貧乏人みたいに値切るからだろうが？　たかだか、金貨二枚だぞ？」

「金貨二枚でもあの時は大金だったんだ」

「何が大金だよ。うちみたいな良心的な業者、どこを探してもないぞ？　それを銀貨五十枚に値切ったのはどこの誰だ？　四分の一の値段じゃ、あんなもんだよ」

　偽造屋はどこか異邦の人らしい。頭を黒い布で蒔き、豊かなヒゲを腹辺りまで伸ばしていた。

　まあ、彼が言う金貨二枚は庶民からすれば大金である。

　しかし、とアンリエッタはイブリースをたしなめていた。

　偽造するなら、それなりのリスクを背負うのだから、高額なのは当たり前だ、と。

「そう言うなよ、アンリ。あの時は仕方なかったんだ」

「仕方なかったねえ。みんなそう言うわよ。何かあれば、あの時は仕方なかったって」

「小言を言って俺を責めるなよ」

「まあ、いいけど。ところで、ラッセル。彼の腕はその、確か、なの‥‥‥？」

「と、うちのは言っているが？」

　話を振られて、偽造屋は面白くなさそうに片方の眉を跳ね上げた。

　こんなにも丁寧に仕事をしたのに、なんて言い草だと怒っていた。

「失礼な！　俺の腕は悪くないぞ？　なんなら、これを見て行けよ」

「何、これ」

　偽造屋はアロンと言う名前で通っているらしい。

　アロンは数枚の偽造した贋作の身分証を、アンリエッタに見せてくれた。

　アンリエッタはそれらをまじまじと見つめ、中に公国や王国の貴族が持つ身分証を見つけると、自身の持つそれと比較していた。

　王国の身分証は特殊なインクを使っていて、それは日光などに照らすと反射する。

　それをたまたま知っていたから比較してみたのだが‥‥‥。

「凄い、どこでこのインクを‥‥‥」

「どこででもいいだろ？　あんたもいい身分証を持っているな？　なんだ、見せてくれよ」

「これは、その亡くなられたご主人様から、その‥‥‥」

「あん？　ああ、そういうことか」

　彼は片手の指先を曲げて盗んだんだな？

　そんな素振りをして見せる。

　それは自分のものです、とは言えずアンリは顔を真っ赤にして俯いていた。

「やれやれ、片方はどこかから逃げてきた男。片方は逃げる女、か。しかし、旦那。どこで見つけてきたんだ、猫耳族なんて。その、青黒い髪といい珍しいな？」

「蒼狼族の戻って行った家臣団から買い受けたのさ」

「奴隷、か。確かに半世紀前ほどに、戦争で負けた猫耳族の国があったな。生き残り、ってことか」

「まあそういうことだ」

「ふうん、お嬢さん」

「何です？　奴隷？」

「奴隷だろ、あんた。あんたも国を無くした身なんだな。俺も似たようなもんだ」

　アロンは自分の過去とどこか似通ったものを、アンリに見たらしい。

「行く場がない、故郷がないのは辛いよな、お互いに」

　そう呟くと、悲し気に頭を振っていた。

　奴隷って何？

　視線で訊ねるアンリエッタに、イブリースは後で説明する、と返していた。

「で、二人分な？　今回は安くはならんぞ、旦那？」

「わかったよ、正規の料金でいい。それで、いつできる？」

「うーん。そうだな、いまが週明けだから、早くて二週間だな」

「二週間か。どこかで宿を取らなきゃならんな、こりゃ」

「宿なら、この街に取れば良いだろう？　ほれ、先払いだ。全額払いな」

　そうアロンは手を出すと、イブリースから金貨五枚をふんだくっていた。

　暴利だ、そうぼやくイブリースをアンリエッタはなだめてやる。

　そして、偽造屋に尋ねられた事柄に応えていった。

　名前、年齢は予め決めた通りに、素性や苗字などはわからないとしておいた。

「はーん、アンリにラッセル、な。今回は貴族様名の敬称はなしか？」

「ああ、それなら。あれだ、ルイゼル子爵としておいてくれ」

「ルイゼル？　聞かない氏名だな？　まあ、いいか。どうせ、帝国に行けば詮索されることもなかろう」

「それは何故ですか？」

　アンリエッタは世間を知らない。

　そういうことにしている。

　奴隷が他国の状況に詳しくなくてもそれは不思議ではないから、偽造屋は馬鹿丁寧に答えていた。







帝国と公国の狭間にて




「つまりな、いまは王国と帝国。どっちかと言えば、帝国と枢軸の仲が良くてな？　帝国に新しい皇帝陛下が立ったんだが、これが十年も行方不明の皇太子殿下だった」

「へえ、十年も行方不明、ですか‥‥‥」

「そうなんだよ。殿下は稀代の魔導士とも呼ばれていたんだがな。凄いんだよ」

「その、何が凄いんでしょうか？」

「まあ、本当に凄い女大公様だ」

「女大公？　女性が大公家の当主になられたのですか？　それがどういう？」

「女大公ユニス様っていうんだがな。婚約者だったグレン皇太子殿下が行方不明の間、枢軸や東の大陸のムゲール王国と戦いを繰り広げて、とうとうムゲール王国と同盟を組んでしまった」

「それは大したものですね。軍師としても有能だった、と？」

「そう！　だが、殿下も負けちゃいない。ユニス様が戦っている間、殿下はそれまで敵対していた枢軸を支配していた太陽神アギトの法皇猊下をやっつけ、しまいには、三国同盟なんて立ちあげてしまったんだよ」

「ああ、だから帝国はこの南の大陸にまでやって来たんですね‥‥‥戦争ばかり」

「つい、数年前のことだ。その影響で、南方大陸の亜人国家とも帝国は交易網を広げた。つまり、亜人もたくさん帝国領には存在する。奴隷もたくさんいる」

「はあ、それで詮索する暇がない、と？」

「まあ、うまく作れた身分証を持っていれば、な？　俺のような凄腕なら、それくらいは簡単なもんだ」

「凄腕‥‥‥？」

　チラリとラッセルを伺うアンリ。

　同行者の視線に、彼は咳をしていた。

「そんなに凄腕だから、高額だし自信もある。イブリースがそれを評価せず、値切られて不快だった、と。そういうことですか？」

「そういうことだ。俺はきちんと評価してくれる相手、金払いのいい相手にはちゃんとしたものを渡すようにしている、その方が後からのトラブルも少ない。バレた、バレなかった。それで逆恨みされるなんて、命がいくつあっても足らんだろう？」

「確かに合理的なお話だと思います。イブリースが、いえ‥‥‥旦那様が、ケチでなければ出会いもありませんでしたから、そこには感謝していますけど」

「ああ、そういう経緯か。良かったのか、悪かったのかよくわからん話だな。で、どこに泊まる予定なんだ」

　イブリースは、いや、決めてないんだ。

　そう答えるとアロンは呆れた顔をしていた。

「お前なあ、仮にも逃げている身だろう？　まだ公国の領内だぞ？　俺が紹介してやるよ‥‥‥こんなお嬢さんに旦那様なんて呼ばせるとはなあ。あんたもツイてるんだが、ツイていないんだか‥‥‥」

「信頼できるんだろうな？」

「紹介屋のグレイオの顔を潰す真似をしたら、俺の命がないからな。そこは、安心していい」

「どうだか‥‥‥」

「信用しろよ。流れ者のあんたの値切りにも応じただろうが。まったく、この街のだな‥‥‥」
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　そう、偽造屋アロンから紹介された宿屋は至極、まともなところだった。

　数階ある宿屋というよりは、多少、些末なホテルという感じのそこは一般の商人なども出入りしている格式は低くない。

　場末の宿屋よりは、安全という意味ではまだましだと、イブリースは頷いていた。

「存外よいところですね、旦那様？　いつまでこんな呼び方しなきゃいけないのかしら‥‥‥」

「そう言うな、公子妃。いや、アンリ。俺たちは死んだことになっているはずだが。それでも警戒はしておいた方がいい」

　あの後、イブリースとアンリエッタは死骸を発見させて公国側からも王国側からも、イブリースに至っては枢軸側からも死んだことにされた。

　数日間、虚空の中を歩きようやくこの街にたどり着いた。

　現世に出た時、なぜかアンリエッタはその耳と尾がまだ生えたままだった。

　ふさふさの蒼い尾に蒼い耳。

　これはさすがにまずい、とイブリースは外観そのものを少しばかり変えてみた。

　それが、狼なのになんで猫なのよ！

　と、アンリエッタは怒ったのはいうまでもない。

　我慢してくれとなだめすかして、やってきたこの公国の東の端にあるサクゾの街。

　交易の要衝として栄える陸の港は、さまざまな種族でごった返していた。

　そして、あの偽造屋に行き二人は宿屋に入る。

　そして、アンリエッタは部屋の様子に絶句していた。

「同じ部屋、ですか。ベッドも一つしかないわ‥‥‥」

「まあ、俺は人間。あなたは亜人で、この公国では亜人の地位は低い。蒼狼族が特別なだけだ」

「それは理解していますけど、だからといってベッドまで一つにするなんて聞いていないわ」

「心配するなよ、公子妃補様。ああ、もう違うか‥‥‥アンリエッタ。俺は床で寝るから、安心していい。奴隷用のベッドを作ると言って、シーツを貰ってくるよ、寝ワラもな。それで、手製のベッドにすればいい」

「だから、同じ部屋‥‥‥」

「仕方ないだろう？　湯浴みの時は室外にいるから。我慢してくれよな？」

　がっくりと肩を落として彼を睨みつけるアンリエッタは簡単には頷かない。

　彼女を部屋においたまま、イブリースは階下にあるカウンターに行く。

　宿屋のメイドに夕食はどうすると尋ねられて、彼は部屋に運んでくれとチップを渡して頼んでおいた。

　それを食べてからアンリエッタは満足したのか疲れが出たのか、しばらくして軽い寝息を立てて寝てしまった。

「やれやれ‥‥‥ミーシャ、お前も生きていればこんなにわがままに育ったのか？　さて、これからどうしたものかな」

　亡き妻の面影をどこかに見て、ラッセルもまた手製のベッドに横たわる。

　その夜、彼は数年前に出会ってから結婚するまでの短い期間の記憶を夢に見ていた。

　ミーシャ。

　幼い彼の亡き妻は、出会った頃は家庭教師が大嫌いで、勉強よりもお菓子を愛した美しい少女だった。







厄介な探索人




　イブリースはすこしばかり夢を見ていた。

　懐かしい、まだ自分が普通の貴族だったころの夢だった。

　しかし、夢というものは覚めてしまえば、虚しい思い出にしかならないものらしい。

　薄暗い宿屋で借りた部屋の床の上でイブリースは、はっと目を覚ました。

　あのうねるような見事な黄金の髪を思い出し、そこには太陽がいたことを彼は知った。

「戻れない、過去‥‥‥だな。なんで今頃になって思いだしたんだ」

　頭に手をやってむくりと起き上がった彼は、同じ目線で寝ていたアンリエッタに目が行ってしまう。

　黒髪の猫耳族。

　その仮の姿はどうでもよく、生きていればミーシャはアンリエッタと同じ年頃だ。

　片方はこの世を去り、片方は新たな命をその胎内に宿している。

　彼女とその命を守るようにと、亡き妻があの世から願っているような気がして、彼ははあ、とため息をついていた。

「ミーシャ‥‥‥お前まで、まだ俺に死ぬなと言うのか？　なあ、俺のミーシャ‥‥‥」

　何度暗闇に問いかけてもそこには何もいない。

　夢の中にいた妻の笑顔に賭けて守るべき、か。

　また死ねなくなったな。

　イブリースは虚しそうにそう呟いていた。







　同時刻。

　もう一人のイブリースがアンリエッタたちを捜索するために放った風の精霊達は、イブリースが作りだした偽物の遺体が眠る墓を突き止めていた。

　夜明けが近いことをしめす一番鶏が鳴いた。

　二番鶏まではあと少しばかり時間に余裕がある。

　そよそよとさすらう風にのって、ざわめく枝葉のささやきが世界を揺らしていた。

　――ここにはない‥‥‥

　彼女はそんな顔をして、宙を舞い、他に数人いる姉妹たちとともにその場を漂っていた。

　人間には見えない存在。

　しかし、見えたらそれは数体の、人のようで人でない緑の燐光をまとった婦人たちが中空に浮かんでいるように見えるだろう。

　あるかないかのような足で虚空を歩み、不思議そうな顔をして足元を見降ろして彼女たちが思案する。

　――どこに行ったのかしら？

　そのうちの誰かが呟いた。

　――分からないわ？

　また別の一人がそう言うと、その他の娘たちは肩をすくめた。

　――分からないではだめだわ。だって、待っているもの。

　誰かがその理由を口にして、周りは困ったようにうなずくと静かに足元を全員が見降ろしていた。




　足元には数百、数千のさまざまな時代のさまざまな人物の記憶の象徴が眠っている。

　その一つ。

　他よりも少しばかり大きくて、とても新しいそれは一段と高い場にそびえている。

　国の意思も含まれたそれは、悲し気につつまれているように多くの献花が周囲に積まれていた。

　彼女たちが飛んでいた足元にあったもの。

　それは、数日前に犯罪者によって殺された女性、アンリエッタの名が刻まれた墓碑だった。

　そして、その反対側。

　誰にも見えないような寂し気な北側の丘に、小さな墓碑とその側には墓標がある。

　そこにはもう一人の同じ場で死んだ犯罪者、イブリースの名が刻まれていた。

　女性の一人がその前にそっと降り立つ。

　――本当にここに眠るのは‥‥‥彼なの？

　不思議そうに小首を傾げて、正体を探るようにじっと見降ろしていた。

　――墓を暴くことは出来ないから不便ね。あれが見張っている。

　その声が言った、あれ、はすこしばかり離れた場所で、風の精霊達を監視していた。

　普段なら出てくることも無い、古城などに生息するはずの奴ら。

　闇に生きる魔の眷属だった。




　牛ほどに巨大な黒く脅威の獣。

　真っ黒な犬のようなその外観の顔には‥‥‥いかめしくも見る者の魂を焼き尽くすような金色に輝く双眸が密やかに二つ存在する。

　ブラックドッグ。

　死者を冒涜することのないように、地獄の魔犬は監視の目を緩めなかった。

　――魔界の住人が、闇に覆われた地上の世界では、死人の安らかな眠りを妨げるものがいないように手を貸すなんて、なんて嫌味なの。

　女性の一人がそうぼやいていた。

　彼女たちは、風の精霊の末端に属する者。

　聖なる世界の自分たちが、たかだか魔の尖兵に監視されるなんて皮肉なものだわと、女性たちは思っているようだ。

　その一人がブラックドッグをからかうように、投げキッスを見せてやる。

　魔はそれを嘲笑うかのように、口の端をあげて牙を見せた。

　――あら、だめね。嫌われているみたいだわ。なら、呼ぶしかないわね。

　女性たちの笑いがさえずりになり、大きな風の奔流となって墓場に押し寄せた。

　上位の精霊がそれに呼ばれてやってくる。

　――あなたたち、これだけ頭数がいて、まだ何も成果がないようね？

　現れた緑色の髪の乙女は、白い羽を背に備えていた。

　二枚の羽は、ブラックドッグよりは高位の聖なる存在だということを示している。

　魔犬は仕方がないというようにその場に伏せてしまった。

　いま、その場の支配権は魔から聖なる存在へと移り変わったことを悟ったからだ。

　――まだ探していたの、あなたたち、遅いのね？

　その存在は女性のように見えて、そうでないようにも見える。

　世間では精霊と呼ばれ敬意と尊厳をもって接っせられる彼女たちは、いまはある人間の命令に従って行動していた。

　――彼は本当に、しつこいこと‥‥‥二人とも、死んだということになっているのに。

　二枚の羽をもつ彼女は、そう頭をふり、片手を当ててあきれたように再度、ぼやいていた。

　――死人を追いかけるとは、どこまでも浅ましい人。イブリース‥‥‥。

　そう契約もしていないのに自分たち、風の精霊に指図ができる彼を乙女は嘲笑っていた。

　――もう、ここはいいわ。二人の死体は闇の世界の存在に守られている。死んだことの証明だわ、戻りましょう。あの忌み子に命じられるまま動くなんて、もうたくさんよ。そろそろ自由になる時だわ。

　妖精との取り違いになった男は多くを望み過ぎた。

　二枚の羽をもつ乙女は公子イブリースの彼女たちに対する扱いにうんざりとしているようだった。

　彼ははるかに先の戦場にいる、そしてここは魔の世界。

　あれの支配はもう届かない。

　――お前たち、自由になる時よ。我らは契約した者とのみ、その能力を行使する。王国で唯一の精霊剣士、王妃と連なる存在は既に死んだ。我らとのつながりもこれで終わりだ。

　そう宣言すると、魔犬に後をたくして彼女は去る決意をした。

　紅の燐光を残し二枚の羽をもつ乙女が消えたとき、また彼女たちも姿を消してしまった。







秘めたるモノ




「イブリース様‥‥‥」

「なんだ？」

「‥‥‥イブリース」

「アンリエッタ？　また夢か？　しかし、こうも毎晩も同じ時間に‥‥‥」

　夢から醒めた夢のように、イブリースは怪訝な顔になる。

　この時間帯になにかがあるのか？

　そう思わざるを得ないほどに、ここ数日の間、アンリエッタは同じタイミングでその言葉を呟いていた。

　だが何かおかしいと、イブリースの記憶は一昨日の朝に引き戻される。

　なるべく虚空を出て外を歩くようにしていた彼らは、夜間を縫うようにして歩を進めていた。

　昼日中は目立つからなるべく、人目につかない場所を探して潜み、夜になれば逃亡を開始する。

　そんな逃避行を始めて数日の間ずっと同じ時間にうなされている。

　これには何かあるのかと思い、イブリースはアンリエッタに問いかけたことがあった。

「なあ、アンリエッタ？　あなたは眠くならないのか？」

「眠い？　いいえ、獣人は夜行性だからかもしれないわね‥‥‥昼間のほうが、心地が悪いくらいよ」

「夜行性？　まるで本物の獣だな‥‥‥」

「この尾も耳も妙に反応して‥‥‥なにか居心地が悪いの。まるで、知り得ないなにかがこの周りにうごめいているような感じよ？」

「うごめいている‥‥‥？　しかし、あなたは夜明け近くになると眠たそうにあくびをしているぞ？　それにしゃがみ込んで寝てしまう」

「まさか、わたしは起きているわよ？」

　アンリエッタはあり得ないと首を振った。

　自分が寝たことなんてないのに、そう言いながら。

　記憶がないのか？　それとも、疲れがたまって覚えていないのか？　イブリースは不審に思ってしまう。

「そう、か。まあそんなこともあるかもな」

「変なラッセル。うーん、イブリース？　どちらにしても、イブリースって名前は嬉しくないわね」

「そりゃ、大した嫌味だ‥‥‥」

　あの嫌味はきつかったな。

　イブリースは、そんな会話が出てきたのを思い出していた。

　不思議なことを言うものだと感じていたが、やはり何かあるのかもしれない。

「今日は昼間に寝ていなかった‥‥‥やはり、何かあるかもしれん」

「イブリース様‥‥‥なぜ？」

　はかなげな声を上げて少女はかつて愛した存在の名を呼ぶ。

　公子イブリース呼び求めるように手を付きだしていた。

　そこに彼がいるような、そんな素振りだった。

　そして、始まる奇妙な光景。

　薄っすらと、アンリエッタの体内から光が漏れ出している。

　上から被っていた薄手の毛布が、煌びやかに輝き出していてそれはあの墓場で漂っていた乙女たちの燐光にもよく似ていた。

　無論、イブリースはその燐光のことを知る術もない。

　だがアンリエッタの胎内になにがあるかは、推測がついているようだった。

「公子イブリースよ、お前は最悪の恋人だな」

　自分を愛した蒼狼族の王女になにを仕込んだのか。

　その真意が見えるようで、イブリースは同じ名を持ったことを皮肉に感じていた。







　イブリースはその光を眺めていた。

　漏れ出す木漏れ日は生命の光。

　そこにあるのは――人の命ではないかもしれない。

　そこまでは推測がついていた。

「これが原因か‥‥‥なんてことをするんだ、公子よ！」

　ラッセルは苦々しくそのセリフを吐き捨てた。

　まさか、こんな扱いをするとは。

　同じ男性として、アンリエッタの元婚約者に対しての怒りと憤りを感じずにはいられなかった。

　だが、待てよとふと気づく。この燐光、昨夜まであったか？

　その思いを記憶に馳せようとするが、彼の賢者としての才能は、まずは安全を確保するべきだと、そう告げていた。

「俺ができる安全の確保、か。どうするべきか」

　自分の安全が第一か？　いや、まずは光の元をアンリエッタの体内から取り出すべきだろう。

　そう決めると、彼は指にはめた魔道具のいくつかを手で撫でていた。

「あいにくと、魔力は最大限まで回復できているんでな。精霊の目につかないようにする方法なんて、この世にはいくらでもあるんだ。残念だったな、公子よ‥‥‥お前が仕込んだ、アンリエッタの監視は今夜で終わりだ」

　ラッセルは指輪の一つをかざした。

　緑色のそれは、風やその色のとおり、大地の深緑の力を秘めた物。

　より強い力で包みこめば、それ以下の力は目立たなくなる。

　木を隠すならば森の中。

　公子イブリースが風の力をアンリエッタの胎内に潜ませているなら、それ以上の風の魔力で覆ってやればいい。

　同時に、胎内にあるその魔力を吸い上げて無力化することも容易いものだった。

「アンリエッタ‥‥‥すまん。その腹の中にいるのは赤子じゃない。まだ産まれていないが、妙な反応がある。風に属する妖精の卵を、この子の胎内に潜ませたか、イブリース」

　これが孵化すれば、犠牲になるのはアンリエッタの身体だけじゃないな。

　精神までむしばまれ、新たな妖精が誕生するだろう。

　蒼狼族の血を受け継いだ妖精、その意識は少女が受け継ぐのかそれとも妖精が支配するのか。

　どちらにせよ、これは人に許される領分を越えていた。

「アンリエッタには生涯、恨まれるだろうな。今夜のことは俺の胸うちに閉まっておくべきかもしれん」

　少女の下腹部に手をかざし、転移させたそれを左手の上で掲げてみてやはり、とイブリースはぼやいた。

　そこにあったのは、賢者の塔で見せられた書物にあった描画そのものの、妖精の卵だ。

　光の繭に包まれていて、孵化の時がくれば自らその殻を破りでてくる。

　世界に充満する大気を栄養にして妖精は育ち、やがて己の故郷である妖精界へと戻って行く。

　上位の種になれば人の様に夫婦になり、出産を経て子を育てる妖精も存在する。

　多くの妖精は産まれた時は醜い。

　それが歳月をえて美しく成長する。

　だから、彼らは醜い己の子供よりも、無垢で純真な人の子供を得ようとする。

　それが、妖精の隠し子や取り換えらえる子供たちの伝説の真実だった。

「しかし、思ったよりも高位の妖精じゃない？　どういうことだ、イブリースは精霊を契約なしに使役できたはず。ああ、そうか――あれには、森の人。エルフの血が流れているからか」

　こんな扱いを受けていたのでは、精霊からも愛想を尽かされそうだが。

　魔族ならともかく、精霊や妖精は血を嫌う。

　何か特別な契約を交わさない限り、戦いにその力を貸すことは考えられなかった。

　祖先がエルフだというだけでそこまでの特別扱いを受けるものだろうか？

「妙な契約をしてなけりゃいいんだが‥‥‥精霊に命令を下せるとしたら、どこかの精霊王と契約していることにもなる。イブリースは誰だ？　風の精霊王‥‥‥エバースだろうか。ま、いいか。困ることになるのは‥‥‥どこかにいる俺と同じ名前の誰かさん、だしな‥‥‥」

　お前は妖精界に戻るいい、虚空でさんざんにさ迷ってからな。

　まだ意識すらない妖精にそれを強いるのは酷な気もしたが、いつかは孵化して災いを呼び込むかもしれない。

　これはそういう代物だと思うと、側においておくのは危険な気がした。

　許せよ？　心でそう呟くと、影に空いた穴にそれを、ポイとラッセルは放り込んだ。

　その時だ、イブリースの影がざわついたのは。

「なっ、何だ？」

　柔らかい光。緑よりも青に近く、青よりも碧に近い。イブリースはその燐光に見覚えがあった。

「‥‥‥っ、まさか、ミーシャ‥‥‥」

　亡き妻が残したもの。古き神の恩恵に預かり、祖国が授かった聖なる神の地上における代理人。

　それが聖女――選ばれたのは、イブリースと結婚したばかりのミーシャだった。







妻の幻影




　うごめくイブリースの影はやがて、一人の人物の姿に変じていた。

　金麦とうたわれたたゆたう黄金の豊かな髪。大地を透きとおしたような緑色の瞳。

　その閉じられた双眸がゆっくりと開くと、この世から去ったはずの彼女がそこにいた。
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「ミーシャ‥‥‥なぜ、だ‥‥‥。どうして、今になってあらわれた‥‥‥？」

（旦那様。ミーシャは死んではおりません」

「そんなバカな。俺は確かにお前の遺体をこの手で燃やした。大地に戻した‥‥‥はずだ」

（肉体が滅びようと、そのお側にずっと控えておりますよ。愛しのイブリース様）

　妻の面影に沿ったような、細い手がイブリースにそっと近づいてくる。

　その手を取ろうとして、イブリースは後ずさっていた。

　彼女は死んだはずだ。

　その思いを否定することが出来なかったからだ。

（ごめんなさい、旦那様）

「何を、謝る？　俺が悪かったのだ。あの時、古き神を従えて新しき神を迎え、国を思うがままにしようとした愚かな王に‥‥‥お前を譲ったのは俺だ」

（それは王命でした。旦那様は正しいことをしたにすぎません。いつか迎えに来てくれるはず。信じて待てなかったミーシャが、愚かだったのです）

「どうしてだ、今になってどうして？」

（旦那様。お願いがあります）

「願い？　願いとは？　それに、お前はどうして俺の影に？」

　そうですねえ、と亡き妻の亡霊のような存在は面影のある仕草をする。

　右の頬を少し上げて、左上を見るのだ。

　それはミーシャが困った時によく見せてくれた仕草だった。

　本物、なのか‥‥‥？

　イブリースは賢者であることも忘れて呆然としていた。

　指輪に貯めた魔力を駆使すれが、それがどういう状況だとわかるはず。

　そう気づいたのは、再びミーシャが口を開く直前だった。

（旦那様。いいえ、イブリースは悪くないわ。だって、ミーシャが死ぬことを選んだのです。でも、我が神は肉体を捨てて生きることを許してくれました）

「待て、ちょっと‥‥‥待て。俺は刺客に追われてすぐに国を出た。三年の間、国を離れていたんだ。その間に何があった？」

（いいえ、何もありません。主はミーシャがこの力に慣れるまでの間、ずっと天空にある神の大陸に存在することを許してくれました）

「神の大陸？　それはまさか、竜神や大地母神が住むと言われている、あの大陸か？　だが、それなら俺もそこにいた‥‥‥天空大陸ハグーンに。賢者の都にいたんだ‥‥‥気づかなかったなんて」

（旦那様は悪くありません。その時、ミーシャはまだこの状態に慣れておりませんでしたから）

「そう、か。だが、いまになってなぜ？」

　イブリースは、指輪の魔力を高めてみる。

　体内にそれが循環すると彼の賢者としての感覚は、妻が悪霊や魔族の類でないことを示している。

　なんでいまなのだ、ミーシャ。

　なぜ‥‥‥。あと数年早ければと、イブリースは叫びたくて仕方なかった。

（ようやく、下界に降りる許可が出ました。同時に、我が主とその子の血の盟約につながる精霊王からの命を受けて参りましたので‥‥‥）

「つまり俺に会いに来た、というわけではないのだな。俺はそのついでか‥‥‥」

（そんな泣き言は似合いません、私のイブリースはもっと強く気高い夫だったはず。いつの間にか、わたしから俺、なんて。勇ましくなられたものですね、旦那様）

「すまん、俺も色々とあったんだ。命を受けてきたということは‥‥‥そうか。長くはいられないということか？」

（‥‥‥残念ながら。またしばらくは天上にいることになるかと）

「なら、仕方ないな。お前に会えたことだけでも、俺には救いだ。で、何をすればいい？」

（では、我が主、大地母神ラーディアナ様と風の精霊王エバース大公の命を伝えますね‥‥‥）

　俺はこんなに物わかりが良くていいのか？

　抱きしめようとしても実体がない。触れることすらできない妻は、そこにいてどこか寂しそうに神々からの命を伝えている。

　ミーシャ、俺はそんなものよりもお前が欲しい。もう一度あの静かな故郷で、二人だけで過ごす事が叶うなら。

（旦那様、聞いておられますか？）

「あ、ああ、すまん。では、この妖精の卵は、蒼狼族の子供として産まれてくると、そういうことなのか。しかも、最高位にある三大神の一柱、大地母神ラーディアナの加護をその身に受けている、と？　それをどうすればいいのだ、ミーシャ」

（産まれてからは、大地母神ラーディアナ様のご加護を受けられる土地にて、育てて下さい。いずれ、その子は大きな波を起こします。そう、あなたが賢者になったように。後に続くもう一人の賢者が彼女を守るでしょう）

「未来を語る神ほど信頼できないものはない。俺のあとに賢者が続くという意味も理解できん。どうして大地母神は自決させた？　守ろうとすれば出来たはずだ」

（大地母神様は‥‥‥地下世界の天井に身を変じています。そんなに大きな能力はまだありません。私がこうなれたのも、あの方の神力を減らしたことになってしまって‥‥‥）

「そんな力の無い神が何を望むのか‥‥‥俺には全く分からん。だが、お前がそうしてくれと願うなら、それはどうにかしよう。アンリエッタが同意すればだ。産むのは彼女になるのだぞ？　公子イブリースの血は引いているのか？」

　ミーシャは静かに首を振る。

　ではこの子供の父親は誰になるんだ。一番傷つくのはアンリエッタじゃないか。

　どうしろと言うんだ、まったく‥‥‥。

　と、イブリースはつい、毒づいてしまった。

（あの、旦那様？）

「俺にはまだまだ気の休む暇が無さそうだな。主君殺しの汚名、公子イブリースからの追手とまあ‥‥‥どれだけトラブルが起こるのやら。いいか、ミーシャ」

（はい。何でしょう、イブリース）

「賢者は魔王や聖女にも匹敵する。勇者ですらも敵にすることが出来るほどの存在だ。いつか迎えに行く。その時に神々が邪魔をすれば‥‥‥いいな？」

（私のことよりも、イブリース。あなたの幸せを考えて下さい。でも、待っています）

　それだけ言うと、愛しい妻は消え去ってしまった。

　あっけない。それでいて、神の恩寵というか。奇跡に心の底から救われた思いがしたイブリースだった。







闇色の刺客




　イブリースは呻く。

　それは視たくない光景だったからだ。

「どうしろと言うんだ、妻よ‥‥‥」

　妖精の卵は、新たな命となってアンリエッタの胎内に戻って行った。

　いきなりやってきた神の代理人。

　その依頼が、この子供を守れとは。とんでもないことになってしまった。

「大地母神の力が及ぶ場所。そんなところは一つしかないだろうよ、まったく」

　賢者の塔で聞いたことがある。

　西の大陸の地下深く、そこに、魔族の住む世界があると。天には太陽と月が昇る異世界。作り上げたのは、魔神と大地母神だ。

「やってられん。さっさと去るつもりが、これでは十年以上の仲になってしまう。それでも、だ」

　俺はミーシャを裏切ることはしたくない。

　アンリエッタが最初に提案したように、主従になるのが良いのだろうな。

　そう思ってしまう。それにしても、魔力を集める才覚が無い自分の非力さが恨めしかった。

　魔族なんて存在が出て来れば、いかに賢者だといってもそれはそれ。

　魔力を集める才覚がないことは、致命傷だとイブリースは感じていた。

「あいつがいればなあ。こんなに悩まなくてももっといい方法があるはずなのに」

　昔の友人の声が脳裏によみがえる。

「指輪があれば、魔力はどうにか貯められるだろう。あとは、虚空を制御する方法だな」

　そう言い、その技を教えてくれたのは、天空大陸ハグーンで共に学んだ男だった。

「お前には魔を操る才覚はあるのに、それを側にはべらすだけの能力がない。もう少し、魔を恐れさせることが出来れば、魔力には意思がある。貯めることをしなくても、側に侍るはずなのだけれどなあ」

　そう、あの塔での旧友は愚痴っていた。

　これだけの素質があるのに、残念だと頭を抱えている講師と、実地訓練の相手をしてくれた親友に申し訳なさを感じたのは数年前のことだ。

「俺もその才覚が欲しいもんだ、なあ、ラーズ？　いまどこにいるんだ？」

　あれは、賢者にして退魔師の家系だった。天才と言ってもいい。

　どこにいるんだよ、お前は、なあ親友。

　ぼやいても現実は変わらない。

　この公子妃補様をどうにか助けないといけないからだ。

　もう一度、虚空に行くべきか。

　それとも気配そのものを消す結界を張るべきか。

　どちらにしても、自由は制限される。

　それもめんどくさいと思った時だ。

　ふと、視界の片隅で何かが沸き立った。

「おいおい‥‥‥。イブリースよ、お前はそこまで仕込んでいたのか？　そうだとしたら、なかなかやるもんだ。なら、こっちはこうだな。しばし、結界の向こうで眠っていてくれよ、アンリエッタ」

　より深く眠るようにまじないをかけて、彼女を虚空の中へと送る。

　そして、敵を迎え撃とうとイブリースはその場に残っていた。

　アンリエッタの影にうごめいたもの。

　公子の監視か、それとも王国側の監視か。

　もしかすると、ここまでの旅程をすべて知られたかもしれない。

　そうなるとさっさとこの場所を退散しないと、敵の追手が迫ってくることになる。

　いろいろな可能性が脳裏を走り、掻き消えていく。そんな時だ。

　一瞬だけ、淡い光が大きくなった。するとそこには、狭い部屋には似つかわしくない、墨色のウロコをぬめぬめと月光に照らされた巨大な蛇がそこに出現していた。

「いやいや、妖精のあとには蛇か？　それにしてもこいつは何だ？　精霊？　妖精？　それとも下位の使い魔か？」

　目の前で胴回りは大人の男性とほぼ同格。

　頭から尾までの長さは大人三人分ほどあるように見えた。

　野生の蛇のように丸のみにするつもりか？

　それとも、締め上げて骨を砕くつもりか？

　さて、どうくる？

　魔法などを使われたら‥‥‥厄介だな。

　黒では予測が出来ないとイブリースは思った。

「お前は何なんだ？　などと、聞いても返事はないか。俺は負ける気はしないぞ、蛇よ」

　余裕の表情をしてイブリースはうそぶく。

　だが、背筋に大量の汗をかいていた。

　炎のような赤い二つに分かれた舌先を出し入れする大蛇。

　その、金炯の双眸はまたたくこともなく、イブリースは据え付けられたまま視線が動かない。

　ネズミなどは蛇に睨まれたら動けなくなるというが、これがそうなのか？　何かの暗示でもかけられたように、視線をこちらも動かせないでいた。

「シュルルル‥‥‥」

「嬉しくない威嚇だな」

　どう攻撃してくるかわからないまま、見合うこと数分。

　対峙するのもいい加減、しびれを切らしかけてきた頃、蛇はようやくその口を開いた。

　一本の丸太のようだと思っていたのに、口を開いた途端、黒いあごが左右に分かれた。

　いや、そう見えただけで普段は喉の下の皮膚が閉じているから分からないのだろう。

　左右に開いた両方にはまるで、金色の目のような紋様が浮かんでいた。

　幻術、か？　なら‥‥‥ば、これだな。

　イブリースは手の指先から足先までの感覚があるのを再確認し、つまさきに力を込めた。見えないように、気付かれないように。楕円を描くように、じりじりと蛇との距離をおいていると錯覚させてそれは静かに描かれていく。

　グルルルと警戒する声は威嚇から明確な敵対の意識を含んでいた。

「お前はどこのものだろうなあ？　公子イブリースか？　それとも王国の刺客か？　いや、もしかしたら帝国や公国？　まさか、公子妃補様の守りの任務を負っているのか？　さて、どうなんだろな？」

　黒蛇はなにも答えない。

　代わりにやってきたのは人の耳には聞こえない音と、鈍く光る金色の双眸と喉の下に開いた紋様が、同時に鈍く光り出したことだ。

　イブリースは、公子イブリースが仕掛けた罠だろうと察していたが、答えを出せない。

　蛇のする動作は最初、なにか幻覚を見せるのかと思っていた。

　しかし、どうやら違うらしい。

　室内は寒いはずなのに妙な暖かさを持ち、ベッドや机や床下の材木が変にきしんだ音を出していた。

　大蛇の腹からイブリースの周囲へと影がゆるやかに広がって行き、それは世界を隔絶するような弧を作り球体を半分で真横から輪切りにしたように、いつのまにか薄闇色のドームでイブリースの全身は覆われてしまっていた。

「なるほど、俺たちを圧殺する気か？　だが、それは見通しが甘い！」

　世界には順位がある。

　その順位の高いほうから低いほうに介入すると、上にいるものの行為は下にいるものには見えない。

　それに、相手に感知されないことが多い。

　神や魔が起こす奇跡、その力を借りた魔法の一部もそのたぐいだ。

　だが、お前は虚空を操ってはいない。

　イブリースは確信をもってただ、ニヤリと微笑んで見せた。

「俺は安全にこの場を去ることもできるわけだ」

　さすが、退魔師の秘術だ。

　蛇は己の空間のなかにいるはずのイブリースを感知することができず、さらに不機嫌そうな声をあげた。

　フォンっと大気が唸った。

　黒い蛇の作り上げた空間の中に紫電のようなものが疾しる。

　火花を伴いながらその中に引き込まれた材木や植物類が燃え上がり、縮まってしまった。

　まるでそこは地獄であるかのように‥‥‥観葉植物は小さくまとめられていた。

　体内のすべての水分を搾り取られたようにも見える、あまりにも無残な光景だった。

「なぜおまえが今になって発動したのか。深く知りたいところではあるが、ここはまずはさっさと退散することにしよう」

　こいつの攻撃できる、支配できる範囲はとりあえず理解した。

　世界の裏側まで、その能力は及ばない。

「またな？」

　イブリースは荷物たちを影に引き込むと、宿屋にすまないな？

　そう心で詫びながら、静かにその場から消滅していった。







不貞のイブリース




　――あ、れ‥‥‥？

　そこにあるはずの天井が無い。

　目を開けた時、アンリエッタが見たのは眠る前に最後に見た光景。

　あの宿屋の天井ではなかった。

　見覚えがない、だけど、知っている場所。

　そうだと、そこを理解するまでにしばらく時間がかかってしまった。

　――やられた。

　その思いが一番に浮かび上がる。

　――誰よ、大事にするとか言っておきながら、結局、こうするんじゃない。今度は何？　この身体でも狙う気？　本当に、男というものは信用ならない‥‥‥！

　そこまで考えて、ふと気づいた。

　動かない、と。

　意識はある。四肢が動かない。見ることも聞くこともできるみたいだ。

　でも、それだけ。

　ここは、あそこだ。

　――ラッセル。違う。イブリースお得意の虚空。動かないのはなぜ？　やっぱり‥‥‥。

　身体が目的？

　せっかく、彼の懐かしい記憶を見て寝ていたのに。

　そう、アンリは心でぼやいていた。

　あの懐かしい日々がもう一度戻らないかと思い、幸せに浸っていたのに。

　せっかく、良い夢だったのに！

　そう、怒りが心に芽生え始めていた。

　――でも困ったわ。身体が動かないと何もできないじゃない。このまま、抱く気かしら？　子供‥‥‥は？

　そうだ、子供に悪影響が出るなら行為なんてするべきじゃない。

　たまには一矢報いてやらなきゃ。

　勝手に偉大なる祖先の耳や尾、この髪色まで変えてしまうなんて。

　狼が猫になったなんて、本当に笑えない冗談だ。

　アンリエッタの思考はまるで夢を見ているようにコロコロと変わっていく。

　その多くは、公子イブリースが善人の頃の記憶が大半で、代わりに出てくるのがイブリースだった。

　彼の行動はまともではなくて誰がどう見ても、彼の過去が信頼を得られる可能性は低かった。

　ここ数日、虚空の中で見ていた夢とはまったく違う内容だ。

　アンリはその違いにぼんやりと不可思議さを感じ始めていた。

　虚空の中で見た夢の多くの内容。

　それは、この旅が始まる原因だった公子イブリースからの手紙から始まり、彼の心の冷たさを知った。

　彼に捧げた愛の深さは憎しみへと転化されて、心を蝕んでしまう。

　――ロクでもない公子様だったなあ。

　なんであの夜、あんなに楽しかったんだろう。

　いま目の前にいたら‥‥‥頬を張ってやるのに。

　張るだけじゃない、ようやく祖先の能力に目覚めることが出来たんだから――噛みつけばいいじゃない。

　喉元深くまで、そして思い知らせてやればいい。

　わたしを騙したことを。

　偽りの愛を与えたことを。そして、子供‥‥‥？

　そこまで何度も同じような思考をして、またアンリエッタの思考は最初に戻ってしまう。

　公子イブリースを愛した記憶が再現され、イブリースの悪い面だけがよみがえる。

　まるで記憶が巻き戻されたみたいな感じだ。

　気持ち悪い。なにが一番気持ち悪いって、その巻き戻されて怒りに奔る自分自身のことを覚えていることだ。

　――そろそろ気付かないとダメ。

　アンリエッタはそう思った。

　これは夢。

　悪い夢。

　誰かに作られた夢‥‥‥でも、自分では見つけられない。

　その出口を。

　助けて、イブリース？

　イブリース様？

　公子のイブリース様？

　いいえ、違う。

　事故のように巻き添えにしてしまった、あのイブリースだ。

　イブリース‥‥‥ラッセル？

　そう、イブリース！

「助けて、イブリース‥‥‥！」

「ああ、ここにいるよ、アンリエッタ。そろそろ、目を開けてもいいぞ？」

「えっ？　あ、あなた‥‥‥」

「やあ、おはよう。随分、うなされていたな。大丈夫か？」

　おはよう？

　こんな暗闇しかない暗黒の世界で？

　月すらも上がらないのに。あ、あるわ。訂正。

　でも嫌味を言ってやらなきゃ気が済まない。

　あまりにも近い場所に、イブリースの顔がある。

　それも、唇と唇が触れるような距離に。

　もっとも、自分が腕を回して彼の顔に近づいたことに、アンリエッタは気付かないふりをすることにした。

　悪いのはイブリース。そう決めつけることにしたのだ。

「おはようじゃないわよ、不貞の方のイブリース様‥‥‥」

「その猫耳族の顔で言われると妙に愛嬌があるな、アンリエッタ？　不貞じゃないほうの、イブリース様、じゃないのか？」

「あなたのような、元大公様につける様なんて、まともじゃないわね。あなたには、ラッセルって呼び方のほうがしっくりくるわ」

　嫌味が数度飛び出してくるその口をどうやって塞いでやろうか。

　イブリースは一瞬、本気でそう悩んでしまった。

　不貞のイブリース様？

　もし、いま不貞を働けば俺はどうなる？

　すぐにでもこの喉元を噛み切られるか？

　それとも‥‥‥？

「ちょっと、なに‥‥‥？　やだ、待ちなさいよ、だめ。それは――だめ、イブリース！　服に手をかけないでください！」

「ちっ。嫌味ばかりを言うからだ」

「なんて人なの。あなたを信頼しようとしたわたしが馬鹿だったわ‥‥‥」

「ほう――じゃあなにか。事前に許しを得ればいいのか？　俺はあなたに振り回されてばかりだ。なあ、孤独な元公子妃補様？」

「あなただって、嫌味に拍車がかかっているじゃない。同罪だわ」

「かもしれん。だが言いたいことはまだまだある」

「男の多弁はみにくいですわ、イブリース」

「‥‥‥じゃあ、言わせてもらうがな。優しい部下も、旦那もあなたにはいない。いるのは、俺だけだ」

「だから何？」

「アンリエッタ。あなたは、もう少し感謝を抱いたらどうなんだ‥‥‥」

「そうね。あなたが弱って悲しみを心に抱えた女の弱みに付け込むように、キスをしようとしなければ‥‥‥それも抱いたかもしれない」

　やれやれ、とイブリースは俯いて横たわる少女を見ていた。

　それは、大きな誤解だよ、とぼやいてやる。

　彼女に対してそんな興味な全くなかったからだ。今のところは……。







大きな誤解




「なにが、誤解なのですか？」

「そう、誤解だ。君はいまどこにどうやって寝ている？」

「どこって‥‥‥わたしのベッドはどこにったの？　それにわたしの頭があなたの膝上にあるなんて、もう二度目かしら？　一体、どういうつもりなの」

「悪いが、襲撃を受けた。それで虚空に君を送ったんだ。そのまえに、目覚めないように深く眠る魔法をかけて？」

「へえ、それは大した言い訳ね。それから、どうするつもりだったの、寝たままの女を抱くのは楽しかった？」

「それも誤解だ。俺は君を抱いてはいないぞ？」

「じゃあ、そうするつもりはあったんだ？」

「それもない。ついでにイブリース様とか言いながら、俺にキスを求めて無理矢理、迫ってきたのは君だからな？　俺はそれに巻き込まれたんだ」

「嘘っ！　信じられない、なんて人なの‥‥‥」

「本当のことだ。俺は被害者だよ」

「じゃあ、こうしたらどうするの、被害者のイブリース様？」

　からかうようにそう言い、アンリエッタはイブリースの首に手を回した。

　もう一度、キスをどう？

　そんなふうに誘っているように見えるアンリエッタ。

　だが、イブリースは恐怖しか感じなかった。

「やめろよ、アンリエッタ。俺の喉元を噛みきろうなんて考えているのは分かっている。まったく、女ってのは恐い存在だな」

「このっ、最低‥‥‥っ！」

　いきなりアンリエッタの手のひらが迫ってくるのを、さっと避けたイブリースは、彼女の両腕を掴んで抑え込んだ。

　途端、アンリエッタの身体がくにゃっと力を無くしてしまう。

　緊張していたのか、それとも何か覚悟を決めたのか。そんな面持ちで、彼女は下からイブリースを見上げていた。

　その眼差しには怖れというものがなかった。それどころか、自分を求めるなら身体を委ねてもいい、とすら思えるような情熱が含まれていた。

　数年間の間、縁が無かったその感情にさらされて、イブリースはつい、握りしめたアンリエッタの両手を離す。

「……どうした？」

「不思議ね。あなたの瞳は彼のものとはとても違う色をしているのに、見えるのはあの人の愛した時の視線にそっくりだわ」

　そう言うと、アンリエッタは再びイブリースの首に手を回し、ぐいっと自分の方に招き寄せた。

　薄い唇だ。そのせいで、切れ長の瞳がより冷たさを増す。

　ふと彼女の唇に目を止めた瞬間、柔らかで懐かしい感触がイブリースを包んでいた。

「おい……」

「動かないで。嫌いになりたくない」

「そんな理由で――っ」

　イブリースに身を任せるようにして、アンリエッタはゆっくりと上半身を起こした。

　その膝上にまたがり、自分の着ていた服の裾をゆっくりと持ち上げる。

「女がこうして欲しいってときに、恥をかかせるつもり？　それがあなたのルールなの？」

「言うじゃないか！　俺は犠牲者だぞ？」

「良い夢を見られたでしょ！　その代価くらい頂きたいわね！　この不貞のイブリース様！」

　ふん、誉め言葉と受け取って置こう。

　イブリースは自分の面前で座り込んでいる彼女をじっくりと見つめた。

　アンリエッタの身体は淑やかほっそりとした腰つきをしていて、その全身は跳ねのように軽かった。

　イブリースは彼女の着ていた服をはぎ取ると、かつて公子がしていたように、アンリエッタの乳房へと舌を這わす。

　その感触は半年ぶりに、アンリエッタの体の奥を熱くしていった。

　互いの唇が何度も触れ合うたびに、二人の心から羨望が迸り、イブリースは彼女の長く美しい髪を指に巻きつけ、その谷間と豊かな髪の合間に顔を押し付けて、自分の下半身を熱くさせた。

　アンリエッタはほとんど無防備で、彼の口と舌が肌を焼いていくのを、湧き上がる快感とともに感じていく。全身で新しい愛情を受け止めながら、イブリースのズボンに手をかけた。

「どうするつもりだ？」

「いいから、動かないで。好きなようにさせて欲しいの」

　その告白にイブリースの全身は期待に揺れ、下腹部はこれまでないほどにたぎっていた。

　虚空の世界は静かに二人の秘密の隠れ家となり、邪魔をするものは誰一人として存在しない。

　アンリエッタはそのことに安堵を感じ、軽くめまいを覚えながら、彼を独占できる嬉しさに揺れていた。

　豊かな乳房がそんな彼女の悦びを示すかのように激しく上下し、アンリエッタはゆっくりとその腰を沈めて彼を己の奥へ、奥へと誘った。

　半年ぶりのその行為はしばらく閉じていた部分を無理やり開くことになり、彼女は苦悶の表情を浮かべたまま、少しの間だけじっと唇を噛んでそれをやり過ごす。

　イブリースはアンリエッタの恥じらいも緊張も、甘美な誘惑も、赤く染まった可愛らしい彼を沈黙とともに感じている表情も、その全てを愛おしいと思った。

　アンリエッタは深く深呼吸すると、ゆっくりと目を開け、その澄んだ湖の底のようなエメラルドの瞳で、イブリースをじっと見つめている。

　やがて彼女は彼を味わうことを別の動きで深めようとした。

　アンリエッタはイブリースの背中に腕を回したまま、最初はゆっくりと動いた。彼女の苦悶の声がやがて優しい甘いものに取って代わると、動きが次第に大きくなっていく。

　イブリースは彼女の腰を両手で支え、揺れる胸を口に含んだ。

　アンリエッタの呼吸が荒くなり、イブリースの唇に捉えられた尖端を歯で軽く甘噛みされると、さらに声は切なく、濃密な快感を含んだものになっていった。

　自分が彼女の体内で暴れると、アンリエッタの顔が苦悶に歪み、慈しみを覚えたような愛情深いものとなって彼を呑み込んでいく。

　二人の感情が激しくぶつかり合い、情熱の炎をたぎらせたとき、アンリエッタの孤独や寂しさや怒りや嘆きなどが濃密に溶け合って喜びとなり、全身に激しい鼓動をとどろかせていた。




　果てた後もしばらくそのままでアンリエッタを抱きしめながら、イブリースは優しく抱擁と口づけを躱す。

「大丈夫か？　その、子供が……？」

「まだ最初だから。人間でいえば、妊娠して一週間も経過していないころと同じなの。まだ大丈夫……。ごめんなさい、あなたをいろいろな想いのはけ口にしてしまったかもしれない」

「俺がそれを吐き出すために必要なら、そうすればいいさ」

「責めないのね？」

　アンリエッタは意外そうな顔をした。

　これまでのイブリースなら、こんなことをしたら烈火のごとく怒りそうなものだったからだ。

　しかし、今の彼はどこか慈愛に満ちていて、何を言ってもどんなことをしても、受容してくれそうで、逆に後ろめたさを感じる。

　アンリエッタはそのまま、話題を変えることにした。

「ねえ、さっきの話だけど。その、魔法をかけた犯人は？　あなた？　それとも襲撃をかけた犯人たちなの？」

「かけたのは俺だが、それでも大変だったんだぞ？　あんな黒い大蛇なんて見たことが無い。心当たりはあるか？」

「蛇？　そんな気持ち悪いもの、興味がないわ。でも、黒蛇ねえ、蛇‥‥‥？」

　アンリエッタはそれでも小首を傾げて、何かを思い出しているようだった。

　黒い蛇‥‥‥？

　それって、と言葉が続く。

「公国の旗に、確か黒い蛇がいたような気がするわ？　それがどうかしたの？」

「その黒い大蛇が襲ってきたのさ。まるで知らない魔法を使っていた。心当たりがあるかと思ったがないようだな‥‥‥」

「無いというか、そんな魔法すら知らないわ。イブリース様、あなたとは違うけど。あの人なら、あるいは可能かもしれないけど‥‥‥」

「俺は不貞のイブリース様だからな。ああ、不貞のラッセルでもいいかもしれん。自分はさんざん、人を襲っておいて俺を不貞呼ばわりするとは。なんたるひどい扱いだ、まったく」

　そんな言い方ないじゃない。

　紳士なら、せめて何もなかったくらい言いなさいよ。

「夢の続きだった、くらいには言って欲しいわね。さっきのことも」

「さっきのを夢だと？　どこまでも俺を好きなように扱うんだな、あなたは」

　アンリエッタはそうぼやいた。

　夢の中で得た心地よい感触は‥‥‥やすらぎを与えてくれた。

　そんな夢の中でしでかした行為を自分で咎めることが出来ないままに居心地の悪さを感じてしまう。

「そこまで言うなら降ろしなさい。わたしが悪いのでしょう？」

「夢の中の行為を悪だとは、言いづらいな。こんな美人に迫られるなんて、俺も役得だな。そんな日もある」

「最低、奥様にあわせる顔がないわ‥‥‥」

「なら、その分後悔しといてくれ。俺の分の謝罪も頼む」

「知らないわよ‥‥‥」

「後で話があるんだ」

「話？　何よ、今更改まって」

「昨夜、妻が降臨した。神の代理人として、風の精霊王の伝言も携えてきたんだ。ああ、冗談じゃない。本当の話だ」

「嘘。だって、死んだって‥‥‥どういうことなの？」

「あれは何というかな。そう、聖女と言えば分かるか？」

「聖女？　あの現世における神の代理人？　勇者や英雄と並ぶ、神聖な存在？　誰がそうだったの？」
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「だから、妻が。そうだったんだ。大地母神の‥‥‥聖女だった」

「何よ、それ。意味が分からないわ‥‥‥」

　アンリエッタが黙ったからこれ幸いとばかりに、イブリースは彼女を抱え直して歩き出した。

　その背中には、爪を伸ばしてさんざん夢の中で動いたままにひっかかれた、無残な掻き傷と血がうっすらと流れ出ていることに彼女はまだ、気づいていなかった。
















第五章







後悔のかぎ爪




「話、どうするの？」

「また後で伝えるよ。どうせ、今は理解が追い付かないだろう？　俺もそうなんだ。まだ理解しようとして出来ないでいる‥‥‥」

「分かったわ、それでどこに行くの？」

　あの偽造屋のところに急がなければならない。

　イブリースはアンリエッタを抱き上げたまま、何の苦にもならないように軽々と歩いて見せていた。

「なぜ、彼に？　なんだったかしら？　アロン？　彼がどうかしたの、ラッセル？」

「どうかしたじゃない。あいつとはいま客と商人の間柄だ。つまり、敵の敵。俺たちの仲間は敵。そういうことだよ、アンリエッタ。俺たちの敵があいつを狙っている可能性が高いんだ。急がないと、あいつの命が危ない」

「ああ、そういうことね。でも、それは関係ないのではないですか？　先に降して欲しいわ‥‥‥歩けないけど」

　アンリエッタは考えてみた。

　アロンには確かに依頼はした、代価も支払っている。

　でも、彼は自分から連絡してくると言っていた。

　なら、それをしないようにすればいいのでは？　とそう考えていた。

　それをラッセルに伝えてみたが、彼はやれやれといったように頭を振るばかり。

　まるで理解の足らない子供に、何かを教えているような感じだった。

「いいかい、公子妃補‥‥‥うらぶれた、元公子妃補様」

「なによ、その言い方。とても皮肉が効いているわね？」

「皮肉を交えているんだ。悪者にされたままだからな。彼にはこちらから依頼したんだ。意味がわかるか？」

「分からないわよ。もういいじゃない、お金だって払ったんだから」

「そういう問題じゃない。いいか、代金と信頼は別だ。あの依頼人は難題を持ち込んでくる。そんな厄介なやつだと思われたらどうする？」

「どうなるの？　噂が広まる？　あ、そっか‥‥‥」

「そういうことだ。このあと、誰も手助けをしてくれなくなる。金の問題じゃないんだ。これは信義の問題だ」

「信義ってあなたは言うけど、また戻るつもりなの？　あなたが言う‥‥‥そのとんでもない相手と戦う場が待っているかもしれないのに。自分から、危険に飛び込む気？」

　わたしは嫌よ。

　そこまで言い、アンリエッタは腕組みしようとして初めて気づいた。

　自分の爪先が血でべっとりと赤く染まっていた。それは、真っ赤でそれでいて褐色のようになっていた。

「何よこれ‥‥‥私、どこかで血を？　何の血？」

「何だろうな、気付くのが遅いよ、元公子妃補様」

「嘘っ‥‥‥まさか、あなたのなの？」

「ああ、気付いたか。起きる前にきれいに拭き上げてやりたかったが、生憎、目を覚ましたからできなかった」

「そんな、わたし、そんなつもりじゃ‥‥‥」

「心配しなくていい。俺がそれを許したんだ。君は悪くないよ」

　抱き上げられたまま見上げるそこにあるのは、使用人風の男の‥‥‥とても元、貴族様には見えない彼の顔。

　それは、平然としていて痛みなんか感じていないように見えた。

　口元も涼し気だし、目元だって涙すら見せない。

　どう見ても、背中から血を流して歩いている人間のする顔ではなかった。

「そんな悪い悪くないとかどうでもいいの！　それよりも、治療しなきゃ‥‥‥ああ、私、なんてことをッ」

「ごめんなさいは止めてくれよ？　これは半分、俺が悪い」

「どういうことなの、ねえ、イブリース！　おろして下さらない？　おねがいだから、ねえ」

「うーん‥‥‥キスしたことを許してくれるなら？」

「‥‥‥許すわ。もう足元の感覚もあるの。立てるから‥‥‥怪我を、ね？」

　イブリースは意地悪く微笑んでいた。

　その意図が理解できないまま、アンリエッタの足は地面に付く。

　慌てて自分の手を見て、彼の背中にはこれ以上の血が流れているだろうと推察した彼女は、慌てて、そちら側に回り込んだ。

　しかし、上がったのは悲鳴ではなく、驚きの声だった。

「無いわね‥‥‥何でないの、傷跡はどこに行ったの、イブリース？」

　そこには血も傷跡も、血しぶきの一つすらも残っていなかった。

　まるで何もなかったかのように、すべては綺麗なままに‥‥‥。

「ねえ、どういうことなの？　あなたの背中には、わたしのこの爪先が‥‥‥え？　あれ？」

　改めて見つめた自身の爪先。

　そこには丁寧に切り揃えられた爪先がある。

　五本に五本。

　左右、十本の指先が‥‥‥揃っていた。

　血の跡なんかどこにもない、綺麗な手がそこにはあった。

「ちょっと、これはあんまりなんじゃないの？」

「さて、な？　俺は大丈夫だと言っただろう」

「なんて人なの、わたしだけ大騒ぎして馬鹿みたいじゃない」

　どういうことなの？

　また悪い夢を見せられた？

　それとも、あのキスをしたどうこうというのも、彼お得意の悪ふざけ？

　アンリエッタはそれでも自分が見た光景を嘘だと思えなかった。

　皮肉にも、蒼狼族の鼻は彼女の指先にのこるその匂いが、血のものだということを明らかにしていた。

「イブリース、お願いだから教えて。わたし、あなたに何をしたの？」

「伝えても怒らないかい？　俺の元公子妃補様？」

「俺のって言うところが、気に入らないわ。聖女様だったっていう、あなたの奥様とどんな関係があるのか知りたいわね」

「はは、こりゃきつい。いいさ、全部話すよ。ただ、迷っているんだ‥‥‥」

「もし、ここで話さないなら、別々になるって言いだしたら。私はどうなると思いますか？　この虚無で子供を産むために生きると言えば？　ここに残ると言えばどうですか？」

　そうだな‥‥‥イブリースはしばらく悩んで、これは真実を伝えたほうがいいなと言葉を選んだ。

「どうなるかと言えば、まず、食事はない。あっても、俺たちみたいな現世の人間にとっては猛毒だ。食べた瞬間から、虚無の一員に引きずり込まれてしまう」

「虚無に引きずり込まれる？」

「そうだ。ここのものを食べれば、身体が虚無に変化してしまうんだ。だから、食べるな。そういうことだ。食べたら死ぬかというとそういうことはない。むしろ、永遠に生きる存在になるだろう。でも、いつかは心が狂い、そして虚無に取り込まれる。その後は‥‥‥」

「後は？」

「その存在次第だ。心が強ければ虚無の一部から自分の存在を守り抜くこともできる。駄目なら、心も体もなくして存在すら消滅する。ここはあの世じゃない。世界の裏側のその更に奥にある場所なんだ。いわば、世界の誕生と消滅の狭間。生誕と滅亡は表裏一体。そこに、俺たちのような存在に頼って生きる何かは好まれない。つまり、誰かに狩られる」

「なら、なぜ私たちはこんな場で寝たり起きたりできるの？　存在だって狩られるのでは‥‥‥？」

　その為の、これだ。

　そう言い、ラッセルは指輪の一つと自分の持つ短剣を差し出した。

　最初に虚無に入り込んだ時に入り口をつくるために腕を刺した、あの短剣だった。

「この短剣に指輪で俺は免罪符、いいや。旅行手形を買っているんだ。あなたと二人分な？　それだけでも、あなたの敵じゃないと理解して欲しいね、元公子妃補様？」

「敵だとはもう思っていません。ただ、不思議なのです。どうして、そこまでするの、イブリース元大公様？」

「たいした嫌味だな。最初は亡き妻の面影を追いかけていたかもしれない。今はあれに頼まれたというのもある。それにこれから伝える話が俺をそうさせている。聞いてくれるか？」

「そういうことなら……聞くわ」

　これはアンリエッタにとって、不幸になるかもしれない。

　ラッセルは話すと言ったのに、参ったと頭をかいてしまう。

　アンリエッタが産むと決めたその決意に負けそうだ。

　女は強い。特に、母親は覚悟が違うのだろう。

　俺には出来ないよ、アンリエッタ。

　お前はどうやってそんな心の強さを持てるんだ。

　イブリースはアンリエッタを直視できなかった。

　どういえば、彼女を傷つけなくていいかとずっと悩んでいたのだから。







元公子妃補の悲しみ




「なあ、アンリエッタ。もし、誰かを殺したいなら。俺だけにしておけ」

「どういうこと？　あなたを殺したいなんて思ってないわ。そうさせるような、誰かがいるってことなの？」

「いいから、約束できるのか、出来ないのか？」

「出来なくも無いけど。公子イブリース、あの人に対する殺意は‥‥‥消せないわ」

「ああ、参ったな。女はどこまでも執念深い。それを消せないなら、話せないな。これは君の為だ、アンリエッタ元公子妃補様」

　何よそれ。

　折角、生き延びたのに。

　私の人生よ？

　どうだれに復讐しても‥‥‥私の自由じゃない。

　アンリエッタは複雑そうな顔をしてみせた。

「子供が不幸になるから、止めておけって。そう言いたいの？」

「そう、だな。いや、それ以上だ。イブリースだけじゃない。もっと大きな問題がうごめいている」

「ぜんっぜん、理解出来ない。あなたっていつもそう。ミーシャさんが可哀想だわ」

「ミーシャ？　どうして可哀想なんだ」

「だって、ミーシャさんはあなたの妻でいたいから自決したんでしょ？　それに何？　わたしが寝ている間に大地母神と風の精霊王の代理として降臨した？　信じるにしては荒唐無稽すぎる」

「‥‥‥だろうな」

「だけど、あなたの使うこの技もそうだし、虚無の世界に入る技にしてもそう。どこにも伝わっていない、聞いたこともない技法だし、賢者様だって言うし。最初は魔族じゃないかと思ったくらいよ」

「魔族、か。どこからそんなことを思ったんだ？」

　そうねえ、とアンリエッタは記憶を探る。

　あれはいつの事だっただろうか。アンリエッタの祖父である、グリムガル王国の現国王。彼が言っていたのだ。

　魔族の多くは南の大陸に集まっている。つまり、この大陸にもいる。

　そして、もう一か所。世界で最も集まる場所がある。

　それが‥‥。

「西の大陸の地下に魔界があるとかどうとか。蒼狼族の氏族がそこにいるとかいないとか。そんなことを聞いた気がするわ。それに、あれだもの」

「何だ？　何が言いたい」

「わたし、いまこんな格好になっている。猫耳族の外見。どうして猫耳族と蒼狼族が争ったか知っている？」

「いいや、あまり詳しくは無いな。ただ、猫耳族といえば世界の空で飛空船の交易網をすさまじい速度で展開している。それは知っているが‥‥‥俺の故国にもそれの停泊港があったからな」

「それよ。おじい様が争った相手は小国だけど、高山地帯の利権を巡って争ったの。その小国はどこに属していたと思う？」

　そんな地政学なんかいまはどうでも良いんだがなあ。

　早くあれを話したい。

　焦らされてイブリースは不機嫌になっていく。

「知らないよ。早く結論を言ってくれ。俺にも話があるんだ」

「せっかちねえ‥‥‥グレム魔公国。つまり、魔王の国に属していたの。そういうこと」

「魔王だ？　そりゃ地上世界にいるという伝説は知っているが‥‥‥」

「イブリース、あなた本当に賢者様？」

「何だよ、そうだとしたら悪いか？」

「悪いわよ。だって、わたしも魔族だもの」

「え‥‥‥？」

　理解できない返事が戻って来た。

　イブリースはアンリエッタが虚無の世界に取り込まれてしまったのかと、唖然としていた。




　アンリエッタはだから言いたくなかったの。そんな顔でイブリースを見つめていた。

　世界の真実はいきなりやって来るのよ？　なんて言いたそうにしていた。

「魔族、な。じゃあ何か、グリムガル国王は、魔王だとでも言いたいのか？」

「そうよ、というよりは人間以外の存在は‥‥‥そうね。妖精や精霊、神様以外、みんな魔族よ。竜もそう」

「随分と常識からかけ離れた、常識になってきたな。まるであれだ。帝国と枢軸連邦、王国の戦いは人間と魔族の戦いのように思えてならんな」

「それはちょっと違うかも？　帝国はグレム魔王国とつながりがあるから、猫耳族の為に王国と戦っていると思うわ。枢軸連邦はよく分からないけど。その辺りはあなたの方が詳しいのでは？」

「いや、もうこの話は止めよう。何がどれだなんてことは興味が無い。アンリエッタが魔族ならそれでも良いさ。歩きながら話そう。時間が惜しい」

「‥‥‥良いわ、行きましょう」

「すまん」

「謝らないで。それで、神託？　何を言われたの？」

「簡単に言えば、子供が産まれたら魔界に行けと。そう言う話だ」

「は？　何言っているのよ、冗談じゃないわ。でも、魔界って‥‥‥うちの王国の氏族がいるわね‥‥‥」

「知っているのかよ」

「まあ、一応‥‥‥それに何となく昨夜のことも‥‥‥まあ、いいわ」

　歩きながらイブリースはアンリエッタを横目で見ていた。

　妙だ。

　アンリエッタの返事に何か引っかかるものを感じる。

　なんだろう？

　じっと地面に降ろした彼女を見て、それを観察する。

　外見にはとくにこれといって変化はない。

　耳や尾の形が変わったということもなさそうだ。

　内面か？

　そう思うが、残念なことに女性の機微まで細かく知れるほど、彼は器用人ではなかった。

　でも、なにかが妙だ。

　違和感の正体はさきほどの会話にあるような気がした。










アンリエッタの告白




　アンリエッタはさっさと話して欲しそうだった。

　イブリースも、狙うなら自分だけにしろと意味ありげな回答をしていた。

　関連するものがあるとすれば、公子イブリースに対する何かに限定されてくる。

　ああ、そうか。

　彼女はさっき、こう言ったのだ。

　公子イブリースに対する殺意は‥‥‥消せない、と。

　旅を始めた頃は、愛情だけが消せなくてつらいと言っていたのに。

　この数日でそれは大きく変わってしまったようだ。

　いや、違う。

　変わったのではなく、認識したのだ。

　本能がそう、させたのかもしれない。

　我が子を兵器として扱おうとし、愛した自分の死まで利用しようとしたことを。許せない？

　なるほど。

　それがどうやってか、彼女に真実が伝わったのだろう。

　本能か、それとも魔法か何か。

　彼女に眠る、蒼狼族や精霊剣士の血がそうさせたのかもしれない。

　便利なようで、力があるというのは不便なものだ。

　その能力が最初からあれば、俺もミーシャを諦めずに済んだのに、とイブリースはまた心で嘆息する。

　過去を振り返るのは、自分の悪い癖だ。

　いまは自分より、この少女をどうにかしなければならない。

　復讐なんて道を歩むのは、できるなら止めて欲しかった。

　だが、真実は伝えないといけない。

　いつかはバレるなら、早い方が良いというものだ。

「知っているかどうかわからんが、その子供は公子イブリースの子供じゃない‥‥‥」

「そう。そうかもしれないって思っていた。夢で見たから」

「見た‥‥‥のか」

「見たわ。酷い夢。あなたがイブリース様の代わりなっていたの。懐かしい記憶から最近のものまで全部、入れ替わっていた。苦しくて辛くて、助けて欲しかった。子供のことを思ったら、目が覚めたの。さっき聞いたような夢も出てきたし‥‥‥」

「それは、ミーシャもいたのか？」

「いいえ。でも、あの人が‥‥‥イブリース公子が何かしたってのは理解できた。だから、殺意が沸いたの。それだけ」

「そうか。夢でな」

「ねえ、イブリース？」

「なんだ？」

「お腹空かない？　もう我慢の限界なんだけど‥‥‥」

　アンリエッタの腹が盛大に、それを要求していた。

　恥ずかしさに顔を赤らめる彼女を尻目に、イブリースは背負っていた二人分の荷物から解放された。

「やれやれ、これでは俺がまるで執事のような気分だな。この荷物も、虚空に入れたままで移動できるのに。その技すらも使わせてもらえない」

「もともと、部下になりなさいと命じた時点で、快諾しないあなたが悪いのよ。そうすれば、いまごろは騎士の称号だって与えたのに」

　不満げに、言いながら少女はどこかでイブリースが失敬してきた料理が装った皿を受け取る。

　あら、このベーコン大きいわねと喜んでいるその様はまだ、十代の少女のものだった。

　母親だの大きな波を担う子供が産まれるだの。

　神とはひどいものだ。こんな少女に棘の道を歩けというのだから。

　イブリースは、アンリエッタから生涯離れられないかもしれない。

　そんな予感めいたものを感じていた。

「追われている自覚があるかどうか怪しい主人に付く、騎士などいるものかよ。だいたい、俺は騎士どころか大公だ。世が世なら、あなたとだって‥‥‥いや。止めよう」

「何よ？　私とだって釣り合いが取れていると？　同列だから騎士にはなれないと？　なら、私だけの騎士にでもなればいいではないですか‥‥‥」

「あのな。それは好きな男を口説く時にいうセリフだぞ？」

「‥‥‥え。それは――知りません」

「迂闊だな、アンリエッタ。西の大陸に行きそこから地下に行く。おまけに王国は敵だときた。俺たちに勝機はあるのか？」

「さあ？　それより、もう一杯頂けない？」

「食欲があるのは良いことだ‥‥‥」

　色恋沙汰も満足にしていないこんな少女を、どうして都合よく扱おうとしたのか。

　公子イブリースに対する疑念が更に湧いて出た。

　例え数年がかりで子供が産まれるとしても、その時、彼ら二人は夫婦になっているはずなのだ。

　アンリを抱いた半年前の状況なら、いまの惨状を予見しにくいだろう。

　そうなると、公子イブリースはそれ以前からアンリエッタを道具として見ていた可能性がある。

　では、復讐か何かの道具としてアンリエッタとその子供を使うに相応しい相手は誰か‥‥‥。

　と、イブリースは考えてしまうのだ。

「まあ、妥当なところで公国だろうな‥‥‥」

「は？　おじさま夫妻がなにか？」

「ああ、お茶はいるかい？」

「温かい飲み物がいいわ」

「注文が多い‥‥‥」

「良いから出して。寒いの」

　火を起こしながら、ラッセルは言葉を続けた。

　アンリエッタはまだ？　と我慢しきれない様子で食べかけた硬いパンを片手で揺らして待っている。

　子供みたいだ。

　イブリースはそれを見て、微笑んでいた。

「あのな、アンリエッタ。俺と旅をするということで良いのか？」

「そうしないといけないのなら、それでも良いわよ。裏切らないなら」

「え‥‥‥？」

「だって、この子。イブリース様の子供じゃないんでしょ？　それでも、幸せにしたいじゃない？」

　あまりにもあっさりと返事が返ってくる。少女は仕方ないでしょ、と猫の耳を伏せていた。

　それで本当に良いのか？　あなたの幸せは無くなるのに？

　女は強い。

　俺には真似できない存在だ。

　ミーシャもこうだったのかと思うと、イブリースは自分が情けなくなっていた。

「起きてみれば、お胎の中がなにかこう‥‥‥ぽっかりと空いているような感じになっていたの」

「あ、ああ‥‥‥それ、で？」

「それで？　うーん、そうですね。恥ずかしながら、公子イブリース様にはまだ抱かれたいとずっと思っていました。もう一度、妻としてあの方を受け入れたい、と。その感覚は‥‥‥種族的なものといいますか。蒼狼族のメスは、一度惚れたオスに生涯を尽くしますから。まあ、普通なことだと思っていました」

「ほう‥‥‥」

「でも、今朝、目覚めたらそれが心の中からもぽっかりと浮いてしまっていて。女ですから、身体から何かが消えればそれは直感で分かります。ただ、子供を身ごもっていたのにそれを失ったら、これはあくまで予測ですけど。虚無感や悲しみにうちひしがれるというか。実際になっていないから‥‥‥？　でもいまそうなのですよね？　不思議‥‥‥混乱しているのかしら？　子供はいるって感覚はあるし。変な感じ」

　不可思議だと困惑するアンリに、ラッセルは問いかけてみた。

　今は、どんな気分なんだ、と。







むずかしい蒼狼の姫




「今ですか？　難しい。でも、簡単に言えばこうして話せる程度には‥‥‥誰かに、抱きしめられていたいとは思ったりするけど」

「おいおい、待て」

　そこまで言い、アンリエッタはパンをぽとりと、落としてしまう。

　我慢していたものが堰を切って溢れ出し、涙が両頬を伝って怒涛のように彼女の心の悲しみを伝えていた。

「あの、なあ？　俺はそのー‥‥‥あなたの恋人ではないのだが‥‥‥」

「‥‥‥少しは黙って女性が涙を流す間ぐらい、抱き止めてやろうとは思わないのですか？　あなたは本当に、薄情な人。奪う前に一言、なぜ言ってくれなかったの？」

「いや、それは俺がしたことだ。だが、戻ったはずだろ？」

「いいえ、でも後からそれくらいは理解しました。蛇がどうこう言われた時点で、公子からの追手がきたのだろうと。あなたが私を守るために。奪う決断を、素早くしなければならなかった程度には‥‥‥」

「すまん。あれは人間の子供ではなかった。妖精の、孵化すればあなたを養分として吸収し、産まれる。そんなものだった。公子が施したある意味、そうだな‥‥‥呪いのようなものだ。だが、その卵は新しい命として再生された。そうだろ？」

「そうだけど。でも、‥‥‥そんなもの、あの人が‥‥‥」

「すまん、俺にはああするしか出来なかったんだ。」

　イブリースはなぜかその一言以外、口に出す事ができなかった。

　アンリエッタは泣きじゃくるわけでもない、ただ静かに彼の組んだ足の上に顔を伏せている。

　そんな彼女に、正しくかけてやるべき言葉が思いつかなった。

「‥‥‥ねえ、イブリース？」

「イブリース？　公子はここには‥‥‥ああ、俺か？」

「ええ、そう。あなたよ、イブリース。私を買いませんか？」

「は？　いや、待てよ。今度はなにを言い出す？」

　少女は顔を上げて、ラッセルと同じ位置に目線を合わせ決意したかのようにそれを口にしていた。

　自分を買って下さい、と。

「奴隷でもない、商売女でもない。第一、そんな魔族の女、誰が買うんだ‥‥‥？」

「そんな意味で買えと言っているのではありません！」

「なら、どんな意味なんだ？」

「私の時間を差し上げます！　だから」

「俺にあなたの何かを手伝え、と？」

「はい、そうよ。この世にイブリースは二人もいらない。そう思わない？」

「二人‥‥‥？　まともじゃない、意見だな」

「どういう意味？」

「俺は復讐に付き合う気はない。公子とやらとも、剣を交える気はないぞ。イブリースは彼だけでいい。俺はラッセルとして生きるほうが良いだろう。そして、あなたもあいつのことは忘れろ。そうすれば‥‥‥」

「何、そうすれば！」

　ああ、めんどうくさい、なぜこの年代の女性は、こうも自意識過剰なんだ。

　説得するのもひと手間だと、イブリースは苦笑する。

「生涯の面倒くらいは見るさ、それが妻との約束だ。誰か好きな男性ができるまで、その身も守ろう。だがその見返りを求める男は、単なるクズだ。俺をそうさせるな。いいな？」

　亡き妻に対して、不貞なんか働けるか。

　イブリースは大きなため息をついてしまった。

「そんな女にばかり都合の良いセリフをだれが信じると思っているのですか？」

「おい‥‥‥。どうしてそう噛みつく？　俺はあなたに見返りをもとめたいわけじゃない」

「ならなにを求めると言われるのですか！」

「だから、なあ分からないか？」

「居場所が、欲しいから、だ。それ以上は話せない」

「そんな」

　俺はまだ妻を見殺しにした、愚かな夫という罪から逃れられる。

　そんな唯一の場所を奪わないでくれ。

　イブリースはそう思うが、さすがに声には出さない。

　自分の秘密を知られるようで、弱い男だとバラしてしまうようで。

　それが、とても怖かった。

「わかりませんよ、ラッセル。わたしはあなたに、時間を売るといいました。ならば、あなたはそれ相応のなにかで買っていただかねば、困ります」

「だが、矛盾してはいないか？　あなたが売りたいそれは、なぜ、俺に売りつける？　子供の為か」

「当たり前でしょう。他に何があるんですか」

「だがなあ、買うという行為について、俺は好きになれんよ」

「あなたが見た黒い蛇にせよ、他にも何か追手がくるでしょう。私は、無力です」

「ああ、そうだな。だから、側にいると言っている」

「なら、あなたの時間を私にください。私もあなたに、時間を差し上げます。死ぬまでとはいいません。せめて、産まれた子供が一人で生き延びられるまで」

　その代わりに俺に自分を買え、か。

　切なげに見つめて来るその視線から、イブリースは逃れられない。愛する男性の子供が実は偽物だったなんて、誰が耐えられるだろう、そんな地獄のような告白を、自分は訊かせてしまったのだ。

　まだ若いアンリエッタに。

　そう思うまでもなく、無意識に腕が彼女の肩を抱いていた。

　守ってやりたいという庇護欲のようなものが、情念と共に心から沸いて出る。

　一度は肌を合わせた仲だ。今更遠慮などできるものか。

　澄んだエメラルドのような瞳に吸い寄せられるようにして、イブリースはアンリエッタに顔を下ろした。

　触れるか触れないか。

　寸前で顔を止めるも、今度は彼女からそれを求めてやってくる。

　瞳を閉じてじっと待つその儚さが、いまは何よりも愛おしい。

　そこに理由も理屈もなく、ただ、互いに孤独を背負う者同士だけが分かり合える瞬間が、肌を触れさせることで過ぎていく。

　これも信じていた婚約者に裏切られて他人を信用できなくなった。

　そんな悲しい経験から出た現実逃避なのかもしれない。

　言葉だけでは信じられない。

　形が無ければ駄目、か。

　公子、お前はどれだけこの子を傷つければ気が済むんだ？

「あなたに話せないこともある。それを聞かないでもいいと、そういうならば――考えよう」

「本当ですか、イブリース？」

「ただし、夫婦だのそんな仲はなしだ。ついでに、あなたとの恋仲も、今後はなしだ。俺は、賢者の塔の賢者として立ち居ふるまいをすることにする。あなたは、その弟子、もしくは付き人、と。それでいいならば‥‥‥」

「なら、それでいいわ。多くを教えてください。世間を知らないわたしに、イブリース‥‥‥先生？」

　先生？

　どうにも妙な居心地の悪さを感じるな‥‥‥。

　とりあえずはこれでいいらしい。

　イブリースはそう見極めをつけると、ロデムの店へと通路を開いた。

　寝ている店主を叩き起こし、身分証ができるまで居座るというと、彼はためいきをついて数時間後には二人の身分証を用意してくれた。







新たな門出




　待っていたのは、店主からのクレームだった。

　まあ、無理もない。

　予定よりも相当早く、依頼したものを仕上げるように急かしたのだから。

「早いな。二週間はどこに行った？」

「うるさい。これでも丁寧に作ったんだ、感謝しろ。で、どこに行く気だ？　この南の大陸は‥‥‥もう、手が回っているだろう？」

　ロデムは多くの旅用の食糧だの、衣類だのを買い込んできたアンリエッタを見て、羨ましいと言っていた。

　これが弟子なんて、あり得ないとも言いながら。

「西の大陸に行く。太陽神アギトの法王庁なら、亜人も悪い扱いにはしないと聞くしな。俺も、この腕の見せ場があるかもしれん」

「腕ねえ？　やさぐれた魔導士風情がなにを言うかわからんが。まあ、頑張って来いよ」

「あの帝国が先代の法王猊下を引きずり下ろした際に、聖者様の見えない塔も崩れ去ったって話だ。もう、神様はいないのかもしれないな」

「ロデム、そうぼやくなよ」

「ボヤきたくもなるさ。ここは枢軸と帝国、公国の境目だぞ？　どこにつくかで、何もかもが変わってくる。俺もそろそろ足をあらうときかもな」

「ま、またどこかでな？」

「おじさん、ありがとうございました」

　そうあいさつをして、二人は戸口から消えてしまった。







「ねえ、イブリース。一つだけ質問をしていいかしら」

「何だよ改まって」

「あなた、どうして自決しなかったの？」

「理由は話したろ？」

「それが真実だとはどうしても思えないの。あなたがわたしを買わない理由が何かはだいたい分かったんだけど、それだけが分からないのよ」

「何だよ、分かったって‥‥‥」

「負い目を感じているんでしょ？　奥様を守れなかったことに」

「‥‥‥」

「図星ね。でも、敵討ちが終わったのに死なない理由が分からないの。貴族なら、その後を追っても良かったのに。怖かった？　賢者になったことと、関係があるんじゃないの？」

　虚空の世界を歩みながら、イブリースは渋い顔になる。

　読まれている。

　そう思うと、何も言いたくなかった。

「言ってくれないの？　これから長い時間を共に過ごすのに。あなた、産まれてくる子供の父親にもなるのよ？」

「なっ‥‥‥勝手に何を」

「結婚はしないわ。妻にもならないし、恋人も嫌。身体だって許してあげない。でも、父親代わりは必要だと思うの。そうは思わない？」

「知らん。どんな役割だよ、まったく‥‥‥」

「なってもらいます。わたしの時間を全部上げるんだから」

「全部？　ふざけるな、長すぎる。産まれたら――そうもいかないな。いつになったら迎えに行けるのやら」

「誰を迎えに行くの？」

「それはどうでも良いだろう。だが、子供が育った時に賢者が現れるそうだ。俺以外の‥‥‥そんな奴に心当たりがない」

「じゃあ、長い時間がかかるかもね。で、どうして死ななかったの？　なんで賢者になったの？」

　質問ばかりだ。

　閉口しそうになりながら、それは、とイブリースは口を開いていた。

「国王が新しく引き入れようとしていた神がいる。だが、その神はどう考えても神らしくない教義を広めようとしていた。それに、あの刺客たちだ。まるで死人のように何度斬っても、斬っても、立ち上がってきた。その頃だ、帝国が枢軸にある聖者サユキの住む法皇庁の塔と落としたという噂が回っていた」

「聖者サユキって、神々の王と言われたあの？　存在していたのね‥‥‥」

「それは分からん。だが、俺は考えた。王がいなくなり、魔が好き勝手に暴れ出した。そして、ミーシャが犠牲になったのではないかと。だからだよ、賢者になったのは」

「それで？　敵は見つかったの？」

「‥‥‥数年前。剣聖に滅ぼされた魔王のなかに、似た教義を持つやつがいた。それがどこかに生き延びた可能性がある。ずっと敵討ちだと思ってこの大陸をさまよっていたんだ。それだけだよ」

「探すの？　それともいいの、西の大陸に行って？　敵討ちができなくなるかも」

「いい。ミーシャが生きていることが分かった。それだけでも、良いんだ」

　そう言い、イブリースが顔をそらすとアンリエッタはありがとうと静かに言った。

　彼のあとに続きながら、そっとあることを呟く。

　イブリースはそれを聞こえないふりとしながら、行くぞと声をかけた。

「いつか、一緒に討ちましょうよ。その敵を」

　アンリエッタの呟きは静かに虚空の狭間に消えていくのだった。







飛行船と狼姫




　――数日後。

　飛空船に乗ったのは失敗だった。

　イブリースは大海を足元に一望できる、大型の航空飛行船のデッキから眼下を見下ろしてそうぼやいていた。

　真下に見える海は群青よりは碧に近い。

　南の大陸の周辺の海域は荒く、近隣の大陸の海溝よりも深いからだという。

　六つある大陸間での航海・交易の中でイブリースとアンリエッタが住む南の大陸は、亜熱帯にあり鉱物資源なども豊富だったのに出遅れていた。

　すべてはこの荒い海のせいだ。

　そんな声が長い年月をかけて、大陸南北間に位置する高山地帯から空の道を発展させることにつながった。

　とはいえ、六大陸と天空大陸ハグーンを含む空路の交易路が整備されたのは、ここ数年のことだ。

「不安だ」

　いつ落ちるかも分からない。

　そんな空の旅に対する世間の信用度は低く、しかし、発展はすさまじい。

　そこには、南の大陸の北部地域を支配する第八の魔王リクトのグレム魔公国と、西・東の大陸に領土を拡大したエルムド帝国やルゲル枢軸連邦などの超大国による支援が見え隠れしていた。

「何よ、不安って。あなた、天空大陸ハグーンにいたのではなくて？」

「落ちるかどうかって不安じゃないよ、アンリ」

「そうなの？」

「落ちたら落ちたで生き延びる方法はあるさ。心配なのは、それだよ」

「それ‥‥‥？」

　目当てのものを指先で示されて、アンリエッタが動かしたのは金色毛並みの猫耳だった。

　それはアンリエッタの頭のうえに二つ、機嫌良さそうに立っている。

　まるで、眼下の海のような青黒い髪の中に金色の島が存在しているように見える。

　そこに猫らしくない、切れ長の緑の瞳だ。

　普通の猫耳族は金色の毛並と青い瞳、それもアーモンド型の目のはずだから、彼女の容姿はいやでも人目を引いた。

「これ？　やっぱり目立ちますか」

「目立つな、やはり」

「でも、これはあなたがこんな物にしたんですよ？　ほら、尾だってこんなにフサフサ‥‥‥」

　服裾から見えるその尾は確かに長毛種の猫の尾にも見えた。

　猫耳族は高山地帯に住む種族なのに、長毛種は珍しいのだという。

　それも、毛色は銀か黒。

　アンリエッタはその長毛種の一種だということにしているが、やはり本物の目からすると違和感があるらしい。

「それはそうなんだが。別物にした方が良かったかと思った」

「犬とかにしたら本気で噛みますよ？　普通の人間で良かったのでは」

「それができれば、苦労しないんだがな。どうしてもその耳と尾には特別なものがあるらしい。うまく変化してくれないんだ」

「変化？　見た目を変えるだけでは？」

「それなら光を操作したり幻覚を見せる魔法があるが、だめだな」

「どうして？」

「猫耳族は産まれながらの優秀な精霊使いが多い、誤魔化したらバレた時に面倒だ。肉体を変化させる魔法が効かない。そうなると、肉体から誰でも発している魔素をいじるしかなくなる」

「魔素？　生命力のようなものですか」

「そんなもんだ。それでどうにか誤魔化しているからな」

「困ったわね。蒼狼族のままだとさらに困るだろうし」

　ふう、とため息一つ。

　船内の足元に張り巡らされた透明な耐圧壁の上で、二人はソファーに対面して座っていた。

　広いラウンジ、朝夕と食堂にもなるそこは、昼前のいまも人で賑わっている。

　狭い部屋では息が詰まるというアンリエッタを連れて、イブリースはここに来ていた。

「蒼狼族は勘弁してくれ。まず、この船に乗せてもらえんよ」

「そうね。おじい様ったら、グレム魔公国とも戦端を交えているもの‥‥‥」

「グリムガル国王は戦いがお好きだな」

「前は帝国、後ろは魔公国。さらに、猫耳族はその魔公国に所属しているなんて、グリムガル王国は罪深いわ」

「そして飛空船の交易路は猫耳族が独占しているからな。ま、それで我慢してくれアンリ」

「その呼び名にも慣れないといけないわね」

「クロエと呼ばれるよりはいいだろう？」

　婚約者や家族、親しい友人にしか許していない隠し名を呼ばれて、アンリエッタは耳を閉じてしまう。

　不機嫌か、分かりやすくていい。

　イブリースはそれを機嫌のバロメーター代わりにしながら、彼女との対話を楽しんでいた。

「それで、イブリースことラッセル。そんなに不安なら部屋に戻った方が良いのではないでしょうか？　わたしはまだここにおりますから」

「おりますから、は構わないが戻れるのか？　あなたが方向音痴だとは笑ってしまったが」

「まあ、ひどい。慣れない場所では仕方ないではありませんか」

「王宮よりはましだろう？　ここはそれほどには入り組んでないぞ。むしろ、規則的なほうだ」

「だから分からないのよ‥‥‥」

「不思議なもんだ。先に部屋に戻るが、大丈夫なのか？」

「分からなかったら、またそこかしこにいる船員さんに訊ねるわ」

　それが一番心配なんだ。

　とは口に出さず、イブリースはアンリエッタの判断に任せることにした。

　船員はそのほとんどが猫耳族。

　また妙な疑いの目を向けられなければ良いが。

　飛空船に乗って二日。

　目的地は西の大陸エゼアは城塞都市セダ。

　帝国最南端の交易都市だ。

　あと一週間程度の旅程、御姫様にはいい刺激になるかもしれん。

　イブリースはアンリエッタになるべく多くの種族と出会い、広い世界を知って欲しかった。

　亡き妻ミーシャと同年代の彼女に、妻の面影を重ねているのかもしれない。

　そんな自分を苦笑しながら、彼はラウンジを後にしたのだった。







無知は大胆に




「ハッシュドポテト、ソースは辛めにして。それと、硬めのパンが欲しいの。飲み物は‥‥‥」

「今なら東の大陸から入荷したばかりのラゲンの実がありますよ、ウェルシャオのお嬢さん」

　金髪碧眼。

　どこから見ても一般的な猫耳族のボーイが、アンリエッタに飲み物はこれでどうかと語り掛ける。

　昼食時のラウンジは乗船客でごった返していて、先にやってきて良かったと少女は考えていた。

「ウェルシャオ‥‥‥？」

「違いますか？　その青黒い髪に尾は、高山奥の高原地帯アナベルの出身かと思いました。もしかして、ハーフとかですか？」

「あ、いえ。ラゲンの実はどんな味がするの？」

「そちらは琥珀色の苦い味。紅茶やお茶とは少し変わったものですね」

「へえ‥‥‥どうやって飲むのかしら」

「実を炒って焙煎するんです。とても良い香りがします。苦いですけどね？」

「そう。見てみたいわ」

「あちらで承りますよ」

　カウンター越しに店員はラウンジの出口に近い方を指差して言った。

　そこには現代で言うところの珈琲を焙煎する。

　そんな感じの機器が並んでいて、他の店員が手で実をすり下ろしていた。

「粉？　そんな感じにするの？　不思議ね」

「既に炒ってありますから。後は砕いて、抽出するだけなんですよ」

「面白いわね、頂くわ」

「ありがとうございます。ああ、そうだ、猫を」

「猫？　猫って」

　自分も彼も周囲の店員も、全員が猫耳族だ。乗客にはそれ以外の種族がいる。

　ここで猫なんて単語が出るのは不思議な感じだった。

「もし、猫をペットとして乗船させていらしたら、これは飲ませないで下さいね」

「えっと‥‥‥猫耳族は大丈夫なの？」

「ええ、わたしたちは魔族ですから」

「あ、そうね。そうだった。うん‥‥‥」

　魔族。

　聞きなれない。でも知っていた自分の出自。

　蒼狼族の王族だから知っている内容と、世間一般の常識とは大きな差があるけれど、そこは話を合わせることにした。

「しばし、獣人であるという事実だけで、所属を忘れてしまいそうになりますよね。良く分かります。魔王様のお陰で我らが繁栄出来ているのですから」

「もちろん、感謝していますわ」

「はい、わたしもそうです。では、こちらをどうぞ。お飲み物はあちらでお渡しします」

「ありがとう」

　渡されるトレイに乗った注文の品。

　女性が一人で食べるには少しばかり、量が多いようにも見えたそれにラベンドリンクを一つ載せてアンリエッタは座っていた席に戻る。

　視線の先にある対面式の四席のソファーには、場所取り代わりに置いていた荷物がない。

「‥‥‥信じられないほどの無法ぶりだわ」

　朝方は寒いからとラウンジから借り受けた毛布だったから、それはどうでも良い。

　後から謝罪すればいいだけの話だ。

　だが、ここはまともな乗客ばかりでは無いらしい。

　犯罪者が多いのね。

　呟き、席に近寄るとソファーの上を見渡してみるが、やはり無い。

「呆れたもんだわ。これで安心安全の空の旅をお届けしますとか、どの口が宣伝するのかしら」

　まだ慣れない尾をお尻で踏みつけないようにして、深くソファーに沈み込む。

　寒さは去ったが、心の中に他人は信用できないという虚ろな感覚がよみがえってくる。

　アンリエッタには、そちらの方が余程寒かった。

　温かい飲み物――あの勧められたドリンクを一口、口元に運ぶ。

「熱ッ。さすが猫耳族は熱さに弱い――わたしが猫舌なだけか」

　妙な苦み、コクが強く生きている力強さが伝わってくる。

　渋みはあるがエグさはない。

　何よりこの香り――炒った卵とソテーされた野菜のサンドも注文しておいて良かったとアンリエッタは思った。意外にもこれは悪くない。

　蒼狼族の国に持ちかえればどうだろう。

　故郷では知らない味。公国でもまだ知らないだろうから、商売にはなるかもしれない。

「子供の為のお金を稼ぐには商人も良いかもしれない。でも、さすがに無理ね」

「何が無理なのですか、ウェルシャオのお客様？」

「え‥‥‥」

　いつの間にか、隣の席に座る影が一つ。

　匂いからして挨拶に掲げたカップの中身は、柑橘系のジュースか、アルコールだ。

　そんな特徴的なモノを持った相手なのに、近寄る気配すら感じなかった。

　アンリエッタは途端、警戒心を引き上げる。

「あなた、どなた？　猫耳族‥‥‥」

「どなた？　お知りでない？」

「え、有名な方ですか？　最近、奥地から出てきたばかりで‥‥‥すいません」

「最近？　ウェルシャオの氏族が動くなんて珍しいわね」

「いえ、そのアナベルの出ではありません。枢軸の奥に祖父母と住んでおりまして‥‥‥亡くなったので故国へと。その、祖父の方の」

「そういうことですか。では、おばあ様が猫耳族？　それにしても、見事なグロムね」

　純粋に見える猫耳族の美女は、腰まである金髪をうねらせて立ち上がった。

　数歩で歩み寄れる距離。

　その手に見覚えがある物を確認して、アンリエッタはあっ、と声を上げる。

「毛布‥‥‥どうして？」

「この席にありましたから、お客様の忘れ物かと最初は思いました。でも違う、うちのものだった。貸し出し用の毛布――席に主がいないから、戻そうか。それとも誰かが来るのか。待っていました」

「そう。お客様って、あなた船員さん？」

「ええ、ウェルシャオのお嬢様。そうですよ、これをどうぞ。待っていてよかった」

「ありがとうございます‥‥‥」

「では、良い旅を」

　本当にそれだけだろうか？

　別の意図はない？　グロムって何だろう？

　そんな疑問がアンリエッタの思考を妨げる。

「ラッセルの分、覚めちゃうわね。戻って食べようかな‥‥‥」

　このラウンジにいたいという気が失せてしまった。

　料理が冷めるから？

　いいや、違う。あれだ、さっきの女性の不審者を見るような、面白い何かを見つけたような。

　そんな視線が、心に何かを教えていた。

　戻ろう。そう思い、トレイを持って毛布を戻し、そして出口を出た後。

「あーやっぱり分かんない‥‥‥どうしてこうも規則正しいのよ。どこ向いても同じようにしか見えないじゃない！」

　小さく不満を口にすると、第四デッキ、十四番の部屋。

　記憶と感覚と壁に描かれた案内の番号を頼りにアンリエッタは歩き出す。

「人生、冒険よね。やってみなきゃ分かんない。でもそろそろ慣れたいけど‥‥‥」

　そんなことをぼやきながら、小さな探検を始めたのだった。
















第六章







頼りない相棒




　ダンジョンだと左手の法則が活かされるはず。

　そんな取り止めのないことを考えていたら‥‥‥迷った。

「あっれ‥‥‥？」

　壁の案内図通りに四番デッキまで上がってきたはず。

　とはいえ、ラウンジが第一デッキだから、昇降機を探すのに手間取った。

　産まれて初めての体験に、アンリエッタは尾を膨らませて緊張したものだ。

　それは数度目になってもまだ変わらなかった。

「十四番。十一番がここでー。うーん？」

　確か自室は壁際で、その壁は水色に塗られていて。

　数字と朱色の扉だった。

　しかし、目に映るのは藍色ばかり。

　ということは、階が違う？

　いや、それは無さそう。

　確かに第四デッキ。

　でも、景色が違う。

　辺りに広がるそこは、客室というよりは倉庫の一角だった。

「扉ばっかり。第四デッキよね？」

　両手が料理を乗せたトレイで塞がっているせいでそれを開けようとは思わなかったが、人の気配がほとんど感じられない。

　窓の外に見える景色だけは雲海と碧色の大海。

　他には、そこに浮かぶ島々だけなのに。

「どうしよう。料理が冷めちゃう。それより、またイブリースは嫌味を言うに違いないわ。その狼の鼻を活かして探り当てられないのか？　とかって」

　心の不安を現すように、尾がうなだれてしまう。

　そしてソワソワと落ち着きなく揺れ動いているのが、視界の端に見え隠れ。

　ちょっとは落ち着きなさいよ。

　自分のことなのに、恥ずかしいと思いつつ、それ以上に呆れてしまう。

「これ、不便だわ」

　揺れる尾が示す方向は元来た道を戻れと言っていた。

　また歩き疲れて戻るのね。

　アンリエッタはため息一つ、踵を返した。

「だいたいおかしいのよ。最初に会った時はあんなに騎士らしかったのに。いまじゃ、女よりも面倒くさい飼い犬みたいな扱いじゃない」

　口からは不満しか出てこない。最近、一人になると愚痴がたくさん。

　その多くは、女性扱いしない同室の男に対するものだった。

「イブリースは尾や耳の動きを見て、何かを感じ取っているに違いないわ。こっちが何かを言おうとしたりやろうとしたら、先にはいって‥‥‥これじゃまるで、役に立たない女じゃない」

　と、そこで言葉が途切れた。

　各階層の端は無骨な飛空船の外壁だったり、どこかのデッキとの接合部の内壁になっていたりする。

　そんな中に、外壁の一部を特殊な魔法でも使用しているのだろう耐圧ガラスが一面を覆っている場所が、ところどころに見受けられる。

　いま、アンリエッタの視界に広がっているのもそんな壁の一つで、そこには小さな窓ガラスから見えていた空の雲海が一望できるようになっていた。

「丸い‥‥‥壁？　まるで自分が浮いているみたいだわ」

　天空の一角には三連の月。

　青・赤・銀と揃っていて、入れ替わることで季節が分かる。

　太陽は眩しく、でも、飛空船の航路は鉛色の巨大な雲に入ろうとしているようにも見えた。そして、足元には異様なものが見える。

「海が‥‥‥無いわ。大地がある？　まだ大陸間の間にあるはずの海の上のはずだけど？」

　そこは展望デッキのように見えて、誰かが腰かけるための長椅子も用意されていた。

　アンリエッタは自分がどこにいるのかの見当をようやく付けていた。

「あ‥‥‥分かった。ここ、わたしのいた客棟じゃないんだ‥‥‥」

　飛空線の構造は船のようなものが真横に四つ、つながっていて、その間は太い梁が横たわるようになっている。

　その更に上に丸い操縦デッキがありどうやら、客棟はその四つのどれかを割り当てているらしい。

　自分がいるのは物資などの運用棟かもしれない。

　勝手に入ったら怒られるかも。

　しかし、そこから見える光景は圧巻で、特に内陸部に住み、海を知らない少女にはいつまで見ていても飽きないものだった。

「料理冷めたかもしれないし、いいわ。座って食べよ。イブリースはどうでも良い‥‥‥冷たいんだから」

　西の大陸に行こう。

　彼はそう言いだした。

　イブリースは確信があるように、それが良いと断言していて、大した人生の経験がない自分では判断が付かないことも多い。

　それはダメでしょうと思ったことでも平気でするグレーなところもあるが、今一番信頼が置けて頼れる存在は彼だけだった。

　これでいいのかしら。

　この数日間、共に過ごす時間が長かった。

「冷たい。それに堅いし、ドリンクは冷めたし。良いことないなあ、子供、ちゃんと産めるのかしら」

　何もかもが冷静になれと諭しているような気がして、アンリエッタは開放感を味わいながら独りの気楽さを満喫する。

　いつか二人になるはずの子供には、どんな未来を与えたい？

　いや、これは自分だけの子供。あの男の血は混じっていないとイブリースは言っていた。

　神から授かった運命の存在？　普通の女性ならそれは栄誉だろうか？

　アンリエッタは深く思案してみる。

　南の大陸を旅立ち、ずっと考えてきたはずなのに、意外と浅慮だったかもしれない。

「逃亡する女、それもお姫様。敵の船に乗って、身分偽って。お腹の中には神様の子供を宿していて、おまけに連れは賢者様？　魔法使いの最高位とか言っても、同じく追われる身で一体なんの救いがあるのよ」

「救いはないかもしれんな」

「っ‥‥‥あなた、いつの間に‥‥‥」

　唐突に返ってきたその声は頭の上から降って来た。

　アンリエッタは腰かけたまま、耳でその声に返事をする。

　左上から視界に入ってくる腕が無造作に膝上のトレイから彼の分の昼食を取っていくのを見て、本当に紳士らしくない元公爵様だわとぼやいていた。

「さっきさ。戻りが遅いから影から探していたんだ。ここは客用のとこじゃなさそうだな」

「そうね。遅いわよ」

「誰が？」

「知らないわ。誰よ、側で守っているなんて吹聴したのは‥‥‥」

「少し寄せてくれ」

　そう言い、まるで恋人のようにイブリースは長椅子に自然と腰を下ろしてきた。

　距離が近い‥‥‥そんな制止はもちろん、聞き入れてもらえない。

　他人の目が無いのが幸いで、誰かが見ていたら席を立ってしまいそうなほどにアンリエッタは恥ずかしかった。

「発言と態度が比例していないな、奥様」

「奥様じゃないわ。まだ、未婚だもの‥‥‥」

「ここの旅券的には夫婦、そんなことになっているな」

「あなたがそうしたんじゃない‥‥‥何していたのよ」

「少しばかり寝ていたよ。誰かさんが、隣で毎晩のように尾で攻撃してくるから」

「身体を許した覚えは無いわよ？」

「俺もそんな気は無い。仕方ないだろう。あの部屋しかなかった。広いベッドがあるだけましじゃないか」

「一つだけでなければ、ね。ソファーにでも寝ればいいんじゃないですか」

「考えよう」

　スカートの裾からイブリースを毎夜のように苦しめているという自分の尾がハタハタと揺れているのを見て、アンリエッタはほう、と息をつく。

　不安で、不安で仕方ない夜に、この男がいるだけでどれだけ安心しているか。

　この尾は如実にそれを表現していた。







神殺しの末裔




　冷たいな、そんな顔でドリンクを一口。

　ついでにイブリースは冷めきったパンをかじりながら、無愛想に言ってのけた。

「なあ、俺からじゃないよな？」

「え？　なんのこと？」

「あの部屋のさ、ソファーについてなんだが」

「それが何？」

「あれでも、俺たちの部屋は上顧客用なんだ。広さもそうだし、部屋だって客間もある。ソファーだって長いのが二つあるだろ？」

「‥‥‥そうね」

　自分が暗黙裡に責められている気がして、アンリエッタは言葉を控えてしまう。

　イブリースは俺が全部悪いのかな、そう続けていた。

「あのソファーだが、連ねてもいいし、背もたれを倒したらそれだけでも一人分のベッドになるんだよ。だろ？」

「従者様に使ってくれって案内の時に言われたわね‥‥‥」

「だよな。で、そのソファーベッドを更に連ねて寝ている贅沢なのはどこの誰だった？」

「‥‥‥」

「わたしは広い方じゃなきゃ嫌だ、だの。男は信じられない、だの。さんざんなじっておきながら、気付けば俺の寝床に潜り込んでいるのは？」

「知らないわ、そんな不貞な人いたかしら」

「そうか。まあ、いい。どこかの尾が明日の朝もあったら、根元から切り取ってやろう」

「あなたっ！」

　トレイを手放す勢いでアンリエッタは尾を守ろうとする。

　その様が面白くてイブリースはからかうのを止められないでいた。

「本気だ」

「勘弁してよ。二度と、その‥‥‥生えてこないんだから」

「生やしてやるよ。懲りるまで」

「魔王よりタチが悪いわ」

「その、魔王の孫だろ？　お姫様」

「‥‥‥っ！　何しに来たのよ？」

「あれだよ」

　からかい上手の賢者は微笑みながら、アンリエッタに眼下の雲海を指差して見せる。

　そこには先ほどの鉛色の巨大な雲が広がり、意外なものが姿を現す。

　アンリエッタは驚きの声を上げた。

「あれ？　何？」

「雲。いや、あの中に天空大陸の欠片、とかがある」

「欠片？　まさか、天空に地面でもあるの？」

「あるよ。世界中の空の上にある。天空大陸は最大がハグーンだが。その大元は更に巨大なものだった」

「だった？　知らないの？　賢者なのに」

　そうだな、そう言いイブリースは苦いとドリンクを飲み干す。

　アンリエッタからトレイを受け取ってそれを何も唱えずに宙に浮かべて見せた。

　すごい、そう小さく叫ぶアンリエッタはトレイから浮かび上がった大小の皿やカップが自由気ままに宙を漂っているのを面白そうに眺めていた。

「まあ、こんな感じだ。あいにくと、ハグーンは元の大きさの半分なのだ。もう半分は」

「半分は？」

「あそこ、西と東の大陸の北側の海の底に水没したと、そう言われている」

「それって、どういうこと？　海底にかつての大陸があるってそういうことなの」

「そうだよ。それが、今の魔界」

「魔界？　えっ、どういうこと？　魔族はどこに？」

「元々は北の大陸に魔族は住んでいたらしい。それが神々との戦争で海底に没した。天井を埋めたのが、天空大陸の半分だ」

　丸い器の淵まで海があると考えると分かりやすい、とイブリースは説明する。

　その底に魔界がある。

　海水が注ぎ込まないように蓋となったのが、かつての天空大陸の半分だと。

「でも、誰がそんなこと。魔界の神様でもいたってこと？」

「俺もそれがずっと不思議だった。元々、天空大陸は竜族の神が支配していたからな。アンリエッタが言っただろ、竜も獣人も魔族だと。それで合点がいった」

「‥‥‥わたしには理解出来ないわ。何が何だか分からない」

「竜神がその土地を与えた。魔族に。あの蓋を管理するのが大地母神。とまあ、知識としては知っているよ」

「だから何？」

「竜神と大地母神は夫婦神だ」

「あ‥‥‥」

　つまり、地下に魔界を移動したのは神々から魔族を救済するためだった。

　イブリースはそう言いたいらしい。

　子供は大地母神の神託によって産まれることが運命づけられた。

　その身を守るために魔界に行け。

　神託の真意はそこにあったのだと、アンリエッタは理解する。

「魔界に行けば、この子は救われる、と。そう言いたいの？」

「そうだな。だが、あちらに行ったら新しい問題も起こるだろうよ」

「話が大きすぎるわ、イブリース。不安にさせないで‥‥‥怖い」

「恐怖はいいぞ、アンリエッタ」

「何よ、人の気も知らないで。あなたが産むわけじゃないでしょ‥‥‥」

　これ以上は聞きたくないと、アンリエッタの猫耳は伏せてしまう。

　しかし、それを見つつ知らん顔でイブリースは話を続けた。

「伝説では、魔王は二十四柱いるらしい」

「知らない！」

「まあ、聞けよ」

「聞きたくないわよ、誰が救ってくれるの？　伝説の勇者様？　そんな存在、どこにいるって言うのよ」

「賢者の起こりを知っているか？」

「‥‥‥え？」

「いつか分からないほどの昔。神と魔の戦争で竜神や魔神、大地母神すらも滅ぼされたという。たった一人の神殺しにな。理由はいくつかある。神々は魔族と人を争わせてゲームをしていた。それによって何をしていたかは知らん。だが、無慈悲な暴力は存在した。賢者は‥‥‥つまるところ、神殺しの末裔だ」

「御大層なことを語るのね。だからどうしたというの。賢者の都が守ってくれるとでも？」

「望むなら。魔界に行く必要は無い。子供をおろす方法もハグーンに行けば分かるだろう。俺はどっちでもいいよ、アンリエッタ」

　静かに強い意思を宿した瞳が、少女を見つめていた。

　それはまるで、自分が望めば神殺しにすらもなってみせようと言わんばかりに勇ましく、アンリエッタはかつて一度だけその光を宿した彼を思い出してしまった。

　裏切り者の、あの公子イブリースを。

　とっさに口を突いて出た言葉は、自分でも予想外のものだった。

「そんなに自信満々に言うなら……」

「なら、どうしたい？」

「殺して来なさいよ、あの男を！　あなたをこんな道に引きずり込んだ、わたしにこんな運命を与えたあのイブリースを！」

「いつか、必ず。そうしよう、気味がそのときもそう、望むのなら」

「‥‥‥嘘つき」

「今は考えたらいい。西の大陸に着くまでまだ時間がある。お前は人生を捧げると言った。俺もそうしよう。そうするし、アンリエッタ」

「何‥‥‥」

「妻は過去にも未来にもあいつだけだ。だが、主は二人でいい。過去には王が、現在にはあなたが。未来はどうする？　それは自分で決めてくれ」

　また、こんな岐路を選ばせる。

　もう天空を旅しているというのに。

　救いはいつでもある。決めるのは自分だ。

　そう言うイブリースはどこまでも冷たく、遠く離れた存在になってしまったようにアンリエッタには感じられたのだった。







去り様




「……行くの？」

「ん？」

　少女の口から言葉が漏れる。

　あの日に感じたような空寒さ。

　大事な存在があっけなく去っていく感触を、アンリエッタはまだ忘れていなかった。

「あなたも、わたしを捨てて行くのですか‥‥‥イブリース」

「‥‥‥」

　コトンっと、宙を浮いていた食器類がトレイに綺麗に戻された。

　そのまま、長椅子からそれは姿を消してしまう。

　まるで邪魔だとでもいわんばかりに、イブリースはそれを消して見せていた。

「去るなら、こうするだろうな」

「何よ！　それっ？」

「だからだな、跡形もなくあいさつも無く消える。そう言っているんだ」

「別れの挨拶ってこと？」

「どうしてそうなる‥‥‥言っただろう。あいさつも無く消える、と。それが望みならそうするが？」

「それは‥‥‥」

　ほれ、とどこから取り出したのか、ドリンクの入った器をアンリエッタは手に持たされて落としそうになる。

　本当に魔法みたい。

　自分にもこんなものが使えれば、自信にもなるのに。

　その憧れがそのまま、不満となり、イブリースを睨みつけてしまう。

「なにを膨れている？　尾が不機嫌なままに動いているぞ？」

「なっ！　あなたやっぱりこれ見て！」

「そりゃあな。そんな分かりやすいモノ、そこにあれば利用しない訳がないだろう？」

「酷いっ！　わたしにはあなたがまるで理解できない‥‥‥」

「ふん。人生経験が違う。あなたはまだ十六歳、俺はもうすぐ三十手前だ。倍近く生きているし、妻もいた。誰かさんは捨てられたようだが？」

「信じれないっ、なんて嫌味なの‥‥‥」

「他にも甘い結婚生活も知っているし、それぞれの家族との交流もあった。楽しい人生だったな。だが、過去の思い出は思い出だ」

「もう意味が分からないわ。何を言いたいのよ、イブリース‥‥‥主君殺しの賢者様。駄目な賢者だから駄賢者か‥‥‥」

「お前な。それは無いだろ、駄賢者は‥‥‥」

　いささか心外だったようで、イブリースは口をとがらせていた。

　アンリエッタはどこか仇討ちを果たした気分だ。

　この駄賢者様、さんざん自分の心をさも、試すかのようにしてくれたのだから。

「いい気味だわ。あんなに優しかったのに‥‥‥今じゃ嫌味だらけだもの」

「俺が苛めているとでも言いたいのか？　そっちだってさんざん、俺を弄んだじゃないか」

「失礼な！　わたしがいつ、そんな真似をしましたか？」

「今だよ、いま。こうするなんて言いながら、ブレて悲しんでいる。その上、公子を殺せなんて自分の怒りや恨みを発散するために俺を利用しようとしている」

「それは、そのっ」

「誰だったかな？　わたしの人生を買いませんか、あなたに捧げますとかカッコをつけていたのは」

「だからそれはっあの時は、そのつもりで」

「あの時？」

「今も、そう、よ。ええ、今も‥‥‥」

　ふっ、とイブリースは不敵に笑っていた。

　まるで見抜いていた、とでもいわんばかりに悪い笑顔だった。

　この人は言質を取ってから相手を追い詰めるタイプだ。

　アンリエッタはその笑みに対抗できない。

「そうか。今も、な。ふーん‥‥‥俺はずっとブレてない」

「嘘ッ、さっきまでどっちでもいいよ、って言ったじゃない。不安だとも」

「言ったよ。そりゃ不安だろ？　あなたがそんなに一貫性が無いのだから、部下としては不安になるのは仕方ない」

「西に行こうって決めたのはイブリースじゃない！　まだ何か隠していること‥‥‥あるでしょう？　奥様と交わした会話の中で」

「あるよ」

「そんなにあっさり‥‥‥」

「言うべきかどうか迷ったというよりは、聞いたら別の方向に走りそうだったからな。控えていた」

「もう、なんて嫌味なのかしら‥‥‥。はあっ、昼食まだあるでしょ。出してよ、悩んだらお腹空いたわ」

「食欲だけは一人前だな‥‥‥あなたは」

「良いから。さっさと出してよ、その便利な魔法で」

　ひらりとイブリースの手が動く。

　そこにはさっき消えたトレイごと、料理が食器に盛られて並んでいた。

　食べ終わる前の姿で‥‥‥。

「また盗んだの、これ」

「失礼な。復元しただけだ」

「ふく、げん？　また難しいことを言うんだから。食べられるの？」

「もちろん、食べられる。安心しろ、毒なんぞ入ってない」

「そう‥‥‥でも、パンとかが冷たいわ」

「文句が多いな。我慢しろよ。さて、控えていた内容だが」

「ああ、うん。何？」

「公子は風の精霊王との契約を打ち切られたそうだ」

「えっ‥‥‥？」

　アンリエッタの目が驚きで丸く見開かれる。

　それはつまり。

「あの人‥‥‥まさか、の」

「そう、普通の騎士になった。つまり、いつでも恨みを晴らせるな。だが、公国の軍隊はそのまま彼の支配下だ。帝国とも手を結ぼうかどうかというそんな時に、さあ、恨みを晴らしに行こうとするのは、どうだ？」

「どうって、それは賢くない、かも‥‥‥」

「だろう？　母親が殺人を犯すのを子供に見せたいか？　腹の中にいても、知るかもしれないぞ。なにせ、特別な子供だ。何があっても不思議じゃない」

「イブリース‥‥‥何がしたいの、あなたの本心が分からないわ」

「復讐、逃亡、安全な生活、そして子育て。どれがしたいのか俺には分からん。決めるのはあなただが、とりあえずは子供を優先したいと聞いていたから、逃げることにした」

「逃げるって‥‥‥だって、帝国に行っているじゃない」

「そうだ。だが、復讐と危機からは逃れられただろ？　あちらに着けば、着いたでどうにでもなる」

「どうにでも、なるはずないじゃない！　既に帝国領土なのよ！」

　ふっ、とイブリースは笑っていた

　世間知らずは駄目だぞ、とも付け加えて。

「西の大陸は太古の六神の王、ダーシェの管轄だった。しかし、それはもういない。となると、誰の管理になるかは分かるだろ？」

「大地母‥‥‥神？」

「多分、な。それも含めて行けという神託だろう。ま、神様の世界でも何かが起きている。そういうことだ。それにハグーンはこれを見守っているだろうな。俺よりも優れた賢者がいる。手放しにはしないだろ」

「大きな力ねえ‥‥‥信用できないわ。賢者ってそんなに多いの？」

「まあ、数百はいるな。あまり現世に干渉しないが、こんな問題を放置はしないだろうさ。俺も報告に戻れと言われるかもしれない」

「え？　見捨てて、行く、の‥‥‥？」

「不安げな顔をやめろ、まったく。いくなら一緒に行けばいい。迎えはあそこかもしれない」

　あそこ？

　目の前に迫るのは――あの巨大な鉛色の雲だ。

　イブリースが言った、天空大陸のかけらがあるというその場所は静かに、二人が乗船する飛空船に近づいているようにも見えた。

　不敵な微笑みの原因はこれなのね。

　そうアンリエッタは理解する。

「もしかして‥‥‥あなた、これまでは主君殺しを目的に生きていたから、ハグーンに戻れなかった？」

「そんなことはないが、良い顔はされてないな。いまはこんな大義名分がある。それに自慢していいぞ」

「なにを自慢するのよ」

「賢者を配下にした王は少ない。いまをときめくエルムド帝国の皇帝です、成し得なかったことを、アンリエッタは出来ている。それくらい、賢者ってのは貴重なのさ」

「あなたの掌の上で弄ばれているようで、何も嬉しくないわ‥‥‥」

「俺だって先が見えない。神なんて都合の良い存在に操られたくはないからな。二人で足掻いてみるしかないさ。そうだろ？」

　カップを片手にイブリースは杯を上げる。

　カチン、と音を立てて鳴る二人のそれは、まるで祝杯？

　それとも、冥府への案内の鐘かもしれない。

「愚かな人間が足掻いたら、最高神だって討伐できた。そんな過去だってある。俺たちにもいい未来はあるさ。だから、生きることを諦めるな」

「結局振り出しに戻るんじゃない‥‥‥」

「部下の優秀さは理解できただろ？」

「知らないわ、愚かな人」

「ああ、生涯にわたって愚かな部下さ。ありがとう、主人よ。ああ、うらぶれた元公子妃補様だな」

「何よっ、あなただって捨てられた元大公の癖に‥‥‥」

「褒め言葉だな」

　結局、イブリースに言いくるめられた気もしないではないが‥‥‥アンリエッタはまあ、これもありかもしれないと不貞腐れる。

　少なくとも、揺るがない心をもつたった一人の味方はいるらしい。

　不満だわ、と思いながら目の前にある雲海を見下ろすのだった。







怪しい影




「さて、そろそろ戻らないか？」

「あ、そうね。ここって入ってよかったのかしら」

「それは分からんが、他に一般客がいないところを見ると船員以外はだめのようだ」

「関係者以外‥‥‥立ち入り禁止、とか？」

「可能性はある。いいじゃないか、素晴らしい海と空と雲海を見られたことだろう。これだけでも金を支払う価値がある」

　そう言い、イブリースはアンリエッタの手元からカップを受け取るとふっとそれを消して見せた。

　相変わらず凄いわね‥‥‥。

　そんな呟きが漏れそうになった時、アンリエッタの耳はかすかな足音を捉えていた。

「イブリース」

「うん？　どうした？」

「誰か来るわ。あ、違う‥‥‥」

「みたいだな」

「え？」

「いいから。自然に振るまえ」

「はい‥‥‥」

　そっと自分の手を取ると誘うようにイブリースは席を立つ。

　彼の仕草はアンリエッタがこれまで受けたどの男性よりも紳士然としていて、一瞬、心が躍った。

「？　どうした、アンリ？」

「‥‥‥いいえ、なんでもない、わ。ライオット‥‥‥」

「嫌味か？　俺はラッセルだろう」

「何でもないわ、ごめんなさい。間違えちゃった」

「大丈夫か、アンリ？　いい景色を見ることが出来たし、戻らないか」

「……そうね、あなた」

　公子イブリースよりも作法が上手だと思った。

　そんなことは口が裂けても言えない。

　彼の故国は意外にも、公国よりも大国か歴史が古い国なのかも。

　全く関係のないことを考えている自分にしっかりしなさいと言い聞かせながら、足音の正体。

　いや、すでに二人に見えないところから監視しているはずの彼らに近づいていることに、アンリエッタは警戒を強めていた。

　しかし、そんなことは気にするなとイブリースは颯爽と歩き出す。

「あっ、ねえ」

「しっ」

　しゃべるな、そうジェスチャーをされてアンリエッタは口をつぐむ。

　これから起こるかもしれない危険に、胸が冷えこんでいく。

　そして、角を曲がったところで二人は足を止めた。

「おや？」

「船員、さん‥‥‥？」

　そこにいたのは三人の猫耳族の女性船員。

　二人はまだ若い兵士風の武装をしていて、もう一人はアンリエッタが見覚えのある相手だった。

　先方が驚いた声を上げる。

「あら、あなた。あの時の」

「ラウンジの‥‥‥船員さん？」

「お客様、なぜここに？」

　知り合いか？　と、イブリースはアンリエッタを見た。

　訊かれてアンリエッタは、そうだ、と頷いた。

「何故と言われても客室が分からなくて、それでここに迷ってしまって‥‥‥ダメでした？」

「ダメではありませんが、ここに来られる方は珍しいので。多くの方は展望デッキに行かれますから」

「ご迷惑だったらごめんなさい」

「客室と言われますが、そちらの方は？　同室の方ですか？」

「あ、ええ‥‥‥ライオット。夫です」

「御主人様でしたか。それは失礼をしました」

「いえいえ、わたしが迷ったかと思って探しに来てくれたんです」

「そうでしたか。では、これに案内をさせましょう」

　そう言い、ラウンジで出会った相手は傍らの少女にしか見えない猫耳族の警備員に合図をする。

　彼女はご案内しますわ、と言い、二人の先頭に立って歩き出した。

「ありがとう」

「いえ、仕事ですから。どうぞ、こちらです」

　丁寧ながらどこか油断のならない歩みで進む警備員を、イブリースは後ろから面白そうに目で追っていた。

　短毛種なのかもしれない。

　金色の毛並みは変わらないが、尾も短く、それは警戒するかのように揺れていた。

　やがて棟を二つ越え、こちらから先になりますと告げると、彼女の尾は気楽になったように緩やかに垂れていた。

　感謝の言葉とチップを渡すと、その耳が嬉しそうに微かに動いたのが可愛かった彼女は、それでは、と頭を下げて元来た道を戻って行く。

　その後ろ姿が見えなくなるのを確認する前に、イブリースはさっさと部屋に入ってしまった。

「良かったの？」

「何がだ？」

「だから、見送らなくて良かったの」

「良いんだよ。それより、少し話は控えよう」

「えっ？」

　すぐに分かると告げると、さすが賢者。

　彼は詠唱なしで魔法陣を何もない空間に描きだしていた。

　それがいくつも上に重なり、積層のように段を描く。

　やがて自分たちの部屋の隅々にまで広がると、ふわり、と光を発して消えてしまった。

　それを見届けてから、もういいぞとイブリースは口を開いた。

「なあに？　今度はどんな悪巧みを思いついたの？」

「失礼だなー。悪巧みじゃない。防護壁だ」

「防護壁‥‥‥？　どういうこと？」

「この船の中の会話はある意味、筒抜けだなと思ったんだよ。まあ、ラウンジなどはどうかか分からんが」

「えっ？」

「アンリエッタ、その狼の耳はどこまで物音を拾える？」

「どこまでって‥‥‥ラウンジの中なら端々まで、かな？」

　イブリースは予想外に優れた獣人の五感に舌を巻いていた。

　その割に味覚や温度などには敏感どころか鈍感だったりする。よく分からないところも多い。

　研究者としての興味が沸々とわいてくる。賢者の悪い癖だと思いながら、イブリースは不思議そうな顔をするアンリエッタに説明を続けた。

「どうもな、俺たちの会話も含めて乗客のものにまで耳と目が行き届いている。ようは監視されている気がしてならん。さっきの長椅子の会話はまあ、聞こえなかったようだがな」

「聞こえていない？　あっ。あなた、まさかの‥‥‥」

「そりゃそうだろう？　影から出てきたなんて魔族以上に怪しい存在。いや、すまん。それは差別だな。とりあえず、聞こえないから来たのではないか。そんな気がしただけだ」

「なるほどねーでも、あの女性‥‥‥」

「ああ、あれか。顔見知りのような彼女か。あれがどうした？」

「うーん、ちょっと、ね。二度目でタイミングが良すぎる気がしただけよ」

「二度目か。詳しく聞きたいものだな」

「そうねー」

　と、アンリエッタはラウンジでの一幕を話し出した。







巨大な航空艦




「あなたが戻ってからしばらくして、お腹が空いたから昼食を買いに行ったの」

「うん、それでどうした？」

「ラウンジには旅行客があふれていたから、わたし、借りていた毛布を席に置いて確保したつもりだったのよ」

「毛布？　だが、そんなものはどかされたら意味がないだろう」

「ええ、そうね――確かに無くなっていた」

「無くなっていた？　じゃあ、あの女性がその席にいたのか？」

　いいえ、違うわとアンリエッタは首を振る。

　食事を買って戻ると、確保していたはずの席は空いていたとイブリースに告げた。

「空いていたわ。それに周りの席は誰も座っていなかった。考えてみたら、あそこは一般の客には解放されてなかったのね」

「まあ、そうだな。一応、上顧客用の別席だったはずだ」

「なるほどね。でも、座る人はいなかったわ。まるで誰かが、そうしないようにしていたみたい」

「なぜ、そう思うんだ？」

「だって、他にもあのブースには客はいたのよ。あんな見晴らしがいい席、そうそうないわ」

「ああ、そういうことか。確かに朝方は寒かったが、あの時間帯からなら温かくなるだろうから、人気がある席かもしれない」

「そうなの。でも誰もいなかったの。いなかったというよりは、左右に数席、まるで予約でもしているかのように空いていたわ」

「変な話だ。奇妙なものだな」

　そして、食事をしていると彼女が声をかけてきたのだと、アンリエッタはイブリースに告げた。

　ただし、彼女が座っていた席には誰もいなかったし、自分のこの狼の耳にも鼻にも何も誰もいることは感知できなかった、とも。

　イブリースはその耳と鼻にいくぶん懐疑的な目を向けていたが、アンリエッタの言い分は聞いてくれていた。

「何よ、じろじろと……」

「いや、その耳にしても鼻にしてもあれだ。舌まで敏感になるはずなのに、鈍感‥‥‥いや、何でもない」

「あなた、こんな時に嫌味を言うの？　本当にひどい人。さっきまであんなに……」

「あんなに？　どうした？」

「何でもないわ、嫌いよ。イブリースなんて」

「嫌わないでくれ。優れた感覚に慣れて欲しいと思っているだけだ」

「本当に？」

「もちろん」

「納得いかないけど、まあいいわ。それより、彼女よ。乗組員にしても、単なる船員とは思えない」

「同感だ。それにあの時の顔も俺は忘れていない」

「顔？　どういうことですか？」

　覚えていないのか？

　これは困ったとイブリースは苦笑する。

　彼としては、あの発言に何か意図があると思っていたからだ。

　しかし、それは誤りだったらしい。

　どうやら、アンリエッタはどこか天然というか。

　たまに記憶にずれでもあるらしい、とイブリースは思ってしまう。

　アンリエッタはいぶかしげに目を半眼にしてにらんでいた。

「どういうことなの……？」

「どうもなにも、アンリエッタ。二回目だぞ」

「二回目？　何が？」

「ラッセルとライオットを間違えて発言したのが。覚えがないのか？」

「えっ。覚えてないわ。一度目はあるけど、あなたがからかうなといった時」

「そう。そしてあの女性船員の前で俺の紹介をしただろう？　ライオット、だと」

「あっ……」

「気づいたか？　クロエと名乗らなかっただけ、まだ良かったな。ひやひやしたよ。だから、聞いたのさ。その耳はどこまでの音を拾えるか、と」

　あの立ち入り禁止だと言われた場所で、確かに自分は彼をライオットと呼んだ。

　もし、それを聞きつけてあの三人がやってきたのだとしたら。

「ごめん……なさい。わたし、そこまで気が付かなくて‥‥‥どうしよう」

「いいさ。どうせ、遅かれ早かれ、何かは起こるものだ。それよりもその耳だよ。ラウンジの隅々まで聞こえるなら、それなりに範囲が広いことになる。俺もあの場所から円形に結界を張っていたんだ」

「そうなの？　魔法はまったく分からないわ」

「お嬢様があちこちに迷うから、保険はいるんだよ。さて、その結界の外にいた彼女たちが音を拾えているかはなんとも謎なところだ」

「わたしも何も聞き取れなかったわ。臭いは……自信がないけど」

「あまり詳しくはないが、犬の方が耳、鼻ともに優れているとは聞いたことがある」

「狼よっ」

「そうだな、人狼だ。それも、精霊の加護を受けた王族と来ている。血は薄いが、先祖返りをした今なら他の王族にも劣りはしないかもしれん。それでも察知できなかったのに、相手は知っていた。もしくは、気づいた」

「あの場所に誰かがいたと気づいた？」

「そうだ」

　しかし、とイブリースはまた何やら不思議なものを手の中に浮かび上がらせた。

　それは光の球のようであり、中には四棟からなる船のような物が線で描かれていて、まるで何かの設計図のようにアンリエッタには見えた。

「……何よその、緑色の怪しいのは」

「この船だよ、我がアンリエッタ」

「小馬鹿にしないでくださらない？　見ればわかります」

「反応が薄いからな。こんなもの、目にしたことがないだろう？」

「ないけど、あなたがすることだもの。もう慣れちゃったわ。で、それがどうしたの？」

「船の外側にはこんな状態で力場がめぐらされている。その情報を借りたのさ。いま、この船がどうなっているか知りたくないか？」

「船が？　だって、帝国に向かっているんじゃないの？」

　航路はそうさ。

　イブリースはそう言うと、空中にその光球を放り投げた。

　光の球は躍動すると身震いでもするかのように瞬き、数倍の大きさに膨れ上がる。

　その中にはさっきと大きさが変わらない自分たちが乗る船と別の何かが映し出されていた。

「船が二つ？　向こうの方が大きいわ」

「そうだな。さしずめ、飛行船か。もしくは航空艦か。そんな規模だ」

「……何なの、これ。どうしてこんな大きいものが――」

「つまり、猫耳族の更に上がお出ましした。そういうことだろうな」

「じゃあ、さっきの三人は？　船内に異常がないかを確認していたっていうことなの？」

「それならいいんだが。もしかしたら、そうでもないかもな。アンリエッタ」

「何？」

「改めて、ラウンジに行かないか？　俺の腹がまだ足りないらしい」

「はあ？」

　渋るアンリエッタを連れて、イブリースはそのまま部屋を後にした。







金の龍




　大空に空間がひしゃげるような音が響いていた。

　船の力場の中にだけしか伝わらないそれは、船内から重たそうな音を上げながら巨大な接弦口とともに降ろされていく。

　その先に浮かんでいるのは、イブリースたちが乗る巨大な円盤に四つの帆先が並んだような飛空船。

　今から始まる作業を航空艦の指令室から、眺めることができた。

　自分が乗船している艦船から接弦作業開始の報告を受けた人物は、指令室の最上段から組んだ足に片手を置いてうろんな瞳で頷くと、部下に気取られないように小さくあくびをした。

「あとどれくらいで行き来が可能だ？」

「約十分後かと思われます」

「そうか。まあ、事故が無いようにな」

「はい！」

　足元から部下の元気がいい返事が返ってくる。

　昼間の大空は猫には眠たすぎる‥‥‥。

　この身体はなんとも不便だとぼやきながら、手袋をした片手で目元をこすっていた。

　しかし、片方の視線は眼前に揃った計器類から離れることはなかった。

　目まぐるしく数値が変わって行くそれらを見下ろしながら、船内外に異常がないかを確認していく。

　大気圧、力場内の各種波動の数値、結界を維持している船内の魔素貯蓄槽に異常がないかどうか。

　普段はあまり気にしない魔素貯蓄槽を指揮官自らが確認しなければならないほど、船と船の空中での接続は危険率が高かった。

「まったく‥‥‥女王はなにを考えておられるのだ。あのような下士官が乗るものに同乗するなんて」

「御心配ですか？」

　階段式に配置された指令室の一段下に座る一人が、それを聞きつけて反応する。

　彼女は自分の席を立つと、上司の側に上がってきてそこに立った。

「お前はどう思う？」

「司令官、どう思うと言われましても。女王がなさることに一士官が意見を述べるなど‥‥‥」

「構わん。言ってみろ。どうせ、私もお前も同じ考えだ」

「そうですか？　司令はそのお席が気に召さない気もしますが？」

「ここか？　それはそうだろう。ここは私の船ではなく、単なる一時的な管理を任されただけの話だ。艦長でもないのに、運行管理から戦闘や女王の安全までやれと言われても、な」

「割に合わない、と？」

「そうは言わん。だが、重荷だと思う者もいるかもしれんな」

「確かに、ここは帝国領空ですからね。いかに同盟国とはいえ、指導者が乗り継ぐのに相応しいとは言えないかもしれません」

　とはいえ、司令官の目は少し上に移動する。

　さきほどイブリースが作り出してみせた光球よりもはるかに巨大なものが、彼女の座席の前面に浮かんでいた。

「天空航路を横断する我らの艦船をどうにか出来るものなど‥‥‥竜族でもなかなかいないがな」

「この高度まで上がってこられる魔族も少ないかと」

「安全どうこうではないよ。ただ気まぐれに困っているだけだ」

「確かに。せめて騎士団程度は同乗させてくるべきでしたな」

「女王の思い付きを止められるのはあの方々だけですから」

「まったくだ。次はもう少し気を配ることにするかな」

　司令官が細長い尾の先につけた銀色の環を手入れし始めたのを見て、副官は席に戻ろうとする。

　しかし、ふと思い出したように振り返ると彼女に質問した。

「ところで」

「ん？」

「我らが女王リーゼは何故、帝国に？　まだ魔公国にいなければならないと思うのですが」

「ああ、それか。確かに魔王リクト様はいま大事な時期だ。王妃様を迎えたばかりだからな」

「ええ、そうです。神々との戦争もまだ終わってはおりませんし‥‥‥」

「そうだな」

　短毛種特有のシュッとしている耳を後ろに立てると、司令官は面白くなさそうにふうっと息を吐く。

　どうやら彼女は今回の出迎えを喜んでいないらしい。

　副官は三毛猫のような斑な体毛を見せながら、返事を待った。

「皇帝陛下‥‥‥グレン様から領地を下賜されるそうだ」

「領地？　では我が猫耳族が帝国の傘下に？」

「いや‥‥‥これは魔王様の思し召しらしい。東と西を統一した雄、エルムド帝国の爵位を女王様が得ることで魔公国の勢力拡大を望まれるのだとか。しかし」

「司令はお気に召さない？」

「そんな発言ができるか。ただ、我が猫耳の王国が蒼狼どもとの戦いに勝てているのは、帝国側の支援によるところも大きい。だがな‥‥‥二つの首を持つ竜は果たして優秀か、そういうことだ」

　副官は察した。

　上司が危惧しているのは、一族の行く先だと。

　魔王の元から、帝国に取り込まれるのではないかと。

　彼女はそう危惧しているのだ、多分。

「我が猫耳の王国ルダイナル。その紋章は金の竜。首は一つだけですね」

「そういうことだ。さて、そろそろかな。私は降りることとしよう」

「お気を付けて、ニーニャ様」

　不機嫌そうに銀環を振りながら、司令官はデッキを降りていく。

　その後ろ姿はどことなく不満をためこんでいるように見えて、副官は巻き込まれないようにしようと軽く身震いをしていた。







猫の女王




　頭上に広がる、巨大な艦船の腹。

　海に浮かぶ船であれば潜らない限り、もしくは転覆する意外には見えないそれがここからは仰ぎ見ることができる。

　飛空船というものは便利なようでいて、異様なものだ。

　自分が作り上げてきたその機影にどこか怯えを感じながら、女王と呼ばれた少女は展望デッキのソファーに座していた。

「ほう‥‥‥なるほど」

「何よ、なるほどって」

「見てみれば分かるさ。あの二人から数十倍に増えているぞ、護衛が」

「嘘ッ、じゃあやはり彼女は大物？」

「そういうことだろうな」

　展望デッキに続く通路の隅で、イブリースは例の光球を宙に浮かべていた。

　それと周囲を交互に、くまなく気を配るのはさすがというべきか。

　アンリエッタは物珍しそうに、光球の中に見入っていた。

「本当ね、でも、どうしてかしら？」

「何が？」

「だって、女性ばかりよ？　ほら」

「ああ、それはたぶん」

　と、イブリースは周囲を見やった。

　周囲を守るのは先ほどまでの二人から数十人に兵が増えている。

　護衛の装束も、服のみの警護兵から金色の鎧を着こんだ騎士たちに様変わりしていた。

　その多くは女性で、ところどころに男性の姿も見受けられるがそう多くはない。

「多分、何なの？」

「野生の大型の猫科の肉食獣はオスよりもメスの方が強い。もちろん、体力の問題はオスが強いが集まるとメスの方が強い。そういうことだろうな」

「へえ‥‥‥蒼狼族の戦士は男性ばっかりなのに」

「そりゃ、イヌ科とネコ科じゃ種族が違う。忘れるなよ、いまのアンリエッタは猫耳族だからな？」

「もう――分かっているわよ」

「不安しかないが？」

「あなたって本当に意地が悪い‥‥‥」

　そう、アンリエッタがぼやいた時だ。

　冗談は現実になった。

「誰ですか？」

「あっ、ちょっと」

「ちょっとじゃない。押すな、アンリっ」

　封鎖されている展望デッキの入り口には、当然のように門番が配置されている。

　どうやらアンリエッタの金色の尾が、監視の目の端をかすったらしい。

　同族？

　訝し気な目つきをして、彼女は近寄ってきた。

「誰？　ここは立ち入り禁止ですよ？」

「あーいや、すまない。妻が外の景色を見たいと」

「妻？　奥様ならこの場にいてはならないことくらいご承知でしょう。猫耳族の女性ならば」

「えっと？」

　何かそれらしいリアクションをしろよ。

　イブリースは肘でアンリエッタの小腹を突くが、時すでに遅し。

　警備の彼女は更に怪しいと思ったのだろう。

　目尻を険しくして二人に寄って来た。

「奥様？　失礼ですがどちらの。ああ、ウェルシャオの‥‥‥それにしては色が奇妙な‥‥‥」

「あ、はい。そのクォーターなの。だから――」

「クォーター？　あの氏族からはハーフ以外での子が出たとは聞いておりませんが？」

「あ、違っ、そうではなくて、そのっ」

「何でしょうか？」

「ですから、あなた。あれ、身分証っ！」

　アンリエッタの慌てようは本当に無様だった。

　演技などさせたら、三文役者というか大根役者にもなれないようなほど、酷いものだ。

「いい、お前は黙っていろ、アンリ。俺が話をする」

「え、でもっ」

「良いから。良いんだ、な？　落ち着け」

「はい‥‥‥」

　ふわりとその片手が自分の胸を抱くように回ってくる。

　自分では抑えられない鼓動の高鳴りを、イブリースに聞かれたくないと少女は顔を真っ赤にして俯いてしまった。

　耳がしょんぼりと伏せているかと思いきや、妙にあさっての方向に向いてしまっている。

　それを見て微笑んだのは誰でもない、警備の女性だった。

「フフっ、仲が宜しいのですね」

「うん？　どうしてそう思うのかな？」

「だって、その耳。前後に違う方向に行き互いしている。奥様、恋をされているのですね」

「‥‥‥うーん。そうだといいのだが」

「と、言われますと？」

　話していいか？

　そんな声掛けがイブリースからアンリエッタに降りてくる。

　外見は猫耳族の少女には何の話か意味が分からない。

　ただ、ここは彼に任せたほうがいいのかもしれない。

　そう思って、頷くことにした。

　極力、顔が赤いのを見られないようにしてうつむきながら。

　変わってイブリースが、説明を始めた。

「見てもらえば分かるが、その‥‥‥公国からの亡命なんだ。俺は違うが、妻はそうだ」

「亡命？　では、まさか」

「言いたくはないが、そういうことだ。グリムガル王国に手ひどくやられてしまった」

「ああ‥‥‥それはなんという。確かに、そういうお話であればウェルシャオの氏族も数百に近い者たちが戦火に巻き込まれたのだとか‥‥‥災難でしたね、他にご家族は？」

　それを聞いてアンリエッタは最大限の力を振り絞って首を振る。

　もうこれ以上はないというほどの否定、そして、イブリースに抱き着くさまはまさに不安な様を演出していた。

「ここなら安全ですよ、あなたに害を為す者はおりません。安心なさって下さい」

「は、いっ‥‥‥ありがとう‥‥‥」

「良き伴侶に巡り合えたのですね。羨ましい限りです」

　羨ましい？

　俺ならこんなに騒がしい王女、俺はごめんだ。

　イブリースは陰険そうな顔をしてそう言ってやりたかったが、ここは抑えることにした。

　あとからからかうネタが出来た。

　これは悪くないと一人、アンリエッタの頭を撫でて善き夫を演じていたその時だ。

　警備員がとんでもないことを言いだした。

「良ければ、我らが女王に会っていかれませんか？」

「‥‥‥は？」

「え？」

　女王？

　我らが女王‥‥‥？

　それはまさかのイブリースはとんでもないトラブルに遭遇してしまったと心の中でぼやいていた。







謁見の一幕




「あ、あなた、どうしましょ！　まさか女王様だなんてっ」

「おい、落ち着け妻よ。さっきまでの慌てた様はどこに行った？」

「だって、女王様なんて聞いたら――」

　最大の宿敵の一人。

　戦場で散っていった戦士たちの敵討ちが叶えば、おじい様もグリムガル王国への帰国を認めて下さるはずっ！

　ふんすっ、と鼻息荒くするその様は警備兵から見れば、国民の誰もが憧れる自慢の女王だ。

　それに会えるのだから、興奮するのも当然、と見えただろう。

「ええ、そうですわ。我らがリーゼ女王はまだ弱冠十六歳。それでいて、グレイエルフやオロボス、昆虫族の魔族たるアーゲインと共にハイエルフの圧政から我らを救い出してくださった魔王リクト様の腹心の部下。蒼狼族のグリムガルとは宿敵ですが、それもエルムド帝国と手を組んで戦況は我らが有利です。それはこの」

　と、彼女は足元を見渡した。

　イブリースが相手の意図を読み取って、なるほど、と続ける。

「ああ、天空航路の敷設がほぼほぼ完成しているから、負けることはないと。そういうことですか」

「ええ、もちろんですわ、ご主人。これほどまでに世界の空を舞台にして、繁栄した種族も他にはいないでしょう。後はあの憎きグリムガルを下すまで！」

「っ？　ムグッ！」

「そうですな。そうあれば世界には新しい平和が訪れまることでしょうな。喜ばしい限りだ」

　会話は穏やかに済みそうだが、アンリエッタ口をふさがれて不機嫌だ。

　長い長毛種の尾が先ほどからイブリースの太ももをばっさ、ばっさと叩きつけてその様を表していた。

「難しいかもしれませんが、俺のような人間とっては、どの種族も仲良くして頂けたれば嬉しいのですがね。商人というのはどうにも、戦いにはうまく操られるものでして」

「商人？　あなたがですか？」

「ええ、一面では、ですけどね」

「身分証には魔導師とありますが？」

「ですからその身分証も一面だけ、ということですよ。魔導だけでは生きてはいけない。かと言って、愛せる妻を得た身としては戦いに参加するのも心苦しい」

「なるほど、そういうことですか、魔導師よりも商人として静かに生きて行かれたい、と。そのような」

「ま、そんなとこだ。ところで、謁見が叶うのかな？」

「女王が望まれれば‥‥‥」

　警備兵はそう言うが、果たしてそれは信じていいものか。

　気付かれていないか？

　もし、アンリエッタの真実が気づかれていたとして、相手は魔王の幹部だという。

　そんな相手に自分の技が通じるか？

　いや、通じるだろう。

　だが通じた先には？

　アンリエッタの安全は確保できるか？

「アンリ、お前はどうしたい？」

「そんなっ、わたしに振らなくても‥‥‥分かるでしょう？」

「ああ、分かるよ。会いたいことはとてもよく分かる。だが、感動のあまり気を失ったら俺が困る」

　警備兵の少女はクスっと笑っていた。

　口角を上げて牙が見えたのは、どうやら微笑んでいるかららしい。

　イブリースは新たな仕草を知ったなと思った。

「リーゼ陛下はこの船に乗るすべての乗客にお会いになられますよ。時間が許す限り」

「‥‥‥そう、なのか」

「ええ、ほら。あそこにいる三人の家族もその一人ですよ」

「へえ‥‥‥」

「なんだ、落ち着いたのか？　だから肉はやめろと昨夜は口うるさく言ったのだ」

　アンリエッタはようやく落ち着いたかのように、展望ラウンジの真ん中にたつ女王と呼ばれた少女に目をやる。

　誰よりも薄くて淡い金髪、身に着けている鎧はまさしく純金で、胸当てにはルダイナル王国の国旗にもある竜が描かれている。

　タンポポのような白い綿毛。全身、どこにもシミのような黒味が一つもない。

　純真は金色がそこに立っていた。

「どうする？　会うのか会わないのか？」

「ええ‥‥‥お会いしたいわ、是非」

　それを聞いてイブリースは肘で合図する。復讐はなしだぞ、と。アンリエッタは複雑な面持ちで頷いていた。

　警備兵は去っていく。イブリースはそっと耳打ちした。

「どうして会う気になった？」

「知りたいからよ」

「知りたい？　なにをだ？」

「決まっているじゃない。おじい様はそれこそ十年足らずの仲だけど、わたしの憧れだった。なぜ、戦争を始めたのか。終わりはあるのか。それを、知りたいからよ」

「お前なあ‥‥‥それは俺たちの仕事じゃないだろう？」

「でも考えて、イブリース」

「何だよ？」

「身分や名前を偽っても、グリムガル王国の王族だから。気になるのは当然よ」

　イブリースは軽くめまいを感じていた。







エピローグ







金麦の龍帝




　女王リーゼ、十六歳。

　身長は百七十ほど。

　並みいる小柄な女騎士たちに比べて、一際、身長が高い。

　種族は猫耳族。

　だが、その中のどんな氏族なのか。そこまではイブリースには分からなかった。

「珍しい。とても物珍しい存在が、二人も我が船内にお越しだったとは」

　不敵？　挑発的？　それとも、威風堂々？

　つい少し前まで、自分たちと会話を交わしたあの女性だというのは見て取れる。

　女王が座るソファーの前にある長椅子に、二人は案内されて腰かけていた。

　いや、半ば無理矢理というべきか。

　あの誘いを断ろうとして部屋に戻ろうとした瞬間、上空から降りてきた接弦口がイブリースたちのいた通路の、はるか先に接続してしまい、前後を挟まれた二人は逃げそびれたのだった。

「どうぞ、発言を許しますよ？　ラッセル様にアンリ様？」

　まるで見透かしているような余裕。

　誰だよ、十六歳なんて言ったやつは。

　これでは数百年生きた魔猫だって言われても信じてしまいそうになる。

「こんにちは、女王陛下。本日は拝謁賜れて光栄ですわ‥‥‥」

「立たれないのですね？」

「我が国には、座式での簡略礼法もありますので」

「そう、あなた、アンリ様。不思議ですね、我が国ルダイナル王国を含め猫耳の国は十四程世界各地にあります。その多くが我が傘下ですが‥‥‥。座式での礼拝は知りませんね。まるで、狼のよう」

「‥‥‥女王陛下がお知りにならないだけかもしれませんね」

「かもしれません。まあ、あの蒼い駄犬どもにかけてやるべき敬意は持ちませんけど」

「駄犬ですか。黄土色の粘土を全身に塗りたくって空を行こうとし、しくじって崖から転落しそうな猫もいるようですが？　ああ、泥が塗られている時点で既に重しを背負っていましたね‥‥‥自殺願望の猫耳族」

　リーゼよりは少し身長が低い。

　それでいて足はすらりと長いアンリエッタは、これ見よがしに膝を組み直して不敵に返して見せる。

「何ですって！」

「貴様っ、女王の眼前でなんたる発言！」

「無礼なっ。即刻打ち首に！　女王っ！」

　数名の親衛隊と思しき近衛兵と呼んでもいいだろう。

　騎士たちから憤慨と弾劾の声が上がる。

　女王は片手でそれを制して、肩ひじをソファーの肘かけに建てた。

　傍らはその身には似つかわしくない、漆黒の鞘のついた幅広の長剣を立てかけている。

　事情を知らない男なら、こう嘲笑していただろう。

　あんた、それが満足に使えるのかい？　と。

　しかし、イブリースは知っている。

　いくつかの種族の女性は、男性よりも並外れた膂力を発揮する、と。

　あれが振り回される事態は回避したいものだ。

　買い言葉に売り言葉。

　相手への敵意を隠そうともしないアンリエッタは、涼しい顔でふふんっと得意気な顔をしていたが、それは女王リーゼの一言で瓦解した。

「良いお前たち。こちらは、見た目にも我が同族。ウォルシャオの棄民だそうだ。致し方ない、あの地は魔王様よりの依頼をうけて大陸間最高高度を移動するべき飛行鑑定の実験場だった。それが、あのような‥‥‥」

「あのような？　私の祖父母に何かあったとでも？」

「おや、あなたの祖父母ではないでしょう？」

「‥‥‥え？」

「例えば炎の精霊を宿す炎豹族、例えば闇の精霊を宿す黒狼族。あいにくと絶滅しましたが。例えば、銀の月の精霊を宿した銀翼人、例えば風の精霊を宿す蒼狼族、そして、金麦の龍帝から連綿と連なる、陽光の精霊を我が身に宿す猫耳族。ですが、あなたには陽光の精霊はおらず、不思議なことに大地と風の精霊を見ることができる」

「‥‥‥何ですって‥‥‥」

「おや、御存知ありませんか？　魔眼という名を。東のエルムド帝国は天才魔導士シルド公が開発されたこの左眼に宿る白日の魔眼には――相手の真の姿がよく見えます」

　正体が‥‥‥バレた！

　ガタッ、とアンリエッタは席を立ち戦闘態勢を取ろうとする。

　しかし、その行動はイブリースにより、止められてしまった。

「ほら、そこまでだ。御姫様、ここから俺が話をする」

「イブリースっ、やだ！」

「‥‥‥イブリース？」

　女王は彼の名を耳にして、顔をしかめた。

「それはあの‥‥‥南の大陸は、公国の精霊剣士。公子イブリース殿のことかな？」

　そのあまりにも危険極まりない一言が、展望ラウンジに緊張感をもたらす。

　それは衛士長と思しき女性の次の指示で一気に緊張を加速させた。

「敵である！　抜刀！」

　シャリシャリンジャリン―――小気味善い音と共に、数十本の白銀が室内に煌めいた。

　常人なら息を呑んで、唖然とし、恐怖に立ちすくむだろうその中。

　イブリースの声は更に強く、周囲の誰にも畏怖を感じさせた。

『剣を引け。偉大なる魔王の勇士たち。これは賢者の命である』

　そのたった一言が、戦士たちの、乗客たちの、別の船に乗る猫耳族たちの戦意を喪失させた。

　アンリエッタと他は、たった数名。

　女王リーゼに、司令官ニーニャ。

　あと複数の猛者だけがその場に険しい顔をして立っていた。







賢者の息吹




　どうやら、女王リーゼが真っ先にその真実に気付いたらしい。

　なるほど、と片頬を上げて唸るように言うと、イブリースを見て技の正体を言い当てていた。

「賢者の息吹‥‥‥音に聞いた、魔王だけでなく神ですらも従えるという、あれか‥‥‥」

「かもしれませんな、俺はイブリース」

「宿敵の公子ではなさそうだが？　イブリース殿、いや、賢者イブリース殿‥‥‥」

「かつての爵位で言うならば、つまらん階位だが。良いのか？」

「聞いておこう。それで誰かが判別できるならば」

「‥‥‥ルゲル枢軸連邦」

「敵ではないな。味方とも言いづらいが」

「主君殺しだ」

「ほう‥‥‥で？」

「アッショリーダ王国はブラム大王が麾下、アーブル地方に領土を持つ。いや、持っていた。バートン大公イブリース。それが俺の名だ」

「アッショリーダ？　あのトェダ大森林に広く領地を持つ大貴族ではないか。我らが始祖と契約を交わしたという、深緑の龍帝の孫にあたる金麦の竜王の住まう山脈。そこにも領地を持つ古き血統の一族‥‥‥」

「かもしれんな？　生憎と、俺には祖先のような偉大な魔法の才覚は無い」

「だが、賢者であらせられる」

「最近なっただけの、最下層の存在だよ」

　アンリエッタを抱き上げて、自分の膝上に座らせるとイブリースは興味が無いといったように手を振った。

　アンリエッタは、故郷で祖父が部下にして見せたような雄大な王としての姿を、イブリースに重ね見ていた。

　そして、情報をやり取りするためだろう。

　光の薄い板が、リーゼ女王の前に恭しく捧げられる。

　彼女はそれを見て、面白そうな声を上げた。

「これはっ！　バートン大公様、大地母神ラーディアナの聖女殺しに、主君たる先代ブラム大王の殺害事件まで。その首謀者として名が上がっておりますね」

「だろうな」

「否定はされない、と？」

「もちろんだ。俺は妻を大王に殺されたようなもの。だから復讐を果たした。夫の無念は妻が、妻の無念は夫が晴らす。古き戦士の誓いだろう？」

「‥‥‥ふう。それはそうですが。なぜ、殺害を？　主君殺しは大罪だとご理解されているはず。どうも奇妙な言い訳ですね？」

「あなたには関係ないわっ！」

「アンリエッタ！　黙っていろ」

「だって、あなた‥‥‥」

　アンリエッタは仲間を侮辱されたように感じていた。狼は仲間の尊厳を踏みにじる存在を許さない。ただ、この場合‥‥‥あれ？　わたしが上。彼が上？　そんな場違いな疑問も、少女は抱えていた。

「いいから、話はまだあるんだ。そうだろ、女王陛下？」

「確かに。これは国家の警察機構にしか流れていない内容のようですね。いかが？」

「いかがって‥‥‥」

　従者がリーゼに託されたそれを、イブリースに運んで来る。

　アンリエッタが見られるようにイブリースはそれを片手に持ち替えた。

「‥‥‥大地母神ラーディアナの天空大陸の本殿より、聖女の自害を認める。自殺理由は先代ブラム大王による、神殿勢力の掌握を看破したため。どういうこと、イブリース？」

「そのままだ。ブラム大王は新しき神を建てようとしていた」

「ああ、それでね。東の大陸に勢力を起こした聖教会はその後ろ盾になった模様。しかし、この企ては逆俗とされた救国の英雄‥‥‥ねえ、これどうなっているの、イブリース？」

「知らん。俺は世俗には興味が無い。第一、あなたに会った時は確実に追われていた」

「それはそうか。救国の英雄、バートン大公イブリース‥‥‥ね。もう国に戻ってもいいんじゃないの、あなた」

「俺は知らないと言っているだろう」

　そうイブリースが言った時だ。

　リーゼが楽しそうに笑いだした。まるで、事情を知らないものが焦っているのを楽しむかのようだった。

「その通達は、つい一週間前に出たものですよ。ご存知ないのも仕方ありません」

「一週間？　しかし、こうも簡単に現実が変わるわけがない」

「そこはなんと言いますか。ある国で。そう、あなたが治めていた領土の下流域に住まれていたある神が、不毛の大地であった大河の下流域を豊穣にするという契約を結ばれたようですね。とある、人の国と」

「だからどうした、と？」

「神の契約が成されたのですから、さまざまな近隣の国々の情勢も多くの神々によって調査されます。結果として、あなたは無実を証明された。大した強運ですね、イブリース様」

「ふっ、なんだよ、神の契約って。フフフ‥‥‥」

「イブリ」

「いや、すまない。つい、な。今は止めておこう。それで、女王陛下、俺たちをどうするつもりだ？」

　リーゼの片手は軽く動く。

　それはまるでアンリエッタが被っている魔法を、そのベールを脱がすような仕草に見えた。







真実のアンリエッタ




　それは不思議な光景だった。

　普通なら見ることが適わないものを、女王は可能にしていた。

　リーゼの手が動いた後に、もう一人、別のアンリエッタがいたのだから。

「わたし‥‥‥嘘？」

「ほう。これはなかなか」

　周囲は驚きの声に満ちた。

　アンリエッタは信じられないという叫びを、イブリースは「たいしたものだ。賢者の魔法を破るとはさすが魔王の幹部」と感嘆の声を上げていた。

「やはり蒼狼族の娘。失われた公子妃補アンリエッタ様、で宜しいでしょうか？」

「え、ええっ？　ちょっと、イブリース‥‥‥これって？」

「まあ、慌てるな、アンリエッタ。すべてはバレているってことだよ。その胎内に、二つの精霊が宿っているという発言からしても、相手は知っている。そうだろ、リーゼ様」

「そうかもしれません。しかし、不思議ですね。どうして我が天空航路をご利用に？　賢者様であれば、ハグーンの助力を仰ぐことも‥‥‥なるほど」

　ふと、天空を覆う更なる影が一つ。

　アンリエッタが見上げると、そこにはあの巨大な入道雲がはるかな高度から彼らを包みこむように移動しているように見えた。

「賢者の息吹は黒雲とともにある、と伝承にはありますが。そういうことですか、イブリース様」

「そういうことだ。あれは近隣にあるハグーンの分家みたいなのを呼び寄せる法。そのまま、行くこともできる。いまは俺たちの方が優勢かな？」

　イブリースの不敵な一言に、リーゼはその金色の毛を逆立てる。

　そこには恐れを知らない、不遜な男に対しての怒りと恐れも含まれていた。

「はっ‥‥‥なんという。ハグーンを巻き込んで、第八位の魔王。リクト様のグレム魔公国と対決でもするおつもりですか、あなたは！　なんという――恐れ知らずな！」

「いや、違うよ。リーゼ様。俺にはこいつが、妻たるアンリエッタが大事なのだ。その胎にいる赤子も。グリムガル王国もグレム魔公国も、そして、エルムド帝国も、ルゲル枢軸連邦も関係ない。俺たちの子供が安心して暮らせるようにする、その為ならば何でもしよう。そういうことだ」

　呆気にとられているアンリエッタにイブリースは手を広げた。

「いいから、今は任せろ」

　再度、そう言い、イブリースはアンリエッタを抱き寄せる。

　ここは魔王の領地。

　天空といえども、それは変わらない。

　賢者の都からの遣いは近くに来たが、まだそこには遠い。

　おまけに魔王の幹部に、魔眼なんて理解不能なものまで出てきた。

　イブリースは決意する。

　言葉通り、彼女とその子供を守り抜く、と。

（いまは黙っていろ。お前をあそこに届けるまでは）

　イブリースの瞳がそう語っているようで、アンリエッタは何も言わず、ただ唇を噛んで押し黙ってしまった。

　もしかしたら、彼は死を決意しているのかもしれないと、頭の片隅にそんな思いが浮かんで消えた。

「そのお言葉をそのまま受け取るのは、少しばかり無理があるかと思います、イブリース様。不法侵入、身分詐称、先ほどまでは、殺人犯として国際指名手配を受けていた。おまけに、公国の公子妃補まで連れて。ああ、これに関しては、そうですね‥‥‥。あなたたち、バートン大公イブリース様とアンリエッタ様はすでに死亡、とされているようですが、そちらにおわすのは亡霊ですか？　それとも賢者の秘儀？」

「賢者の秘儀だ。ついでに、グレム魔公国の魔王リクト殿だが」

「我が主が何か？」

「先代の魔王、蒼骸のルクスターを竜王配下の聖女と共に討伐し、八番目の魔王の座を継承したと聞く」

「‥‥‥あながち間違いではありませんが。魔族が竜族と共闘した覚えはありません。あれはあくまで、魔王リクト様の功績」

「なら、それでいい。その後、最近になり隣国のミンザ共和国の上院議員の娘を妻にされたとか」

「お詳しいですね。ハンナ王女は健在でいらっしゃいます」

「なら、知っているはずだ。ハンナ王女は大地母神ラーディアナの聖女だった。いや、現役でもそのはず。違うかな」

　リーゼの尾は不可解なものを感じたかのように、少し、膨らんでいた。

　この男、神々の名を出してなにをするつもりだ？

　そんなふうに、苛立ちまぎれに揺れていた。

「いやなに、俺の妻も……元妻だが。あれも大地母神ラーディアナの聖女だった。そして、ハグーンで待っている。大地母神と共に」

「神の考え、その行動、いまどうあるべきかを語る輩は信頼できませんね、イブリース様」

「だろうな。だから、確認して欲しい。俺たちがこれからどうあるべきか。そちらの王妃様なら、神託を受けているはずだ」

「なるほど‥‥‥。聖女つながり、それはある意味、正しい選択――イブリース様。あなた、奥様がハグーンにいらっしゃると？」

「らしいぞ。霊体で現れて神託だけおいてまた、戻って行った。だが、これではどこをどうしていいかわからん。そこで、猫耳族に助けを、な？」

「‥‥‥抹殺せよ。そう命じられた場合はどうなさいます？」

　最悪の場合の確認。

　この賢者はどうでるだろう？

　妻を差し出すか、それとも。

　女王リーゼの背筋をいやなものが這っていく。

「決まっている。この場にいる敵を皆殺しにして‥‥‥逃げるさ」

　渦巻く闘気の刃。

　戦士たちが発する、不遜なこの男に対して牙を突き立てたいという怒りが室内を支配していた。







仮面の夫




　一触即発。

　そう思われた時。

　それもまた、あっけなく打ち消したのはリーゼだった。

「その際はさっさと出て行ってください。こちらは抵抗しません。何か見知らぬ術でも使われたと魔王様には報告しましょう。これにいるは我が娘も同じ。無駄な争いは御免こうむりたい」

「なるほど。ま、それはそうだな」

「では、確認をしましょう。お部屋にお戻りを」

　そうするよ。

　アンリエッタは猫から蒼き狼へと戻っていた。

　牙を出す猫に、抱えられたまま牙をむく狼。

　これはこれでまた、面白い光景だとイブリースは歩き出す。

　数歩行ったところで、彼はふと振り返り、女王リーゼを見て行った。

「なあ、女王リーゼ。さっき名前のでた聖教会と第八位の魔王だが‥‥‥似ているぞ？」

「それはまた‥‥‥復活でもあり得る、と？」

「かもな？」

　リーゼはむうっ、と唸ってしまう。

　それが事実ならば、まだまだあの魔王は消滅していないことになる。

　それでは、と彼女も面白い一言をイブリースに伝えた。

「バートン大公殿。では、こちらも一つ」

「‥‥‥？　何かな？」

「リオナール公子イブリース様は、すでに風の精霊王の加護を失った様子」

「ああ、それなら知っているよ。妻が。前妻が神託で教えてくれた」

「なっ‥‥‥！」

　最高機密に属することをこうも軽々と知っていると言われたら立つ瀬がない。

　おまけに彼の鼓動も脈も物言いも嘘をついているようには思えなかった。

　神託。神の命をうけている人間を無下にはできない。

　リーゼは不本意ながら故郷の魔王リクト向けに、通信回線を開いたのだった。




　一方、戻った個室でアンリエッタはたいそう不機嫌だった。

　無理もない、自分の部下だと公然に言い放っておきながら、ぬけぬけと妻だなんて鞍替えの発言をする。

　もう、イブリースの本心が何かが理解出来なかった。

「俺の本心？」

「ええ、そうよ。納得いかないわ」

「そんなの、決まっているだろう。いまの俺はなんと、大公様に返り咲いたんだ！」

「‥‥‥だから何？」

「大公と言えば王位継承権を持たない王族だ。意味わかるか」

「ええ、そうね。だからどうなのよ、名ばかりの大公様？」

「犯罪歴も消えた。故国にも戻れる。領地もある」

「なら、捨てて行くんだ？　嘘つき」

「違うぞ、アンリエッタ！　これで生まれてくる子供が男子でも、女子でも。その子は特権階級だ」

「意味分からないわ」

　つまりだ。

　と、イブリースは世界地図を光球の中に浮かび上がらせる。

「東の大陸の北部にある魔界。そこに行くためにはまあ、多くの国を横断する必要がある。このままグレム魔公国の援助が受けられれば、エルムド帝国は東の雄だ。大陸の大半は通過できる。その向こうにあるルゲル枢軸連邦は俺の故郷だ。爵位の恩恵がそのまま受けられる。ま、グリムガル王国からは狙われるだろうが‥‥‥」

「ふーん。そこまで考えてなら、いいわ。おじい様には何か手紙を送るわよ。アンリエッタは神の役目を仰せつかっております。不名誉はいずれこの牙にて清算を。イブリースは生かしておいてね、おじい様？　そんなところかしら」

「お前‥‥‥恐ろしい女だな。まだ復讐を忘れていないのか？」

「ええ、そうよ。狼は執念深いの。ま、いいわ」

「何が良いんだよ？」

「別に」

　そう言うと、少女は優しくイブリースの頬にキスをする。

「おい、どういう意味だ！」

「別に？　これから子供が生まれるまで宜しくね？　仮面の夫様？」

「馬鹿、そういうことを軽々しく口にするから、おまえは……ああ、もう！　分かった。なしだ！」







[image: ]







「何が無しなのよ？」

「これからは恋仲もなしだ、と言ったが、あれはなしだ！　そのお腹の子供は俺とミーシャの子でもある。そう思うことにした……だから、なしだ。俺をもっと頼れ、アンリエッタ」

「あら、珍しい。でもまあ、そういう素直なところ、素敵よ。これからもよろしくね……旦那様」

　そう言い、微笑んで二人の新しい冒険はここから始まるのだった。







あとがき




　ここまで読み進めて頂き、誠にありがとうございます。

　初めましての方、こんにちは。

　ウェブでお会いした読者様、お久しぶりです。

　秋津冴です。

　シャルロット文庫様のご厚意により、この物語は書籍化になることができました。

　秋津は『エクスローサーガ』という、大きな世界の始まりから終わりまでを網羅するような話を書いております。

　舞台は同じ世界ですが、歴史によってそれぞれ、登場人物も、ストーリーも変わります。

　ハイファンタジーから、悪役令嬢、婚約破棄、あやかしモノからミステリーやＳＦまで楽しめるように作ったものですが、このアンリエッタは、その世界を舞台にしたエピソードとなります。

　二巻では、アンリエッタとイブリースは西の大陸に向かい、そこでざまざまな問題を解決しながら、魔界へと到達することになると思います。

　もし、本作品が面白かったと感じて頂けましたら、どうか応援の程、よろしくお願いいたします。

　二巻を出せるその時まで、彼らの物語はひとまず、ここで終わりです。

　お読みいただきありがとうございました。





令和五年　秋津　冴　　　　　













第二の幸せは婚約破棄と共に！

公爵令嬢アンリエッタの受難!!
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